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序章　噎せ返るほどの花の中で








「あぁあああぁ……っ」

　粘ついた、糸を引くかのような女の嬌声が和室に響く。

　畳の上には季節の花――秋の花材であるダリヤ、白いマム、竜胆、彼岸花、萩……色とりどりの花が散らばっている。

　十畳ほどある和室の中で、女性――美み桜おはきっちり着付けていた着物を乱し、肌も露わな姿で夫に体を貪られていた。

　曝け出された上半身――肩からデコルテ、そして乳房には、茎を切られて花だけになったダリヤやマムが飾られている。まるで白いキャンバスを彩る絵の具のようだ。

　結われた黒髪にも赤紫や紫、黄色など鮮やかな花が挿され、簪にも見える。

　美桜は江戸小紋の秋単衣に、紅葉柄の帯を締めていた。どちらも気に入りの物で、朝は嬉々としてこの組み合わせを選び菊きっ花か展に向かったはずなのに――。

　美しい夫――涼りょう真まは気持ちよさそうに目を細め、それでもどこか苦しげな表情でガツガツと美桜を穿つ。

　こちらを見下ろす彼は、少し伸びた前髪の隙間から静かな、だがギラついた目を向けていた。普段は不言実行というタイプの落ち着いた涼真だが、今は愛しい妻のあられもない姿を見て興奮を隠しきれないでいる。

　数個外されたシャツのボタンの間から、逞しい胸板が見えて美桜はサッと目を逸らした。

　平時、大企業の代表取締役社長としての涼真の姿なら見慣れている。だが仕事着であるスーツ姿でそのような色気を見せられると、なぜだかとても背徳感に苛まれた。

　邪魔にならない程度の短髪の毛先から、汗の雫が滴って美桜の肌に落ちる。精悍な顔にも額や頬、鼻筋に汗が浮き、流れたそれを彼はペロリと舐めた。

「あ、あぁーっ、ン、あぁ……っ」

　自身の体を穿たれる悦楽に伴い、涼真のその妖艶な姿は、さらなるスパイスとなって美桜を感じさせる。

　畳の上ではあんまりだからと、美桜の体の下には座布団が敷かれてある。

　それでも涼真が激しく腰を叩きつけるたびに、美桜の体はズッズッと揺さぶられ、体の上に飾られた花がポトリと落ちた。

「美桜……っ、俺以外の男を見るな……っ」

　食い縛った歯の間から、唸るような涼真の声がする。

　酷い嫉妬に駆られた声は、彼と関わりのない者が聞けば〝独占欲の強い夫〟と取るだろう。

　だが美桜はずっと側にいてくれた幼馴染み――そして夫の激情を、甘んじて受け入れていた。

（こうなったのも、きっと私のせいだから……）

　諦念にも似た感情を抱き、美桜は苦しそうな顔をしている夫を見やる。

　幼馴染みとしてずっと涼真を知っているからこそ、美桜は彼の事をよく理解していた。

　友人知人の間では『貞淑な妻』 と言われれば、美桜の事がまず話題になるほど彼女の献身ぶりは有名だ。そして涼真もまた、大和撫子を体現したかのような美桜を大切にし、二人は『理想の夫婦』と言われていた。

　けれど二人の関係にはある〝前提〟があった。

　涼真の灼熱に体を穿たれながらも、美桜が思い出すのは三人で行った都内の庭園の風景だ。

　あのとき確かに涼真は美桜に「好きだ」と告白をし、人目を盗んで触れるだけのキスをくれた。

　それは心の奥に焼き付いた、美桜が大切にしている思い出だ。

　――だというのにその直後、美桜は涼真の兄――進すすむとの縁談に頷いてしまった。

　以降、涼真とゆっくり話をする機会も設けられず、美桜と涼真の間には深い溝ができてしまった。

　けれど涼真の目は、ずっと美桜を見つめていた事を知っている。

　彼が美桜と進の邪魔をしないようにと遠巻きにこちらを見ていた時も、焦げ茶色の目の奥に激しい熱が籠もっていたのを鮮烈に覚えている。

　分かっていて、進という婚約者がいる美桜は彼の視線をなかった事にしてしまった。

（だから私は、涼真さんの妻になった今、彼の貞淑な妻でいなければ……。彼を誤解させてしまったのも、すべて私が悪い。こうして体を捧げる事で涼真さんが怒りを収めてくれるのなら……）

　その想いは夫婦の愛情というよりも、贖罪に似ているという事に気づかず、美桜は白い腹を波打たせて悶える。

「美桜……っ、ココが好きなんだろう？」

　涼真がク、と酷薄に笑い、腰を掴んでいた手で美桜の肉芽を摘まんだ。

「っひ――ぁ、あっ！」

　勃起した美桜の陰核は、さやから飛び出してその大きさを見せつけていた。

　一般的な女性の陰核より、美桜のそれはとても大きい。さやから大きくはみ出た突起が 涼真を誘っている。

「感じるだろう？　ココ、こうすると好いんだよな？」

　蜜をたっぷりまぶした指でチュクチュクと陰核を扱かれ、美桜は激しい淫激に襲われた。

「っだめぇええぇぇええ……っ!!」

　頭のてっぺんからつま先まで、甘美な雷に貫かれたように思えた。

　ガクガクガクッと全身を激しく震わせて美桜が達する。濡れそぼった蜜壷で夫を締め付け、タラタラと愛蜜を滝のように滴らせながら、喉を晒して体を突っ張らせた。

　つま先がキュウッと閉じて震え、真っ白になった頭の中では、夫に何か文句を言ったつもりだった。

　だが美桜の唇から迸ったのは、言葉にならない嬌声で――。

「ぃああぁああ……っ、ああぁあっ、う、ぅあああぁあっ!!」

　拷問でも受けているかのように快楽の波濤が次々に押し寄せ、美桜の華奢な体を天国と地獄の狭間で揺さぶり、叩きつける。

　とうとう小さな孔からプシャッと愛潮を飛ばし、美桜は意識を飛ばした。

　脳裏の奥に、遠くなった過去の景色がいつまでも焼き付いている。

　美桜の青春そのものと言っていい、三人の思い出。

　幸せで、――悲しい思い出。







第一章　運命の岐路









　美桜の実家の実さね小路こうじ家は、古くは華族にまで遡る由緒正しい家柄だ。

　戦後から現在まで、 実小路家は婚姻によって家を守っていった。良くも悪くもお坊ちゃん、お嬢さん気質の当主やその親戚たちは、婚姻をすることによって事業で力をつけた家と、横のパイプラインを築いてゆく。

　代々資金と家柄が強みの家系だったので、息子が生まれると良い教育を施し、良い嫁を迎える。

　実小路家の者はそれほど商才に恵まれた者は生まれず、潤沢な資金により会社を立ち上げた後、外部の優秀な者を会社に招き入れ実小路家が経営する会社を守っていった。 

　逆に娘が生まれた時は、外見はもちろん、家事全般をこなし、内面も控えめに躾けられ、世の男性が『貞淑な妻』として欲しがる『理想の女性』を作り上げた。そして良い家に娘を嫁がせる事により、横のパイプを確固たるものとしていった。

　現代において昔気質な子供の育て方だが、美桜は両親に言われるがまま習い事や作法を学び、温室育ちのお嬢様として育った。

　実小路家には懇意にしている家が多々あれど、美桜が「五い十そ島じまのおじさま」と呼んでいる五十島重工の代表取締役社長には、特に可愛がってもらっていた。

　五十島家には二人の兄弟がいて、二十三歳の美桜より七つ上の進と、四つ上の涼真とは幼馴染みとして育っていた。

　兄弟は当然のように五十島重工の管理職についていて、進は本社の副社長、涼真は専務を任されていた。

　美桜は学生時代をエスカレーター式のお嬢様学校で過ごし、その後は家族・親戚ぐるみで経営している食品会社に就職した。

　いくら将来は安定した嫁ぎ先に……と決まっているとはいえ、ある程度一般人として社会経験を積んだ方がいいという両親の方針だ。

　子供の育て方は前時代的なのに、そういう面は現代に適応していて、美桜はやや困惑している。

　ちぐはぐな教育は、厳しく躾けられたはずなのに、いざ仕事となると基本のワープロソフトや表計算ソフトの扱い方すら知らないという弊害を生んだ。

　美桜は慌てて両親にパソコン教室に通う許可を乞うた。だが外に通わせるのは心配だからという事で、多忙な五十島家の兄弟が実小路家を訪問し、美桜に一般事務に必要なあれこれを教えてくれる事になった。

　美桜の呑み込みが早かった事もあり、彼女はあっという間に仕事をするのに十分なスキルを身につけ、何とか普通に就業できるようになった。

　それもこれも、教育方針のせいかもしれない……と思うと、実小路家のあり方を少し疑問に思う。

　

　総務部で働いている美桜は、定時より少し残業してデスクを立った。

「実小路さん、今日もお疲れ様です」

　同僚の若い男性が声を掛けてくれ、美桜は「佐さ藤とうさんもお疲れ様です」と微笑む。

　廊下を歩いて更衣室まで向かうと、ロッカーからキャメルのトレンチコートを出して羽織る。

　時期は春先で、これから桜前線が北上するとニュースで言っていたが、東京はまだ肌寒い季節だ。

　一週間を働き抜いた美桜は、土曜日の予定に思いを馳せて微笑んだ。

　大好きな五十島家の兄弟とデートなのだ。

　都内にある西さい園おん寺じ後楽園で梅まつりが行われていて、ちょうど週末に満開になるらしいから見に行かないか、と兄の進から誘われた。弟の涼真も来るようで、幼い頃から二人が大好きだった美桜は『両手に花』ならぬ『両手に幼馴染』で嬉しくなる。

　幼い頃から美桜は五十島兄弟にべったりで、「将来二人のお嫁さんになる」と言って憚らなかった。

　会社を出ると運転手が待っていて、自宅まで送ってくれる。

　社会人になった最初こそ、「普通に働くんだったら、通勤も公共機関を使ってみたい」と親に提言した。

　だが「仮にも実小路家の娘が痴漢に遭うような事があっては困る。護衛がついてもいいのなら、許可するが」と父に言われ、不承不承引き下がった。

　なので箱入りの美桜は電車に乗った事がない。

　どういう風に切符を買ってあの楽しそうな改札を通るのか、想像するだけでドキドキする。

　十代の頃は外の世界に憧れた事もあった。

　学友に誘われるがまま、運転手を巻いて寄り道をし、お菓子を食べて渋谷のファッションビルに入った事もある。喫茶店でいつまでもお喋りをしていると、無限に話題が出てくる気がしてとても楽しかった。

　だが美桜の帰りが遅くなると、いつも進か涼真が迎えに来る。そしてやんわりとお説教をされ、言う事を聞かざるを得なくなる。

　両親も考えたもので、美桜が反発しやすい護衛や運転手ではなく、五十島兄弟を差し向けてくるのは流石だ。

　結局、美桜は反抗するのをやめ、実小路家が敷いたレールを粛々と歩いた。

　今では「これも人生」と思っているので、家が経営している会社で働く事もそれほど苦に思っていない。

（明日、何の服を着ようかな。特別名勝にも指定されている歴史のあるお庭だし、お昼は和食みたいだから着物にしようかな）

　車の後部座席に座った美桜はスマホを開き、五十島兄弟とのグループメッセージを開く。

『明日楽しみにしているね』と兄弟に向かってメッセージを打つと、ご機嫌になって一人微笑んだ。

　

　翌日、美桜は若々しい春を意識した桜色の小紋に、少しカジュアルな柄の半襟、そして色鮮やかなタイルを思わせる帯に鶯がついた可愛らしい帯留めをつけ、外出した。

「美桜ちゃん。着物、よく似合っているよ」

　進が運転する車の後部座席に乗り、赤坂にある自宅から野球ドーム近くにある庭園に向かう。

　進はライトグレーのスーツ、涼真はダークスーツを着ている。

　二人ともそこに立っているだけで人目を引く美形なのだが、進が明るく気やすく話せそうなのに対し、涼真は落ち着いて寡黙そうな雰囲気を発している。似た顔立ちの美形であっても雰囲気が真逆だ。

　それでも微かに癖のある髪質や、キリリとした眉、話す時は相手をジッと見つめる点などは二人ともそっくりだ。

　進のワインレッドのネクタイを留めているピンと、涼真のダークブルーのネクタイを留めているピンは、以前美桜が二人に贈った物なので、思わず嬉しくなった。

　進は運転しながらチラッとバックミラーを見て美桜の着物姿を褒め、美桜も鏡越しに進に微笑みかけた。

「ありがとう。進さん」

　涼真は美桜の隣で、長い脚を少し窮屈そうに曲げて座っている。

　人当たりのいい進が褒めてくれるのはいつもの事だ。嬉しくて礼を言うと、遅れて涼真も隣から口を開く。

「その色、美桜の雰囲気に合ってると思う」

「涼真さんもありがとう」

　昔からこの兄弟にはお姫様のように扱われていて、照れくさいけれど二人と一緒にいる時間が嬉しくて堪らない。

　会社での何気ない出来事を話しても、進はテンポ良く相槌を打つため、美桜も饒舌になる。涼真はあまり会話に加わらないが、「ねぇ？　涼真さん」と話題を振ると、ちゃんと話を聞いた上で返事をしてくれる。

　美桜は一人っ子である事から、この五十島兄弟を本当の兄のように慕っていた。

　大人しく引っ込み思案な美桜が、小学生時代に上手く友達を作れず困っていた時、二人がアドバイスをしてくれ、それ以降美桜は少しずつだが社交の輪を広げる事ができた。

　クラス替えや進級があるたびに同じ事を繰り返し、今では会社でも上手くやれている。

　困った時にすぐ相談できる〝お兄ちゃん〟がいたから、美桜は処世術や友達付き合いなどにも失敗せずやってこられた。

　だが成長すると同時に、五十島兄弟を〝異性〟として意識し始めた。

　気が付いた時――十四、五歳の頃にはもう、進と涼真に好きな人がいるか、付き合っている人がいるのか気にしてしまっていた。

　かといって直接本人に尋ねる勇気はなく、思春期の頃は文字通り悶々と過ごした。

　進は明るく社交的だし、涼真は口数こそ少ないものの、一度好きになった相手をとことん大事にするだろう。

　想像した〝二人の彼女〟に、美桜は「いいな……」と羨ましく思ってしまう。

　高校を卒業する頃には、今まで以上に両親から「隠れて付き合っている男性はいないだろうな？」とやたらに確認されるようになった。

　それが、美桜の結婚に繋がる心配だと理解するのは早かった。

　実小路家のお嬢様である美桜が、晩婚になるという事は考えられない。また、本人の自由意志を尊重して、恋愛結婚というのも不可能だ。

　だとしたら、家柄も良く経済的に安定している誰か――それも家同士で懇意にしている相手と結婚することになるだろう。

　例えば、進や涼真など――。

　それを友人に話すと、「二人を気にしているのは、恋だよ」と言われて驚いてしまった。

　今まで自分は五十島兄弟を〝お兄ちゃん〟と思っていても、〝好きな相手〟と自覚した事はなかったからだ。 

　だが友人に指摘されて以降、美桜も二人を見る目が変わったと思う。

　高校を卒業する頃には、二人を「いつ婚約者になってもおかしくない相手」として意識するようになっていた。

　だからこそ、二人に何か褒められたら気持ちが明るくなるし、幼馴染みとして、女の子として大切にされるとフワフワとした心地になる。

　都内の道路は相変わらず混み合っているが、それでも距離的に大した時間も経たず美桜たちは西園寺後楽園に着いた。

　近くの駐車場に車を停め、そこから歩いて庭園に向かう。

　道行く人々は見目麗しい兄弟に挟まれた着物美女を、まるで春の精でも見たかのような目で見送る。

「こんな綺麗なお庭、三百円で入れてしまうの、ありがたいですよね」

「本当だな」

　入場チケットを買うにあたって自分の財布を出そうとすると、涼真に「あの木の枝振りは見事だな」と言われてつい「え？」とそちらを向いてしまう。

　何気ない松の木が生えているが、確かに絶妙に曲がった枝振りなどが見事だ。

「そうですね。どこを見ても素敵……って」

　ハッとチケットの事を思い出すと、進が入場券を三枚手にして戻って来たところだった。

「りょ、涼真さん？」

　とっさに涼真の方を振り向くと、彼が小さく笑う。

「美桜は大人しく奢られていればいいんだよ」

　結い上げた髪を崩さない程度に頭をポンと撫でられ、怒りたいような、くすぐったいような気持ちになる。

（もう、涼真さんったらいっつもこうなんだから）

　彼ら兄弟はいつも絶妙な間や連携を取っていて、進が何かしようとすると、こうして涼真がさり気なくサポートをするのだ。

「ありがとう、進さん。涼真さんも」

　チケットをもぎられ庭園の中に進んで礼を言うと、涼真が軽く瞠目する。

「俺は何もしていない」

「ううん」

　何気ない気遣いを見せてくれただけで、涼真にも礼を言う理由は十分にある。

　涼真はこうして、いつも目立たない所で気を遣ってくれている。表向きは進が太陽のように明るく道を示してエスコートしてくれる。だがその一方で、美桜が石に躓いたりしないように、後ろ、または隣に立つ涼真が様々なものを整えてくれる。

　そのようにバランスの取れた兄弟と一緒にいるのは、本当に幸せな時間だった。

　長年共に育った美桜だからこそ、進の陰で涼真が動き、自身を主張せずに兄を引き立てている事を知っていた。

　二人の事はとても大切で大好きだが、ふとした時に「大丈夫か？」と気遣ってくれる涼真の優しさが身に染みる。

　けれど、どこか自分を殺して気を配る彼の姿を見て、「涼真さんが幸せになれますように」と願うようになっていた。

　三人で後楽園の敷地を進み、やがて前方に目玉になっている見事な枝垂れ桜が見えてきた。桜の木はまだ花をつけ始める前で、ほんのりと蕾を色づかせている。

「もう少しして時期になったら、桜も見に来ようか」

「それはいいですね。ぜひ」

　進の言葉にうなずきながら、池の縁に沿って歩いて行くと、見事な一本松があった。

「涼真さん。この松は枝振りが見事ですね」

　さっきの事を絡めて涼真をからかうと、彼は「やられた」というように苦笑した。

　さらに奥に進むと石造りの月見橋があり、時期になるとカキツバタが咲く場所に出る。その奥が梅林だ。

「わぁ、いい香りがする」

　紅梅に白梅。目に鮮やかな紅白の小さな花が咲き誇り、匂い立っている。

「桜も勿論いいけど、梅も捨てがたいよな。何より美味しい」

「もう、進さんったら」

　冗談めかした進の言葉に、美桜は弾けるように笑う。

「水戸の方も綺麗かもな」

「あ……、そうですね」

　水戸にある有名な梅林を思い浮かべ、美桜は微笑む。

「俺は来週の週末もスケジュールが空いてるから、何なら行ってみるか？」

「え？　本当ですか？　涼真さんは？」

　思わず涼真を見ると、彼は少し苦い顔をして首を横に振る。

「来週は予定が入っている。学生時代の友人と会う予定なんだ」

「そう……。じゃあ仕方がないですね」

「なに、すぐに桜の季節が来る。そしたらまた三人で出掛けたらいいさ」

「俺の事は気にせず、二人で楽しんで来てくれ」

　進に明るく提案されたうえ、涼真にも言われて、美桜は「そうですね」と頷きゆっくりと梅林を堪能してゆく。

　見事な枝振りにちょんちょんとついた小さな花が可愛らしい。思わずうっとりする香りが辺りに漂い、ここが都会の真ん中である事を忘れさせてくれる。

　丁度今日は曇り気味だったからか、梅たちも少しアンニュイに見えて、いっそう雰囲気が出ていた。

　すぐ近くに野球ドームの白い屋根が見え、ビル群だって見える。

　都会の中にこんなに美しい庭園があるという事に歴史を感じ、つくづく日本という国や生まれ育った東京が大好きだと美桜は思うのだった。

　ついでを言えば、美桜は歴史の教科が大好きだ。

　三人でゆっくり梅を眺めていると 、「五十島さんじゃないですか？」と女性の声がした。

　そちらを見ると、親の付き合いで顔を見た事のある、二十代後半ほどの女性がこちらにやって来る。

「あぁ、那な波ばさんか」

　今までの温かさが失せた声音で、進が興味なさそうに呟く。

　その温度差に、美桜は一瞬驚いてしまった。

「五十島さん、偶然ですね。涼真さんも一緒で……。あら、実小路家の美桜さんですか？　こんにちは」

　女性は春に似合いの柄の着物を着て、やや濃い色の唇でにっこりと笑う。

　メイクの施し方や雰囲気、立ち振る舞いで、彼女は支配者として人々の先頭に立つタイプだと美桜は察した。

「那波さん、お久しぶりです。いつ振りでしたっけ？」 

　太陽のような笑みを浮かべながらも、進は彼女に気がない様子を隠さない。

　美桜の隣にいる涼真も、彼女には視線を合わさず梅の方を見ていた。

　それに那波という女性も気づいたのか、ヒクッと頬を引き攣らせながらも笑みを絶やさない。

「嫌ですわ。新年会のあと、初釜でもお会いしたじゃないですか」

　お茶会で会ったという事を指摘されても、進は相変わらず爽やかな笑みを浮かべながらサラッと返事をする。

「ああ、あなたは以前の婚約者さんとご一緒でしたね。思い出しました。今日のお連れさんは今の恋人ですか？　上手くいくといいですね」

「そ、そうですわね。あの、もし良ければ今度二人きりでお話しませんか？　色々と……お話したい事があるんです」

　顔を引き攣らせつつも下手に出る那波を、進が笑顔でバッサリ切り捨てた。

「申し訳ありません、お断りします。俺は仮にも五十島重工の副社長をしています。容易に女性と二人きりになったら、口うるさい人たちに何と言われるか分かりません。ついでに、那波さんの所の会社の融資にも、興味はありませんので悪しからず」

　そう言ったあと、進はスタスタとこちらにやって来た。

　そのタイミングで涼真は兄に意識を向け、チラッと意味深な目線を送る。

　那波はこちらを見て何か言っていたが、連れの男性と一緒に足早に立ち去って行った。

「……いいんですか？」

　おずおずと美桜は進に尋ねる。

「え？」

　那波に向けていた笑顔と同じ表情を向けられ、美桜は一瞬背筋がヒヤッとした。

　一瞬だけ、笑顔という仮面の裏に、何の感情もないように思えたからだ。

　進は時々、こういう面を見せる。

　自分を取り囲む者すべてを受け入れるようでいて、自分を利用しようとする者には容赦がない。

　爽やかな笑顔を浮かべながら人を切り捨てる事もあり、美桜の友人からも「私のお兄ちゃんは五十島進さんを随分怖がっているよ」と聞いた事があった。

　美桜の中で、進は〝優しいお兄ちゃん〟でしかないので、そう言われても俄には信じがたい。それでも大勢の人が集まる場で知人と会うと、時たまこのようなやり取りがあるのは事実だ。

「構わないよ。あの女性は俺と結婚して、自分の家の負債を何とかしようという事しか考えていない。俺はそういう見え透いたものに引っかかりたくない。下手に優しくして期待を持たせるよりも、こうして最初から突き放した方が互いのためになると思うんだ」

　進の言い分を聞き、美桜はそれもそうかと頷く。

　――と、スマホの着信音が聞こえた。

「あ、少し待っててくれないか？　仕事の電話だ。先に進んでいていいから」

　進がそう言い、スマホを片手に離れていく。

「行こうか、美桜」

「はい」

　梅林はさすがに人で混み合っていて、涼真がさり気なく美桜の手を握ってきた。

　ドキッとして彼を見ると、涼真が微かに笑う。

「着物で歩幅が小さいし、はぐれたら困るから」

「……はい」

　涼真と進はよく周囲から月と太陽と言われているが、根本となる優しさは変わらない気がする。

「さっきの進さん、ちょっとびっくりしました。いつものお顔のまま、手厳しい事を言われるから……」

「副社長にもなれば、厳しい決断をしなければならない時もあるんだと思う。うちや実小路家のような家は、つけ込もうとする者や、取り入ろうとする者が大勢いる。家を守るためにも、兄貴は社交的に接しながらも、深く付き合うかどうかを熟考しているんだろう」

「そう……ですね。私には到底分からない領域のお話なんでしょうね」

　涼真と話すと幾分心が落ち着き、それから二人で梅林を楽しむ事にした。

「あの木の枝の曲がり具合が素晴らしい」だの、「こちらは品種が違うようだ」という話をしながら奥へ進んでいく。

「この辺りで進さんを待ちませんか？　あまり先に行って探させてしまっても悪いですし」

　梅林の奥にベンチがあったので、美桜はそれを指差して涼真に提案した。

「そうだな。美桜も少し疲れただろうし」

「そんな事ないですよ？」

　言うものの、多少図星ではあった。

　人混みの間を歩いていくのはあまり得意ではないし、着物を着慣れているとは言え、草履で舗装されていない場所もある庭園を歩くのは少し疲れる。

　そこを見抜いた涼真に内心舌を巻きながらも、「だからこそ涼真さんなんだよなぁ」と一人微笑む自分がいる。

「あぁ、美桜。これを」

　座ろうとした時、涼真がポケットからハンカチを取りだしてベンチに敷いてくれた。 

「ありがとう。涼真さん」

　胸の奥にジワッと広がる喜びと感謝を胸に、美桜は微笑んだ。

　二人で並んでベンチに座り、都会の喧噪を遠くにぼんやりと目の前の梅林を見る。

　どれぐらいそうしていたか分からないが、ふと美桜の手に涼真の手が重なった。

（え……）

　ドキッとして涼真を見ても、彼はまっすぐ前を向いたままだ。

（どうしよう。何か言った方がいいのかな）

　一人ドキドキして緊張していると、涼真が口を開いた。

「美桜は兄貴が好きなのか？」

「え？」

　いきなり尋ねられ、頭の中が「？」で一杯になる。

「好き……は好きですけど……。涼真さんも好きですよ？」

　きっと涼真が求めているのは、こんな答えではないのだろう。分かってはいる。――けれど美桜はきちんと涼真の問いに向き合うのが、少し怖かった。

　いつまでも今のままとは思っていないが、三人で過ごすこの時間がずっと続いてほしいと思っていたからだ。

「俺は美桜と結婚したいと思っている。……美桜を女性として愛している」

　ぽつ、と春の静かな雨のように、涼真の声が落ちる。

　梅林のざわめきの中で、不思議と静かな涼真の声はかき消される事なく、美桜の耳に届いた。

　ドクン、と鼓動が一つ胸を打ち、ドッドッ……と脈が速まっていくと同時に体温が上がる。

（どう……、……し、たら……）

　カチンコチンに固まった美桜の手に、涼真が指を絡める。

「家同士の決め事もあるだろうし、これから先、どうなるか分からない。それでも芽生えた俺の恋心が死んでしまわないように、伝えるだけ伝えさせてくれ」

　――あぁ。

　それだけで美桜は何となく察してしまった。

（涼真さんは、自分の気持ちを諦めようとしている。もし進さんも同じ気持ちなら、兄思いの涼真さんは進さんに譲ってしまう。おまけに家が結婚の話を持ち出したら、当然長男と長女である進さんと私の縁談になる。……だから、涼真さんは……）

　涼真から告白されて一瞬浮かれたが、その裏にある感情を理解し、美桜はどう答えたものか真剣に考える。

「困らせたならすまない」

「いいえ。こ、困ってなんていません。……その……」

　涼真の気持ちが迷惑ではないという意味では、本当に困っていない。

　むしろ大好きな幼馴染みから告白されて嬉しい。

　それでも美桜は実小路家の娘として、涼真に何と言うべきか必死に考えた。

　ひとまず涼真の顔を見て困っていない事を伝えたが、そのときになって彼がジッとこちらを見ている事に気づく。

　涼真も進も顔立ちがキリッとしていて、黙っているだけで野性味と大人の色気を感じる。焦げ茶色の瞳の奥に恋の熱を感じ、美桜は落ち着かない気持ちになった。

（あ……）

　無言で涼真の手が伸び、美桜の肩を引き寄せる。

　潔癖そうな唇が軽く開いたのが見えたと思ったあと――、唇にフワリと何かが重なっていた。

（え……？）

　サァッと風が吹き、梅の香が鼻腔に入り込む。

　それに混じって涼真が好んでつけている香水を胸一杯に吸い込み――、はぁ……っと息をついた。

　息をついた時には涼真は顔を離しており、早春の風が二人の間を吹き抜けていく。

　ほんの一瞬の隙をつき、美桜は涼真にキスをされていた。

　梅林にいる来園客も気づいていない、僅かな間の出来事だった。

「……思い出だけもらっておく。謝らないよ」

　涼真は思わずうっとりするような笑みを浮かべ、美桜の頬をスルリと撫でる。

　一瞬の間に見せた鮮烈な思いと、キスをしておいて「謝らない」と言う傲慢さ、いつもの控えめな涼真から想像できない大胆さに、美桜は心を奪われてしまった。

　また鼓動がドクンと強く鳴り、胸の奥で心臓がドクドクと騒いで止まってくれない。

（なに……これ……）

　内なる衝動に美桜は戸惑う。

　だが涼真に「自分も涼真を好きだと思っている。兄のように思っていて、それでも異性として意識していて……」と、纏まりきっていない気持ちを伝えるべく、唇を開いた時――。

「ああ、ここにいたんだ。待たせたね」

　進の明るい声がし、美桜はハッとして前を向く。

　高鳴っていた鼓動がドキンッと一際強く鳴り、口から心臓が出てしまうかと思った。

　けれどこちらに向かって歩いてくる進に、特に変わった様子はない。恐らく今のやり取りが終わった後に、二人がベンチにいるのを見つけたのだろう。

「遅かったな」

　立ち上がった涼真が美桜に手を差し伸べる。

「来週の月曜日、会食を入れるって父さんから連絡があったんだ。美桜ちゃん、待たせてごめんね」

「いいえ」

　立ち上がって涼真のハンカチを手に取り、美桜は綺麗に畳む。涼真が役目を終えたハンカチを受け取ろうと手を出したが、美桜は微笑んで首を横に振った。

「洗ってきちんとアイロンを掛けて返しますね」

「……分かった。ありがとう」

　涼真は最初こそ「そんな事をしなくていい」と言いたそうな顔つきだったが、思い直したのか微かに笑って頷いてくれた。

「さあ、梅林を見てから庭園の残りをじっくり歩いて、予約した料亭に」

　進が明るく言って先に歩き出し、美桜は元に戻った空気にホ……と息をつく。

　涼真の気持ちを聞かされて押し流されそうになったが、今は感情に振り回されずゆっくり考えた方がいいのかもしれない。

　美桜も自分の気持ちをよく把握していなかったし、きちんと考えてから涼真に返事をしたい。

　もしかしたら、熟考した上でこのまま返事をしない方がいい……という結論になるかもしれない。

（焦りは禁物）

　まだ鼓動は胸の奥でドキドキと高鳴っている。それでも美桜は涼真への胸のざわめきを押し殺して、三人でのデートに気持ちを切り替えた。

　

「ただいま」

　夕方に帰宅した美桜は、広々としたリビングに顔を出し、珍しく二人揃っている両親に声を掛ける。

「お帰り、美桜。楽しかった？」

「うん。梅がとても綺麗だったよ。帰りに寄った和菓子屋さんで梅ゼリーを買ったから、後で食べようね」

　紙袋を持ったままキッチンに向かい、梅ゼリーを冷蔵庫にしまう。紙袋を折り畳んで置いた時、父が声を掛けてきた。

「美桜、ちょっとこっちに来て座りなさい」

「？　はい」

　言われるがままソファに座ると、父が少し難しそうな顔をして押し黙る。

（何だろう？）

　そう思っていると、父の様子を見かねたのか母が口を開いた。

「美桜、進くんと結婚するつもりはない？」

「え……」

　とっさに涼真とキスをしてしまった事を思い出し、彼が「家同士の決め事もある」と予言めいた事を言っていたのが脳裏に蘇る。

　まさかその日のうちに、進との縁談を持ち出されると思っていなかった。

「私……」

「進くんの事は嫌いか？　彼もとても良くしてくれていると思うし、進くんも美桜を好きだと言っている」

　進の気持ちを父が口にする。それを聞いて驚くよりも、先に頭に浮かんだのは涼真の顔だった。

（涼真さん……まさか、こうなる事を知っていて……？）

　あの告白とキスは、いつも控えめな涼真にしてはやや強引だと感じた。

　いま思えば、外でキスをした事も、あの熱っぽい目も、すべて美桜を諦める前提だったのだ。

　そう思った途端、今まで心の中で均衡を保っていた進と涼真の天秤が、ぐらっと涼真に傾いた。

　胸の中が涼真で一杯になり、彼の告白とキスの重みを痛感する。

（あのとき、もっと何か話しておけば良かった。せめて『ありがとう』でも伝えられたら良かったのに……。私、『困っていない』なんて曖昧な事しか言えてなかった……）

　もう涼真と結ばれる事はないのだと分かると、今日の自分の態度に一気に後悔が押し寄せる。

（……私……。なんて女なんだろう）

　この手から取りこぼすと分かった途端に、惜しくなるだなんて――。

　今まで進と涼真は二人とも「大切なお兄ちゃん」と思っていて、どちらが上かなど考えた 事もなかった。

　けれどその裏、涼真の一人の相手に向ける優しさが好きだと感じていたのは確かだった。

　進と一緒にいるとあっという間に楽しく時間が過ぎてしまい、「また遊ぼうね」と言われると次に会える時が楽しみになる。

　だが涼真と一緒にいると、親密で濃厚な時間を過ごせた気持ちになり、いつも別れがたくなる。

　その違いを美桜は二人の性格の差と思っていたが、そうではない。

（私……もっとずっと一緒にいたいと思っていたのは、涼真さんだった……）

　自分の気持ちにやっと気づいたが、もう遅い。

　愕然としている美桜に、また父が尋ねてくる。

「美桜？　どうなんだ？」

　その声に美桜はノロノロと顔を上げる。

　けれど自分が今さらここで何を言っても、実小路家と五十島家との間で二人の婚約は決められているのだろう。

　――だから、美桜ができる事は「はい」と従順に頷くのみだ。

「お受け、します。……進さんの事も大好きですから」

　僅かな反抗に気づかず、両親は「良かった」と緊張していた表情を緩め喜び合った。

　その日の夕食は国産和牛を使ったすき焼きだったけれど、美桜はあまり味を覚えていなかった。

　

　三人で梅まつりを楽しんだ次の週、美桜は進が運転する車に乗って常磐自動車道をまっすぐ北上し、水戸に向かっていた。

　その日も気温は少し低めで、生憎の曇り空だ。

　都内ではないので美桜は動きやすいように洋服を着ている。

　ピンクベージュの細かいロングプリーツスカートに、トップスは白いレースのブラウス。その上に少しカジュアルダウンしてジージャンを着て、足元はベージュのエナメルパンプスだ。

　運転席に座っている進もジーパンにシャツ、ジャケットとカジュアルな格好だ。

　車の中には進の趣味であるジャズが流れ、うるさくない音量が心地いい。高速道路を走っている間は二人でたわいのない話をし、ドライブを楽しむ。

「私、実は水戸の梅林に行くの久しぶりなんです。子供の頃に行った事があるんですが、それ以来でしょうか」

「そうか、なら良かった。俺も久しぶりなんだ。二人で楽しもう」

「はい」

「食事をする所も予約してあるけど、梅を使った料理らしいから楽しみにしていて」

「とっても楽しみです。沢山歩いてお腹をすかせないと」

　本当なら婚約の事を尋ねたかったのだが、進があまりにいつも通りだったので、美桜は話題を出せずにいた。

「この辺り、梅酒を置いてる酒蔵も多いみたいだから、帰りに見学していこうか」

　進がそう言って笑ったのは、水戸に着いて高速道路を下りた辺りだった。

　涼真は左右を確認して交差点を左折しようとする。

　そのとき――。

「っ進さん！　右……っ!!」

　信号は赤になっているはずなのに、右側から大型のトラックがスピードを緩めずに突っ込んできた。

　美桜がそのとき鮮烈に覚えていたのは、チラッと見えたトラックの運転手が、前を向かず下を見ていた光景だ。

（あの人、スマホ見て……？）

　そう思ったのも一瞬の事だった。

「え……っ、わあああぁぁっ!!」

　ドンッと凄まじい衝撃があったかと思うと、美桜はエアバッグに体と顔面を打ち付けていた。

　あまりに強すぎる衝撃に気が遠くなり、あっという間に意識が真っ黒に塗り潰された。

　

（……音……がする）

　静かな中に、人の気配を感じる事ができた。規則的に動く機械の音と、嗅ぎ慣れない匂い。

（何……だっけ……）

　うっすらと目を開くと、白い天井が見えた。

　頭がぼんやりとしていながらも、いつもの感覚で「起きないと」と思った。

「ぁ……っ」

　けれど体を動かそうとして、全身に強い痛みが走り呻き声を上げる。

「美桜!?」

　よく知っている声がすると思ったら、心配そうにこちらを覗き込む涼真の顔が映った。

「……涼真、……さん……」

「……良かった……」

　心底安堵したという様子で溜め息をついた涼真は、クシャッと手で前髪を掻き上げる。

　彼の顔はいつもより憔悴しているように見え、美桜は「何があったのだろう？」と鈍重な思考を巡らせる。

「……ここ……どこ……？」

　尋ねて、喉がとても渇いている事に気づいた。

「……お水、ありますか？」

「ああ、少し待ってくれ」

　涼真が美桜の横にある棚から何かを取りだし、ミネラルウォーターをそれに注ぐ。

「冷たいのを飲みたいかもしれないけど、胃が驚いたらいけないから常温で我慢してくれ」

　そう言った涼真が差しだしたのは、吸い飲みだ。

　よく分からないが仰向けになったままの美桜は、大人しく口を開いた。吸い飲みの飲み口が口の中に入り、ゆっくり傾けられ水が口内に入り込む。

「んく……、ん……」

　とても久しぶりに水を飲んだような気がし、水をこんなに甘く感じたのも初めてだ。

「ん、……ん」

　ある程度喉を潤すと、美桜は「もういい」と首を横に振る。

　吸い飲みを脇に置いた涼真が溜め息をついてまた座ったタイミングで、美桜は尋ねた。

「私、どうしたんでしたっけ？　……ここはどこですか？」

　その問いに涼真は無意識にもう一度溜め息をつき、ゆっくりと話し出した。

「兄貴と水戸に向かった事は覚えているか？」

「……はい。……あ、そうだった……。進さんとドライブしていて……」

　そこから記憶がいきなり途切れていて、美桜は戸惑う。

　いつもなら「もしかして」を考えて不安になったかもしれないが、今は何か薬でも入っていたのか、どうにも意識がぼんやりとしていて碌に考える事ができない。

「高速を下りてすぐの交差点で、車は横からトラックに突っ込まれた。兄貴は……即死だ。美桜はエアバッグが作動したことで、奇跡的に打ち身やかすり傷だけで済んだ」

　淡々とした声は事実を述べているが、美桜は突然の現実を受け入れる事ができないでいた。

「……進さん……は？」

「……もういない。今は父や祖父たちが葬儀の段取りを整えている」

　――葬儀。

　その言葉が意味するものを、美桜は知っている。

　分かっているが、『葬儀』と『進』を結びつける事ができない。

　ただ本能からか、美桜は無意識に首を小さく左右に振っていた。

「美桜、兄貴は死んだ」

　繰り返し、涼真が辛い現実を教えてくる。

「……ど、して……。……そんな、意地悪……言う、ん、ですか」

　涙がこみ上げた事すら、美桜は自覚していない。視界を遮る鬱陶しいものを瞬きして流し、痛む腕をもたげて涼真に伸ばす。

　美桜の手を握り返した涼真の手は、温かい。

「意地悪でも何でもいい。俺を憎みたかったら憎んでもいい。美桜の心のために、まず現実を受け入れてくれ」

　押し殺した声で言い、涼真は美桜の手に口づけた。

　その唇の温かさを手に感じたまま、美桜は呆然として天井を見上げる。

（嘘……でしょ……）

　当然悲しくてワンワンと泣くかと思ったのだが、心が現実についていかない。何を言うべきか、すべきかも分からない。兄を喪った涼真を気遣う心の余裕もない。

　ぼんやりと過ごしているうちに面会時間が終わり、涼真は「また来る」と言って帰ってしまった。

　翌日になってカテーテルが外され、普通に食事を取る事もできた。

　美桜が気絶している間に全身の検査がされたようだが、脳にも骨にも異常はなかったらしい。

　目覚めて二日後に美桜は退院し、軽い外傷の経過を見るために少し通院する事になった。

　退院して間もなく進の葬儀が行われ、美桜は黒紋付を着てぼんやりと彼の遺影を見つめる。

　あまりに突然すぎる進の死に、五十島夫婦や祖父母、親戚たちは悲嘆に暮れていた。

　それでも五十島夫婦は美桜を危ない目に遭わせたという責任を感じているらしかった。

　美桜や実小路夫婦に対し「危ない目に遭わせて済まなかった」と平身低頭して詫びてくる。

　両親は「生きているからいいのです」と言い、美桜も言葉少なに五十島夫婦を慰める。

　大企業である五十島重工の副社長の葬儀なので、大きなホールを借り切って大々的に行われた。

　手を合わせる者も美桜の知らない人ばかりで、進が〝ただの幼馴染み〟でない事を知らしめる。

　涼真は淡々と両親たちを手伝い、時々美桜の様子も気にかけてくれる。

　美桜はボーッと座っているだけなのだが、頻繁に美桜のところに来ては、「具合は悪くないか」「飲み物はいるか」と声を掛けてくれる。

　涼真の方こそ兄を喪って辛いはずなのに、そこにはいつものように優しい幼馴染みの姿がある。

　だが逆に美桜にとって、涼真のその気遣いは少し辛いものだった。

（いっそ、責めてくれたらいいのに……）

　そう思うものの、五十島家の人々はお悔やみを言う参列者の相手や、葬儀が終わったあとの食事の手配などで忙しそうだ。

　周囲には普通の時間が流れ、美桜の所だけ時間が停滞しているようだ。

　本当は五十島家の親戚たちと一緒に一晩を過ごし、告別式にも参列したかった。だが周囲の誰もが美桜の体調を気遣い、帰る事を勧めてくる。

　葬儀場を立ち去る前に、美桜はもう一度進に手を合わせた。

　進はどうも顔を酷く損傷しているようで、五十島夫婦が「見るのは勘弁してあげて」と言う。

「どうしても駄目ですか？　進さん……これで、お別れなんでしょう？」

　彼を喪った現実を受け入れられていないが、この葬儀が終われば進の肉体にはもう二度と会えないのだという事を、常識として理解していた。

「ごめんね、美桜ちゃん。進も美桜ちゃんの事を可愛がっていたし、 美桜ちゃんに伝えていなかったようだけど、女性として好きだと言っていたの。……だからこそ……っ、見ないであげて……？　美桜ちゃんの中で、進の事を〝いつも笑顔の優しいお兄さん〟でいさせてほしいの」

　進の母親に涙ながらに言われ、美桜は自分が無神経な事を言ってしまったのに気づいた。

「……すみませんでした。本当に、……すみません」

　深々と頭を下げると、進の母親が「ううん」と肩に手を置いてくる。

「美桜ちゃんも辛いのに、来てくれてありがとう。後は大丈夫だから、帰って休んで？　落ち着いたらまた家に遊びに来てちょうだい」

「……はい」

　心ここにあらずという心地で葬儀場を出た美桜の心の中で、進はいつもの穏やかで優しい笑顔のまま、――もう二度と声を聞く事のできない人になってしまった。

　

　それから美桜は抜け殻のようになって日々を過ごした。

　心の奥底で「自分さえ水戸に梅を見に行きたいと、同意しなければ……」と責める声が、美桜を苛むのだ。

　現実では誰もそんな事を言わない。誰もが美桜を気遣ってくれる。

　けれど美桜だけは、自分を許す事ができなかった。

　あの事故で進が死に、自分が生き残ったという現実を受け入れられず、毎日自分を責めて泣き暮れた。

　進が死んでも時間は流れ、春が訪れて初夏になろうとしている。

　医師には鬱だと診断され、積極的に陽の光を浴びる事を勧められたので、両親も涼真も何かと口実をつけて美桜を外に出そうとする。 

　栃木県にある大藤棚で有名なフラワーパークに行ったり、鎌倉まで紫陽花も見に行った。

　相変わらず感情は死んだままだったが、美桜は次第に動けるようになり、誘われるがままに外出して都会の喧噪から離れる事が多くなった。

　三か月ほど仕事を休んで会社に復帰する事ができたが、以前のような「人当たりのいい社長令嬢」として振る舞う事はできなかった。

　

「美味いか？」

「……はい。美味しい……と思います」

　復帰後、仕事帰りによく涼真が迎えに来ては、一緒に夕食を取る事が増えた。

　イタリアン、フレンチ、和食、しゃぶしゃぶ、すき焼き、寿司、ステーキなど、美桜の知らない店に連れて行ってくれてはご馳走してくれる。

　一度「好き」だと自覚した涼真といられるのは嬉しいはずなのに、美桜の心はときめきすら忘れてしまっているように思える。

「涼真さんといられるのは嬉しい」と分かっているのに、心が反応してくれない。それが苦しくて、美桜はいつも彼に対し「申し訳ない」という気持ちを抱いていた。

　涼真自身忙しい人なのに、こんな自分といても楽しくないだろう。きっと無駄な時間を使わせてしまっていると思うと、余計落ち込む。

「美味しい」という感覚すら分からないのに、毎回ご馳走をしてくれているのも申し訳ない。

「食べ物を美味しいと思っていいのだろうか」という自責が、美桜の味覚を鈍らせていた。

　けれどそんな美桜に向かって、涼真は「そうか」というだけで、特にガッカリした様子も見せず、かといって美桜を激励する事もない。

　涼真は常に美桜に寄り添い、無言の空気の中で進を喪った痛みを共有してくれていた。

　一人で過ごしていたらどこかで歯車が狂い、美桜は自暴自棄な生活をしていたかもしれない。

　だが涼真がこのように何かにつけて会いに来てくれたからこそ、彼の存在に安らぎを覚え、破壊的な衝動も収まったのだと後から思う。

　この時の涼真もまた、「美桜を孤独にしてはいけない」と思っていたのだろう。

　

　そのような日々がずっと続き、進を喪って初めてのクリスマスになった。

　美桜は予め涼真から「一緒に出掛けよう」と言われており、夕方に会社から帰宅すると涼真に言われた格好をして彼を待っていた。

　厚手のタイツにズボン、温かいダウンコートに防寒性の高いブーツ、中にボアのついた手袋と毛糸の帽子も用意した。

「気を付けて行ってらっしゃいね」

「うん」

「あの事があってからだから……お母さん、少し心配なんだけど」

　美桜はこれから涼真が運転する車に乗る事になっており、それを母が心配する。

「大丈夫。今も毎日通勤するのに送迎の車に乗っているし、車が怖いとかそういう気持ちはないの。今までも車に乗って遠出はしたでしょう？　涼真さんだからこそ安全運転をしてくれると思うし、私は大丈夫」

　冬になる頃には、美桜は普通に会話をし、日常生活を送れるようになっていた。

　まだ何かに深く感動したり、思いきり笑ったり怒ったり、泣く事はしないが、会話に合わせて表情を動かせるぐらいには回復していた。

「それならいいんだけれど……」

　そこまで言った時、玄関のガラス越しに車のヘッドライトが映った。

「じゃあ、行ってきます」

　玄関で母や家政婦に見送られ、美桜は涼真が運転するＲＶ車に乗った。

「待たせたな」

　運転席に座っている涼真もまた、アウトドア店で買ったような防寒素材のズボンに、ダウンジャケットを着ていた。

　車がいつもの高級セダンではなく、ＲＶ車なのも意味があるのだろう。

　美桜が助手席に座ってシートベルトをしたのを見て、涼真は少し微笑みアクセルを踏む。

「どこに行くんですか？」

「群馬だ。二時間近くかかるから、寝ていても構わない」

「……いいえ。涼真さんと話してます」

　車は都内を抜けると、関越自動車道をまっすぐ進んでいく。

「腹減ったか？」

　安定した運転で高速道路を進みつつ、涼真が尋ねる。

「大丈夫です」

「そうか」

　車内は特に音楽は掛かっておらず、美桜は窓ガラスに映る自分の顔を何とはなしに見る。

「車、乗っていて大丈夫か？」

　涼真が母と同じ心配をし、美桜は思わず小さく微笑む。

「大丈夫です。あの後すぐなら別かもしれませんが、もう九か月経っています。その間に会社の送迎もありましたし、家族が気を遣って遠出する事もありました。初夏に藤や紫陽花を見に行った時、涼真さんも同行してくれたじゃないですか」

「……そうか、ならいいが」

　涼真は安心したように言い、安全運転で車を走らせる。

　彼のいつも通りの静かな横顔をチラッと盗み見し、美桜は心に安堵を覚える。

　幼馴染みだからという理由もあるかもしれないが、一番辛い時も一緒にいてくれた涼真が側にいると、何となく無言の信頼があり安心する。

　寝ないと言ったが、外の景色からネオンが消えて以降、その内ウトウトとしてしまった。

　気が付けば美桜は心地いい振動に身を任せ、涼真といる安堵感からか眠っていた。

　

「美桜」

「は、……はい。ごめんなさい、寝てました」

　肩を叩かれてハッと目を覚ますと、少し涎を垂らして寝ていた。

　クリスマスイブとはいえ、金曜日で普通に仕事があったので疲れている。涼真も同じ条件のはずなのに、申し訳なくなった。

　涼真はそんな美桜の仕草に小さく笑い、頭を軽く撫でてくれる。

「疲れたか？」

「いいえ、大丈夫です。着いたんですか？」

「ああ。荷物を運ぶから、軽い物を持ってくれるか？」

「はい、分かりました」

　車を降りると自然の多い所のようで、ビルの陰がまったくない。

「キャンプ場？」

「そうだ。今年のクリスマスは冬キャンプでもして、星空を見ようと思って」

　涼真はトランクからテントやその他よく分からない物を出し、予約してあったらしい区画に運んでいく。

　美桜もトランクの中身を見て、どうやら食材が入っているらしい保冷ボックスを持ち上げると、涼真を追って運んだ。

「冬でもキャンプできるんですね。初めて知りました」

「アウトドアをする人の間では、割と好まれている。冬は空気が澄んでいるから、星空も綺麗に見えるんだ」

　涼真は慣れた手つきでテキパキとテントを組み立て、美桜も道具を押さえるなど手伝いをする。そしてあっという間に二人用のテントができあがると、その中に涼真が防寒のためのシートや敷物、寝袋などを入れていく。

　ワンポールテントと言うらしく、サーカスのテントのように中央がツンと尖っているのが可愛い。

　美桜は涼真にアウトドアを楽しむ趣味があったと知らなかった。心なしか生き生きしているように見える彼に、自分もどこか楽しくなってくる。

「美桜、テントの中を整えてくれるか？　あと、ストーブをつけて中を暖めておいてほしい。俺は食事の支度をする」

「はい」

　靴を脱いでテントに入ると、思ったより中は広々としていて、楽しさが増してくる。　涼真に言われた通り、保温シートを敷き、人が座る場所にムートンを敷く。小さなストーブは涼真につけ方を教えてもらい、おっかなびっくり点火した。

　知らない事を体験していると、自然と死んでいた感覚が徐々に蘇ってくる感じがした。

　都会の喧噪がなく外が無音なので、自分や涼真が立てる物音をより鮮明に感じ、「自分で何かをしている、できている」と実感できる。

　テントの外にはいつの間にか、布製のお洒落な椅子とテーブルのセットができている。そして涼真はポータブルガスコンロでお湯を沸かし、何か料理を作っていた。

「涼真さん、手伝う事はありますか？」

「いや、手間が掛からないから、美桜は星でも見ていてくれ」

　美桜の申し出に涼真は微笑み、空を指差した。

「はい」

　外なので当たり前に寒い。けれど案外座り心地のいい椅子に腰掛けて空を仰ぐと、都心では見られない星空が拝めた。

（綺麗……）

　東京にいると夜空は少し白っぽく見えて星も霞んでいたが、ここでは濃い色の空にチカチカと瞬く星がたくさん見える。

　リラックスして座れるよう設計された椅子にもたれ、気が付けば美桜はぼんやりと星空を見上げ、胸の奥でわだかまっていたストレスを解放させていた。

（冬の星座ってなんだっけ……）

　特徴的なオリオン座を探そうとした時、涼真が「スープをどうぞ」とチタン製のマグカップを差しだしてきた。

「ありがとう」

　とろりとしたスープは、レトルトのコーンスープだ。けれどこうして冬に外で飲むと、特別な美味しさがある。

「今日はクリスマスだから、チキンを用意した」

　そう言った涼真は、コンロの上でチキンレッグを網で焼いている。別のコンロでは沸かした湯で生パスタ茹で、レトルトソースを温めていた。

「……連れて来てくれて、ありがとうございます」

「どういたしまして」

　美桜の礼に、涼真は何て事はないというように微笑む。

　その落ち着いた、恩着せがましくない言い方、笑い方がやはり心地いい。

　キャンプ場は都心と比べて驚くほど音が少なく、冬なので野鳥や虫の声もない。寒さのなか、星が瞬いている音が聞こえそうな気がした。

　そして小さなテーブルの上で、涼真と温かなクリスマスディナーを頂く。

　焼きたてのチキンレッグは事前に漬け込んであったからか、味が染みていて、かつ皮がパリッとしていて美味しい。生パスタに掛かっているのはウニのクリームソースで、これも濃厚で美味しい。

　今まで涼真にもっと値段の張る物をご馳走してもらっていたのに、なぜだかこの素朴な手料理が胸に染み入った。

　温かくて、味がしっかりしていて、目の前で作ってくれた涼真の真心が伝わる。

「……おい、しい」

　気が付けば美桜はポロポロと涙を零し、チキンに齧り付いていた。

　進を喪ってから、初めて涙を流した気がする。

　涼真は特に何も言わず、黙って側にいてくれる。

（そうだ、涼真さんはずっと側にいてくれた。進さんが生きていた頃から、ずっと。梅まつりの日に告白してくれたのも、涼真さんだ。進さんを喪って涼真さんも辛いはずなのに、彼は私の事をずっと気にしてくれていた……）

　改めてそう思うと、兄を喪った涼真がどんな気持ちで自分の側にいてくれたのか、想像しただけで辛くなる。

「……涼真さん、私を恨んでますか？」

「なんでだ？」

「……進さんを、……奪ったから」

　食後にカップに入ったクリスマスケーキをつつき、美桜は涼真に心を打ち明ける。

　この九か月近く、涼真に尋ねたくても尋ねられなかった問いに、やっと向き合えた。

　緊張して質問し、涼真から責められる事さえも覚悟した。

　けれど返ってきたのは、いつものように落ち着いた、淡々とした声だ。

「美桜が兄貴を奪ったなんて、考えた事もない。事故を起こしたのはトラック運転手だろ。それに兄貴にも多少不注意があったかもしれないと聞いている。事故は事故だ」

　周りの皆と同じ事を言う涼真は、やはり美桜を責めない。

　それどころか、涼真は美桜を見て切なげに笑った。

「むしろ残ったのが俺でごめんな。俺より兄貴の方が良かっただろ」

「な……っ、……ん、で？　……なんで、そんな事言うんですか？」

　あまりに予想外な事を言われ、美桜は久方ぶりに動揺した。

　椅子にもたれていた上体を起こし、涼真に向き直る。

　驚いて涼真に尋ね返しても、彼は空を見上げたまま、ブラックコーヒーの入ったマグカップを傾けているだけだ。

　急に涼真にそんな事を言われ、美桜は胸がえぐられるように痛むのを感じた。

　大好きで、自分に「美味しい」を取り戻してくれた涼真は恩人だ。ずっと側に寄り添ってくれた。忙しいのに、出掛ける時は付き合ってくれた。

　いくら涼真本人であっても、美桜の恩人を悪く言わないでほしい。

　どこか責めるような目で「どうして」ともう一度言いかけた時、涼真が口を開く。

「じゃあ、俺でもいいのか？　俺と結婚できるか？」

　ふ……と涼真がこちらを見て、まっすぐ射貫くような眼差しを向ける。

「けっ……こん……？」

　告げられた言葉が突然で、美桜の思考が停止した。

　固まった美桜の頭をポンポンと撫で、涼真は長い脚を組む。また冬の星空を見上げ、どこか他人事のように現実を口にした。

「兄貴の代わりに、俺が副社長の座に納まった。父はそろそろ次世代に向けて引退を考えていて、いずれ俺が本社の代表取締役社長になるだろう。それと同時に、一度は兄貴と美桜の間に……と提案された縁談が、俺と美桜のものになる。……だから、俺と結婚できるか、と聞いたんだ」

　その声はいつも通り落ち着いているように聞こえたが、どこかに「敷かれたレールを進む」事への諦めも感じられる。

「涼真さんは……結婚、……を、どう思っているんですか？」

　気が付けば、胸の奥でドキドキと鼓動が高鳴っているのを自覚した。

　彼の料理を食べてあらゆる感覚が『現実』に戻り、加えて涼真との結婚話を持ち出されて、冷えて固まっていた心までもが柔らかく元の姿を戻したように思える。

　思い出したのは、あの春の日、涼真に対して抱いた甘酸っぱい恋の気持ち――。

　一度は諦めようとした涼真への想いを、美桜は心に蘇らせていた。

　あの梅林でのキスと、告白されたときめきを思い出し、涼真への想いを募らせる。

　約九か月。涼真は自分だって辛いだろうに、ずっと美桜の側にいてくれた。いっそ憎んでくれればいいと思った事もあったが、今こうしてプロポーズしてくれているという事は、涼真はまだ自分を好きでいてくれているのだろうか？

　プロポーズを受ける前に、どうしても涼真の『個人』としての気持ちを聞いておきたかった。

「俺は……。俺の気持ちは、前と変わっていない。美桜が好きだ。美桜だから、結婚したい」

　しっかりと美桜を見つめ、涼真が自分の気持ちを口にする。

（あぁ……）

　胸の奥がギュッと甘く切なく、締め付けられた。

　こんなに迷惑を掛けたのに、涼真はまだ自分を好きだと言ってくれている。

　その想いの深さと大きさに、美桜は感謝で泣き出しそうになった。

「美桜は？　俺と結婚できるか？」

　もう一度静かに問われ、美桜は目を潤ませて頷く。

「……涼真さんとなら、結婚、したい。……です」

　美桜は小さく、けれどしっかりと返事をし、自分の一番の理解者を見つめ返した。

「いいのか？」

「……涼真さんがいいです。……涼真さんじゃなきゃ、嫌です。……涼真さんの事、好きだから……。お嫁さんに、……してください」

　結婚の話を切り出したのは涼真なのに、気が付けば美桜が告白をしていた。

　けれど胸の奥に、「涼真さんこそいいんですか？」という気持ちが影を差している。

　長男の進が死んでしまったから、次男の涼真が美桜の婚約者になる。

　それは仕方のない事で、五十島家、実小路家レベルの家なら、他の家でもあり得る話だ。

　けれど兄弟して美桜を想ってくれていたと知っている今、涼真は素直にこの状況を受け入れられているのだろうか？　と不安に思う気持ちもある。

　美桜は一人っ子だから兄弟のいる人の気持ちは、あまり分からない。

　ただ、世の中には「兄・姉のおさがりが嫌だ」という声があるのも知っているし、弟妹というのは少なからず兄姉に影響されて生き、比較されて育つ事もあるのだろう。

（涼真さんが私を深く想ってくれているのは、感じている。……でも、あなたは納得して私と結婚できるんですか？）

　心の中の問いかけを、美桜は口にする事ができなかった。

　それを言ってしまうのは、あまりに今の涼真のプロポーズに対してとても失礼だからだ。

「どうぞ……、宜しくお願い致します……」

　けれど美桜は、涼真と結婚したいという思いから、微かにわだかまる不安に蓋をして、彼に手を差しだしてしまった。

　緊張した美桜の小さな手を、涼真の大きな手がしっかり握り返す。

「こちらこそ、よろしく」

　そう言って涼真は静かに微笑み、美桜の肩を引き寄せてキスをしてきた。








第二章　蜜夜









　それから間もなく二人は婚約した。

　だが結婚は涼真が五十島重工の代表取締役社長に就任し、落ち着いてからになる。

　

　進の事故があってから、二年が経った。

　その頃にはもう五十島家も実小路家も〝日常〟を取り戻していた。

　法要があって話題になる事はあれど、五十島家の両親は進の話でしんみりすることを避けているようだった。

　涼真と美桜の結婚の話ばかりが話題になり、進の話はしない。

　それがどこか寂しくも思えた。だが若い進を喪った五十島家の気持ちを思えば、悲しみから目を逸らすために、あえて明るい話題をしたいという気持ちも分かるつもりだ。

　自然と美桜も「引きずっていてはいけない」と思い、部屋の写真立ての中身を三人で写った物から、涼真と自分のツーショットに取り替えた。

　どこか進に対する罪悪感を覚えながらも、「仕方がない」と自分に言い訳をしながら……。

　結局二人が結婚したのは、涼真が二十九歳、美桜が二十五歳の六月だった。

　都内の神宮で神前式を挙げ、美桜は五十島の姓を名乗るようになる。

　新居は高輪にある十億円近いマンションを購入した。

　美桜は住めるのならどこでも良かったのだが、セキュリティがしっかりして二人の両親も頷く物件でなければ、五十島重工の社長夫人の住まいにはならないようだ。

　ハネムーンはモルディブに行き、一週間島を借りきってゆったりと過ごす事になった。

　モルディブの首都マーレまでは、航空会社の飛行機を使うと乗り換えの待ち時間もあり、時間がかかってしまう。

　なので社用機という事になっている五十島家所有のプライベートジェットで、まっすぐ向かう事になった。

　涼真と美桜の護衛や、身の回りの世話をするスタッフなども同乗し、羽田から八時間弱ほどで美桜はスリランカより南西にあるインド洋の島に着いた。

「すごい……！　暑いですね」

　白地にボタニカル柄のホルターネックワンピースを着た美桜は、一面に広がる青い海を見て歓声を上げ、照りつける日差しに目を細める。

「ここから借り切っている島までは、まだ船に乗らないといけない。大丈夫か？」

「はい」

　長時間のフライトだったが、プライベートジェットはホテルもかくやという内装だったので、横になる事もできてそれほど疲れなかった。

　時差は四時間で、午前中に羽田を発ったが、到着後の現地時間はまだ午後三時ほどだ。

　サングラスを掛けＴシャツにジーパンというラフな格好の涼真は、出迎えたコーディネーターと英語で会話し、空港の車寄せに行く。

　五十島家のスタッフたちも荷物を持って何台かの車に乗り、そのまま桟橋に向かった。

　用意されてあるクルーザーに乗って、島までは三十分かかるらしい。

　船底にあるゆったりとしたソファに座って現地のジュースを飲み、美桜は「ふぅ……」と一息つく。

「甲板に出て海を見てきます。とても綺麗な色の海ですよね」

「じゃあ、俺も行こう」

　相変わらずすぐ心配してくれる涼真に、思わず美桜は微笑む。

　二人で甲板に出ると、物凄いスピードで進んでいるクルーザーの風にワンピースが翻った。

「わ……とと」

　髪の毛は纏めてあったので良かったが、下ろしたままだとバサバサになっていただろう。

「大丈夫か？」

「はい」

　甲板の手すりに手をつき、二人で鮮やかなブルーオーシャンを眺める。

「南の島って久しぶりです。連れて来てくれて、ありがとうございます」

「どういたしまして。俺も都会の景色を見るよりは、何もない所の方が休暇を取った気持ちになるから」

　クルーザーの揺れで美桜が時々よたっとバランスを崩すため、涼真が後ろから両手で手すりに掴まり、腕の中に美桜を閉じ込め体で支えた。

「……ありがとう」

　美桜の礼に、涼真は後ろから彼女の頬にキスをして返事をする。

「疲れてないか？」

　結婚式に披露宴、ハネムーンとイベントが続いたせいか、涼真が気遣ってくれた。

「大丈夫です。人生に一度きりの大事なイベントですから」

「それでも美桜はあまり体力がないように思うから、くれぐれも無理はしない事。いいな？」

「はい」

　こうやってちょっと過保護ながらも心配してくれるのが、堪らなく心地いい。

　涼真は昔から、ただ美桜を褒めて嫌なものから守るだけではなく、怒る時はきちんと怒り、何がいけないか説明してくれる人だ。

　盲目的な思いかもしれないが、昔から進や涼真の言う事を信じていれば間違わないという信頼がある。

　涼真と結婚した今、その気持ちはより深まっている気がした。

　いまだ涼真と結婚したのが信じられず、式をした時の緊張、披露宴の時の興奮も相まって、フワフワとした心地だ。

　それを見越したのか、涼真も同じ気持ちなのか、彼はポンポンと美桜の頭を撫でてきた。

「色々疲れや気持ちの興奮もあるだろうけど、一週間海を見てぼんやり過ごしたら、きっとのんびりした気持ちになれるだろう。二人でゆっくり、誰も邪魔しない島を楽しもう」

「はい」

　涼真の言葉に頷き、美桜は水平線と清々しいほどの青空を飽きる事なく眺めていた。

　

「凄い……綺麗」

　やがて船は島の桟橋に着く。前方には青々と茂った南国の木々があり、ブルーラグーンを望める場所に大きなヴィラがあった。

『一週間ご滞在との事で、三日目の夕方に後半の食料を届けに参ります』

　コーディネーターから食料や水の話を聞き、ヴィラの設備の説明も受ける。

　涼真と美桜は母屋になっているヴィラを使い、使用人や護衛は離れを使うようだ。ハネムーンの邪魔をしないよう配慮されており、安心する。

　船が島から去ったあと、美桜は少しベッドで寝て移動の疲れを癒やす事にした。

　一休みしている間に、使用人の手によって荷物はクローゼットや棚などに収納され、ヴィラのキッチンで夕食の下ごしらえなども進む。

「ん……」

　目覚めると美桜は涼真の腕枕で寝ていた。目の前に彼の秀麗な顔があり、ドキッと鼓動が跳ね上がる。

（ま……睫毛長い……）

　緊張してカチカチになっていると、気配を察して涼真が目を開けた。

「ああ、目が覚めたか。そろそろ夕焼けが見られるし、外で食事を取ろう」

「はい」

　彼も休憩したからか、柔らかな表情になっていた。

　ふと涼真が美桜の髪を撫でたかと思うと、その指が美桜の頬に触れ、つ……と唇をなぞる。

（あ……）

　その手つきと少し睫毛を伏せた涼真の視線に、美桜は今までに感じた事のない、ゾクッとした震えを腰に感じた。

（今……新婚旅行中で……）

　続く何かを考える前に、涼真が美桜を仰向けにし、覆い被さるようにキスをしてきた。

「ん……」

　涼真とは、まだ片手で数えるほどしかキスをしていないが、いつも彼の唇の柔らかさに驚いてしまう。

　身長の高さや逞しい体つきと裏腹に、そこだけはしっとりとしていてとても柔らかい。

　何度も唇を押しつけられていると、気持ちがフワフワして頭がボーッとしてしまう。

「あ……、はぁ」

　唇を半開きにしてトロンとした目で涼真を見上げると、彼は悪戯っぽい顔で笑い美桜の唇のあわいをペロリと舐めた。

「ん!?」

　今までしたキスは唇を重ねるだけだったので、舌を使われて驚いてしまった。

　目をまん丸にした美桜に、涼真は甘く微笑んでみせる。

「これからは、大人のキスになる」

　また指で顔の輪郭をなぞられ、もう一度彼がキスをしてきた。

「ん……、ぁ、……あ、……ん」

　口腔にヌルリと涼真の舌が入り込み、その滑らかさにお腹の奥がズグン……と反応した。

　美桜は〝大人のキス〟を知らなかったが、とても性的で体の奥底に訴えかけてくる本能的なものだと思い知る。

　少し「怖い」と思ってしまったが、美桜は真っ赤になって懸命に息継ぎをしながら、涼真のキスに応えた。

「ぁ……ふ」

　おずおずと舌を伸ばし、チロリと涼真の舌を舐めると、すぐに彼が舌を絡め返してくる。

　次第にクチュ……クチュ、と静かに舌を絡めては互いの口内を舐め回す音がし、美桜は滑らかな舌の感触と温かさ、耳に入る水音に興奮していく。

（お腹……変……）

　先ほどから下腹の奥がムズムズし、〝何か〟を欲しがっている。

　自然と美桜は腰を揺らし、自分を押し倒す涼真の体に下腹部を押しつけた。

　それに気づいたのか、涼真が顔を上げてワンピース越しに美桜のお腹を押さえる。

「……ほしい、か？」

「……ほしい？」

　美桜は涼真の意図する事が分からず、けれど下腹部を撫でられて何となく頬を染めた。

　涼真の唇は何か言おうとして開きかけたが、それを遮るようにして美桜のお腹からキュルル……と空腹を訴える音がしてしまった。

「あっ……」

「……ふ、……ははっ」

　カァッと赤面した美桜を抱き締めて涼真が笑い、覆い被さったまま大きな体を震わせて声もなく笑い続ける。

「……も、もぉ……」

　拳でトントンと涼真の背中を叩くと、笑み崩れた彼が体を起こして美桜の体も抱き起こした。

「まずはディナーにしようか。続きは夜に」

　南の島にいるからか、涼真も少し開放的になっているように思えた。

　言葉と一緒に涼真は美桜の手の甲にキスをし、柔らかく笑う。

「……はい」

『続き』と言われてドキッとしたが、とりあえず今は食事だと思い、美桜は涼真と一緒に外に出る事にした。

　

　ビーチサンダルを履いて浜辺に出ると、どこまでも続く水平線と空が視界いっぱいに飛び込み、何とも言えない気持ちになる。

　白い砂浜の上にはキャンドルが置かれ、美桜たちが食事をするテーブルの周りをぐるりと囲んでいた。

　テーブルには白いテーブルクロスが敷かれ、夕暮れ時の穏やかな風に微かに端を揺らしている。

　テーブルの上にもキャンドルがあり、色とりどりの花も生けられている。プレートやカトラリー、ナプキンなどもセットされ、あとは主役を待つばかりだ。

「贅沢なディナーですね」

「新婚旅行だしな」

　二人がテーブルにつくと、すぐに使用人がシャンパンを注いでくれた。

「乾杯。これから宜しく、美桜」

「こちらこそ、宜しくお願い致します」

　空はゆっくりと暮れゆこうとし、青色に紫が混じり、海面が夕日を反射して金色に輝いている。

　食事は現地で調達した新鮮な食材を生かし、ロブスターをはじめ海鮮や大きな肉をシンプルに焼いた物がメインに出された。

　塩こしょう程度はされているが、あとはライムをギュッと搾るだけで、ブリンとしたロブスターの身を存分に味わえる。

　肉もシャトーブリアンが用意されてあり、美桜は絶景を眺めながら舌鼓を打った。

　食後は涼真と椅子を並べ、暮れゆく太陽を飽きずに眺める。

　――と、肘掛けに載せられていた美桜の手に、涼真の手が重なった。

「っ……」

　彼の温度にピクッと手が跳ね、失礼ではなかったかと不安になる。

　そっと隣にいる涼真を窺ったが、彼は表情を変えないまま茜色の空を見つめていた。

（私……。この後、涼真さんに抱かれるんだ）

　先ほどから胸の奥に不安が渦巻いている。

　相手は信頼し、愛している涼真なので彼が怖いという事はない。むしろ愛している人と結ばれるので、喜ばしく思っている。

　けれどやはり初体験なのは変わらないので、いわゆる「痛い」というものがどの程度なのかが気になる。なるべく涼真に迷惑をかけないようにしようと思いながらも、美桜は緊張してしまうのだった。

　

　感動的な夕焼けを見て日が暮れてしまうと、美桜は涼真と一緒にヴィラに入り、少し休んだあと風呂に入る事にした。

「美桜？」

　美桜が着替えを持ってモジモジしていると、遅いと思ったのか洗面所から涼真が顔を覗かせ手招きをする。

　当然のように「一緒に入ろう」と言われるが、初めて男性に素肌を見せる緊張で、一歩も進み出る事ができない。

「美桜、そんなに緊張しているのか？」

　洗面所から出て来た涼真は、すでにＴシャツを脱いでしまい、上半身裸だ。

「っきゃ……」

　美桜は悲鳴を上げかけ、クルリと後ろを向く。

「なんでそんなに驚いているんだ。今までだって一緒に海やプールに行った事があっただろう」

「お……お風呂は水着じゃありませんから……っ」

　どうしたらいいか分からず、美桜は涙目になって混乱している。

「美桜？」

　影が落ちたかと思うと、美桜は背後から涼真に抱きすくめられていた。

「ん……っ」

　涼真の腕が胸元とお腹にかかり、密着した素肌の感触と体温に変な声が漏れる。

「怖いか？」

　耳元で囁かれ、ぞくんと肩が跳ねた。

「……ちょっと……、だけ」

「すぐに襲ったりしない。まず一緒に風呂に入って汗を流して、互いの肌に慣れよう。それからちゃんとベッドで、ゆっくり手順を踏んで美桜を抱く」

「……はい」

　いつものように優しく諭されると、まるで自分が子供のように駄々をこねているみたいに思えた。それが恥ずかしく、美桜は赤面しつつも涼真に向き直って一緒に風呂に向かう。

「夕焼け、綺麗だったな」

　美桜の手を握って洗面所に向かいつつ、涼真は話題を逸らしてくれた。

「はい。とっても綺麗でした」

　話題が変わったからか、美桜も幾分表情を和らげてトコトコと涼真についていく。

　洗面所はオレンジ色の照明に照らされ、ボウルが二つある大理石の洗面台や、磨き抜かれた大きな鏡を照らしていた。

　涼真は自然な動作で美桜の手から着替えを取り、バスタオルの横に置く。

「ばんざいして」

　言われて思い切って目を瞑り、えいっと両手を挙げた。

　涼真は美桜のワンピースを下からたくし上げ、スルリと脱がせる。皺にならないように簡単に畳むと、脱衣籠に入れた。

（恥ずかしい……）

　白いブラジャーとお揃いのショーツだけになった美桜は、自然と両手で胸元を覆い、恥ずかしさのあまり俯いてしまう。

　目の前で涼真がジーパンを脱ぎ、黒い下着一枚になった。

「脱がせてもいいか？」

　互いの吐息すら感じられる距離で涼真に問われ、美桜は俯いたままコクンと頷いた。

「緊張しなくていい」

　いつものように頭を撫でられ、その手が剥き出しの肩に触れる。美桜を落ち着かせるように二の腕をさすった後、涼真の手は背中に向かいブラジャーのホックをプツンと外す。

　胸元の圧迫感がなくなり、美桜は急に心許なさを覚えた。

「大丈夫だから」

　胸元でクロスしていた手をやんわりと解かれ、涼真にブラジャーを取られてしまう。

「……へ、変……、じゃない、ですか？」

　下着の下から現れた美桜の胸は、学生時代から友達に「大きいね」と言われるサイズだった。

　自分の手で掴みきれない肉量が、あまりに大きくて下品なのではと、恥ずかしくなる時もしばしばだ。

　けれど進も涼真もそんな事を言う人ではなかったし、美桜の周りの人間もきちんとした教育を受けた者たちだったので、からかわれる事はなかった。

　ただ美桜一人だけがコンプレックスを抱えて、毎日のように鏡の中の自分を憂鬱に眺めていただけなのだが……。

「変、って？　何が？」

「……む、胸とか……」

　言いながら「実際そうだったらどうしよう」と不安になり、美桜はますます俯いてしまった。

「変じゃない。美桜は誰よりも美しい。奥ゆかしいのも可愛いけど、俺と二人の時は堂々と前を向くんだ。俺は美桜を決して否定しない。世界一美桜を可愛いと思っているし、誰よりも愛している」

　揺るぎない言葉に、美桜はホ……と息をついて肩の力を抜いた。

　顔を上げると、涼真が穏やかな目でこちらを見ている。

「……はい。信じます」

　まだ顔は熱を持っていたけれど、美桜はしっかりと頷いた。

　涼真はその言葉に頷くと、美桜の額にキスをし、両手を彼女の腰に掛けてショーツをねじり下ろす。

「……っ」

　とうとう全裸になってしまった美桜は、緊張でゴクッと口腔に溜まった唾を嚥下した。

　何か言われるかと思ったが、涼真は自分もサッと下着を脱いでしまうと、美桜の手を引いてバスルームに入りドアを閉じた。

　ジェットバスにはハート型の花びらが浮いていて、どこか照れくさい。

　ぎこちなく固まっている美桜の手を引き、涼真はあらかじめ温めておいたジェットバスに入りパネルボタンを押した。

「おいで、美桜」

　そろりとバスタブの中に入った美桜は、恥ずかしくて涼真に背中を向けた。

　だが後ろから抱き締められ、振り向かせられたかと思うとキスをされる。

「ん……、涼真……さん」

　ボコボコと気泡が浮き上がるなか、再び唇を交わし、舌で互いを求め合った。

　涼真の両手が美桜の白い肌を這い、大ぶりな乳房を弄ぶ。ねっとりと舌が絡み合う途中で、何度もクチュクチュと水音がした。

　先ほども涼真が言った通り、進と三人で海やプールに行った事ならある。

　だがこうして素肌すべてを見せるのは当然初めてで、美桜はガチガチに体を強張らせていた。

「美桜、緊張してるか？」

　涼真の手が美桜の乳房をすくい上げるようにして、心臓のある辺りに掌を押しつける。

「……はい」

　正直、舌が入るキスもこの旅行で初めて経験したし、頭の中が真っ白だ。

　フワフワとしていて、極度の恥ずかしさで何も考えられない。腰の辺りに押しつけられている硬いモノが涼真の男性器だと思うと、この後の事を思って不安に駆られる。

（私、上手にできるの？　初めてで、興ざめさせてしまう事があったら、いくら優しい涼真さんでも……）

　お嬢様であっても、美桜の手元にはスマホやパソコンという物があり、調べようと思えばその手の情報を仕入れられる。

　なのでマナーとしての体のケアはきっちりしてきたが、行為そのものの手順や愛撫については、涼真に委ねるしかなかった。

「……兄貴とこういう関係になった事は？」

「え？」

　いきなり思ってもいない事を言われ、美桜は目を瞬かせる。

　進とはキスすらもしていない。進と婚約する前に涼真にされたキスがファーストキスだったし、進と何か起こる前に彼は亡くなってしまった。

「進さんとは……何も……」

　あまりに唐突だったので半ば呆けて答えたが、涼真は真意を見定めるように至近距離で見つめてくる。

「ない……です。本当に。キスだって、涼真さんが初めてです」

　消え入りそうな声で言い、美桜は涼真の腕をキュッと掴む。

　涼真は静かに息をつき、ぎゅ……と美桜を抱き締めてきた。

「良かった……。美桜の〝初めて〟はすべて俺がもらいたいと思っていた。キスも、キャンプに連れて行くのも、何もかも」

　言われて涼真に様々な〝初めて〟を与えられた事を思い出し、胸の奥が温かくなる。そしてこれから女性としての〝初めて〟を捧げるのだと思うと、体が熱くなった。

　今まで幼馴染みとして涼真に側にいてもらい、進の死を経て二人で痛みを共有した。落ち込んでいた美桜は涼真に励まされ、自分を救ってくれた彼に、恋以上の愛と恩を感じている。

　今まで生きてきて五十島兄弟だけが美桜にとっての『男性』だったが、今までもこれからも、涼真以上に美桜を理解してくれ、深い愛情で包んでくれる人はいないと思う。

（だから……。せめて私は奥さんとして、初めての夜をきちんとこなさないと）

「私の旦那様は、涼真さんだけです。……だから、……わ、私の初めてを、……もらってください」

　精一杯の勇気を振り絞って告げた言葉に、涼真は軽く瞠目し――破顔した。

「喜んで」

　

　体を洗ったあと、美桜は涼真に体を拭かれて愛用している化粧水や、いい香りのボディクリームを塗り込まれる。

「涼真さん、自分でできますから……っ」

　肌を晒しているだけでも恥ずかしいのに、体を拭かれスキンケア、ドライヤーまでかけてもらうなんて、まるで子供のようだ。

「自分でできるとかじゃなくて、結婚して一緒に風呂に入れる仲になったから、こういう事ができるんだろう？　俺にもっと美桜の世話を焼かせてくれ」

　文句を言ったものの、涼真は楽しそうで聞いてくれない。

　結局彼にボディクリームを塗ってもらい、ヘアクリームをつけてドライヤーで髪を乾かしてもらうまで、すべての世話を焼いてもらった。

　堪らずボディケアが終わったあとはバスローブを羽織ってしまったが、最後まで鏡に映った涼真の顔を見る事ができなかった。

「わ、私も……」

　美桜もお返しに涼真に何かしたいと彼に向き直るが、腰にタオルを巻いただけという姿を見て、恥ずかしさのあまり俯いてしまう。

「無理をしなくていい。俺は美桜ほど色んなケアが必要じゃないから」

　軽く笑った涼真は、ポンポンと美桜の頭を撫で、男性用化粧水を簡単に顔につけたあと、ドライヤーで半乾きの髪を乾かした。

　そして美桜は涼真に手を引かれてベッドルームに向かう。そこにはやはり真っ白なベッドカバーの上に、花びらでハートが描かれてあった。

「いい匂い……。ほんのり甘い匂いがする」

　そっとベッドに載って花びらの香りを嗅いだが、涼真によってゆっくり押し倒される。

「美桜のほうがいい匂いだ。思わず食い散らかしたくなるような、甘く魅力的な香りがする」

　花びらが背中に触れ、ひやりと冷たい。

「あ……あの。私、上手にお相手ができなかったらすみません。初めてで……」

　彼を失望させてしまう事を恐れ、美桜はあらかじめ謝っておく。

「そんな事を心配しなくていい。俺が美桜をたっぷり愛して、感じさせよう。美桜はただ、俺に身を委ねてくれたらそれでいい」

　シーツの上に広がった黒髪を、涼真が何度も撫でつける。

　美桜の頭を撫で、頬や首筋に手が這い、バスローブの紐を解く。

「あ……」

　胸やお腹、秘部が晒されて、美桜はとっさに両手で体を隠した。

「美桜、隠したら駄目だ。これからお互いすべて見せ合うんだから、恥ずかしいのは分かるけど、必要以上に逃げの姿勢を見せないでくれ。俺もあまり拒絶されると悲しいから」

「……は、はい」

　言われてみて、それもそうだと思い直した。

　いくら恥ずかしくても、「いや、いや」ばかりを言っていたら涼真もそれこそ興醒めしてしまうだろう。

　涼真は美桜のバスローブを脱がせようとし、美桜も自ら袖から腕を抜きできるだけ協力をする。

（大丈夫。涼真さんを信じて。私は涼真さんの妻なんだから）

　吐息をついて体の力を抜くと、涼真は「ありがとう」と一言呟いて美桜にキスをしてきた。

「ん……」

　ちゅ、ちゅと何度も啄まれ、バスルームでの熱がじんわりと蘇る。

　先ほどはお風呂の温度と雰囲気によってのぼせてしまったが、今度は花の香りに惑わされた上、涼真の熱に押し流される。

「美桜……。俺の妻……。ずっと昔から美桜だけを見ていた。……愛してる。こうなるのを夢みていた」

　キスの合間に涼真が熱っぽい声で何度も繰り返し、その言葉に心の奥でとろりとした感情が沸き起こる。

（涼真さん、ずっと私を想ってくれていたんだ。進さんと私が結婚するかもしれないと一度は諦めたのに、それでもずっと……）

　強く長く想われ続けたと知ると、美桜の中にある『女』が悦ぶ。

　楚々とした花のような女性でも、美桜も一人の女だ。

　ずっと側にいた優しくて格好いい、何でもできる幼馴染みが自分を好きでいてくれたとなれば、当たり前に嬉しい。

（ずっと、あなたを大切にするから……）

　涼真のしなやかな背中に両腕をまわし、美桜はおずおずと彼を撫でた。

　涼真も美桜の肩から腕、脇から胸、そして腹部に太腿とあらゆる場所を撫で回す。性急なようでいて、その手は泣きたくなるほど優しい。この世で一番大切な宝石でも扱っているかのような手つきに、美桜は深い多幸感を味わった。

「あぁ……、りょう、ま……さん……」

　掠れた声が唇から漏れ、それすらも逃さないと涼真の唇が被さってくる。ヌルリと舌が口腔に入り込み、柔らかく温かい舌が美桜のそれを探った。

「ん……、ふ……」

　舌の先端同士をスリスリと擦り合わせているうちに、体の奥底に美桜の知らない感覚が宿る。

　下腹部の奥に宿ったそれは、熱のようであり、うずうずと蠢く本能のようでもある。

　思わず腰を揺らす美桜の平らな腹を、涼真が掌でシュルリとまるく撫でた。

（あ……）

　それはまるで「これからここに子種を吐く」と予告されているようで、男を知らないはずの美桜は女の本能で子宮をずぐんと疼かせ反応する。

「美桜……、可愛い……」

　キスを終えた涼真は、美桜の形のいい耳や首筋、鎖骨と唇を這わせ、両手でむっちりとした胸の果実を楽しむ。

「あ……、あの。わ、私……、む、胸大きくて恥ずかしくて……っ。へ、変だったらごめんなさい……っ」

　風呂に入る前に直面した問題がまだ蘇り、思わず美桜はそう口走っていた。

　着物を着る時は専用の下着で押し潰し、普段会社勤めをする時は胸のボリュームをサイズダウンする下着をつけて、何とか誤魔化していた。それでなければシャツのボタンが浮いたりして、変に男性の目を集めてしまう。

　自分が平均よりも胸が大きいと気づいた学生時代以来、美桜はそのように影ながら努力をして目立たないよう、胸に注目されないよう努力していた。

「そんな事はない。とても……綺麗だ。……俺も大きい方が嬉しい」

　涼真はフォローしてくれた上で、ボソッと本音を呟く。

「ほ、本当？」

「本当だ。大体の男がそうであるように、俺だって胸が大きいと魅力的に感じる。美桜は他の部分は華奢だから、こうして裸になると透明感があって上品な顔なのに、体は妖艶に思えて、そのアンバランスさがとても魅力的だ」

　普段寡黙な涼真が、懸命に褒め言葉を口にしてくれている。

　それを察しただけで、美桜は自分のコンプレックスが和らいだのを自覚した。

「ありがとう、涼真さん」

　嬉しくなって彼の首に両手を回しチュッとキスをすると、涼真も目を細めて微笑んでくれた。

「りょ、涼真さんも素敵ですよ？　い、いつもスーツ姿が多いから、こんなに鍛えた体をしてるって……知らなかったもの」

　晒された涼真の肉体は、鋼という表現がぴったりの気がする。

　厚い胸板に割れた腹筋は、思わず食い入るように見てしまう魅力がある。

　友人がアイドルの半裸写真にキャーキャー言っていたのはあまり分からなかったが、涼真の肌を見るとはしたなくも興奮してしまいそうになるので、何となく気持ちが分かった気がした。

　乳房を涼真に揉まれながらも、美桜もおずおずと彼の体を撫で回す。拙いながらも美桜が少し積極的になったのが嬉しかったのか、涼真の手にも熱が籠もった気がした。

「美桜が望むなら、俺のすべてを見せてもいい。美桜には何も隠す事なんてないから」

　そう言った涼真は、まだ柔らかい美桜の乳首を口に含んだ。

「あ……っ」

　ねろり、と舌で乳首を舐められ、尖らせるように吸い立てられる。反対側の乳首も指でクリクリと弄られて、次第にそこで大きく勃起していくのが分かった。

（恥ずかしい……っ）

　誰にも触られた事のない場所が、好きな人によって卑猥に尖らされていく。それだけで美桜の胸はドキドキと高鳴り、お腹の奥が疼く。

　これが初体験ながらも、美桜はこのお腹の疼きが、女性として涼真に反応している証拠だとうっすら気づいていた。

　涼真はちゅっ、ちゅばっと音を立てて美桜の乳首を吸い、もう片方の乳房も手の中で卑猥に形を変えさせる。

「あ……っ、あん……、ン、……ぁ」

　自分の知らない声が自然と口から出て、美桜は羞恥で真っ赤になる。

　あの涼真が自分の胸に吸い付いているという事実が信じられない。彼と結婚して妻になったのは理解しているのに、性交渉が初めてな美桜は、何をどう反応したらいいか分からず、戸惑っていた。

　涼真の唇に乳首を吸われ、舌で勃起したそこを舐められると、なぜだか切なさがこみ上げて情けない悲鳴が漏れてしまう。

　ヌルリとした舌の感触も、彼の息づかいも、いつもの涼真ではないように思える。

　けれどそれが夫婦になったという事だと実感して、嬉しくもあった。

「あ……っ、あ、涼真、さん……っ」

　自分でもなぜ彼の名前を呼んでいるのか分からない。

　美桜の声に応えるように涼真の空いた手がスルリと脇から腰におりた。くすぐったさに思わず体をよじらせたが、それが余計に涼真の心を煽ったようだ。

「脚、開いて」

　一度乳首から口を離した涼真が、少し余裕のない声で命じる。

　恥ずかしいけれど、おずおずと美桜は脚を開いた。――と言っても、ほんの僅かに膝を開いたにすぎない。

「怖くないから」

（怖い……というか、恥ずかしい……っ）

　脚を開くという事は、秘部を彼に見せる事になる。行為をするのにそこを曝け出すのは必須だとしても、セックスをするのが初めてな美桜にはハードルが高い。

「あんまり……、見ないで……ください」

　消え入りそうな声で願うも、涼真は少し悪戯っぽい顔で微笑むだけだ。

「それは約束できないな。美桜が可愛いから、すべて見たい。駄目か？」

「～～～～っ」

　――ずるい。

「可愛いからすべて見たい」なんて、殺し文句すぎる。

　カァッと一気に顔が赤くなり、美桜は両手で顔を覆った。

「美桜？　さっき隠さないでくれって言ったけど、まだ難しいか？」

「……ずるい、です」

　指の隙間から涼真を覗くと、彼はやんわりと美桜の脚を押し広げ、膝頭にキスをしている。

「美桜を丸ごともらうためには、ずるい事だって言うよ」

　今まで知らなかった色っぽい男性の顔を見せ、涼真が妖艶に微笑した。

　そして涼真は強引にではなく、美桜の様子を窺いながら脚を開いてきた。好きな人の前で恥ずかしい場所を晒し、美桜は両手で顔を覆い必死に羞恥を堪える。

（自分でもアソコって見た事ないし、きっと変に決まってる……っ）

　穴があったら入りたい心地でいたが、聞こえたのは思いも寄らない言葉だった。

「……綺麗だ」

（え……？）

　そんなはずはない、と思ってまた指の隙間から涼真を見ると、彼は美桜の楚々とした花弁を凝視していた。

「小さくて、綺麗な色をしていて……。可愛い……」

「やだ……。そんな所、褒めないでください……っ」

　くしゃ、と髪を乱し、美桜はあまりの羞恥に声を上げる。

「恥ずかしがらなくていいよ。本当に美桜は可愛いから」

　微笑んだ涼真は枕を一つ引っ張り、美桜の腰の下に挟んだ。

「え……っ」

「恥ずかしい事をするけど、我慢してくれ」

　そう言って内腿をグイッと膝の方に押し上げられたかと思うと、涼真が秘部に顔を埋めてきた。

「や……っ」

　悲鳴を上げかけたが、信じられない部分に温かい物――舌を押しつけられ、美桜は息を呑んだ。

「ぁ……っ、あ、……ゃ、……あ」

　全身をガチガチに強張らせ、美桜は懸命に声を殺すしかできない。

　涼真は温かな舌をひらめかせ、たっぷりと唾液を纏わせてピチャピチャと美桜の花弁を舐めている。花びらを舌が何度も往復し、ふっくらと綻んできたところでチュッと肉芽に吸い付かれた。

「ぃや……っ！　あ、あぁっ！」

　それまでの感覚とは違う分かりやすい快楽に、美桜は唇をわななかせた。

　舐めて潤った蜜孔に、涼真の指先が押し当てられる。

「指、入れるから少し力を抜いて」

「は……は、ぃ……」

　体を震わせながら脱力しようとするが、美桜は下腹部をキュッと引き締めたままだった。

　緊張気味の美桜に涼真は苦笑し、集中して肉芽に吸い付き始めた。まるでキャンディでも舐めているかのように、チュッチュッと淫靡な水音を立て、舌をいやらしく動かしてさやに隠れた真珠を剥こうとする。

「ん……っ、んぅ、あ、あぁ、……んーっ、あぁあ……っ」

　こみ上げる気持ちよさを堪えようとするのだが、恥ずかしい場所をひたすらにしゃぶられるのが気持ち良くて堪らない。

　気が付けば美桜は自ら脚を開いて、涼真に腰を押しつける動きすらしていた。

　大事な部分が食べられそうで怖いのだが、その未知に身を任せてでも、涼真が与えてくれる淫悦を貪りたい。そんな貪欲で大胆な願望が、美桜の中で芽吹いて根ざそうとしていた。

「気持ちいいか？」

　秘部から僅かに顔を離し、涼真が尋ねてくる。

　大事な部分に彼の吐息がかかり、それだけで美桜は鼻に掛かった声を上げて腰をくねらせた。

「ん……、き、気持ち……ぃ、です」

　ゴクッと口腔に溜まった唾を嚥下し、美桜は切れ切れの声で返事をする。

　涼真はその声を聞き、了承したかのように美桜の内腿を撫でた。

　なおも涼真は美桜の肉芽を吸いたて、膨らんだ中の真珠を執拗に舌でいじめる。

「っはぁあぁ……っ、あ！　それ……っ、駄目……っ」

　敏感な場所を何度もねっとりと舐められ、ちゅっちゅっと吸われ、美桜はとうとうこみ上げた快楽に負けてしまった。

「っうぅう……、ん！　あ、変っ、なの、く……っ」

　下腹部に溜まっていた感覚が鋭敏になり、キュウッと下腹部が切なく疼いたかと思うと、美桜は涼真の頭を両手で押さえガクガクと震える。

「んんぅぅううぅ……っ、う……っ」

　その昂ぶりを迎えた後も涼真は美桜の肉芽を舐め、渾身の力で悶える彼女を更に攻め立てた。

「っあぁ！　あぁあ……、あー……、ぁ……」

　初めての絶頂を覚えた美桜は、間延びした声を出し、シーツの上でくたりと四肢を投げ出した。  

「美桜？　大丈夫か？」

　涼真が秘部から顔を上げ、乱れた美桜の髪を撫でつける。

「ん……、ん。大丈、夫……です……」

　ハァハァと荒くなった呼吸を繰り返し、美桜はとろけた顔で涼真に頷いてみせた。

「……なら、まだ頑張れるな？」

　涼真は美桜の平らなお腹を撫で、ぐずついた蜜口に指を挿し入れる。

「ん……っ、く」

　つぬぅ、と太く長い指が体内に入り、美桜はその異物感に下腹部に力を入れた。

「美桜、力を抜いて」

　涼真の声かけにも力を抜くことができなかったが、感じきってさやから大きく飛び出た真珠を吸われ、「あぁっ」という声と共に力が抜ける。

　ちゅく、ちゅく、と涼真の指がゆっくりと前後する。美桜すら知らない柔らかな膣壁を擦り、指の腹でトントンと打つ。同時に体の表面では、平均よりも大きめの陰核を舌で何度も嬲られ、美桜は天井知らずの悦楽にビクビクと体をわななかせた。

「あぁあ……っ、あゃあ……っ、ン、んぅーっ！　そこ、吸ったらやぁ……っ」

　興奮して勃起した美桜の陰核は、普通の女性よりもかなり大きかった。

　涼真もその珍しさには気づいているのだが、愛しい美桜のものなら特に頓着がないようだ。むしろフェラチオをするかのように、美桜の陰核を口に含み、顔を前後させては口内でねっとりと舌を這わせる。温かな口腔でたっぷりと唾液をまぶして舐め回されたあと、ちゅうっと吸われて美桜の腰がとろけそうになる。

「いやぁああ……っ、それ、やぁあ……っ、おか、しくな――、……る、ぅっ」

　顔を仰のけた美桜は、白い喉を晒し口端から涎を垂らす。もう羞恥はどこかに飛んで行き、与えられる快楽を享受するしかできなくなっていた。

　平らなお腹をビクビクと引き攣らせ、美桜の腰が浮き上がる。その間隙をついて、涼真の指はさらに深い所に潜った。

「あぅーっ、ん、ん、んぁ、あ、あーっ……」

　たっぷりと蜜を纏い、膨らんで柔らかくなった膣襞が、涼真の指にゆっくり押されるたび、まるでジュースを吐き出すかのように新たな蜜を溢れさせる。

　涼真はひたすらに舌を動かし、美桜の絶頂を誘っていた。全身が熱くなり、美桜は玉の汗を浮かべて大きく呼吸を繰り返す。下腹部に宿った熱がジリジリと燻り、大きな炎へと転じて燃え上がろうとしていた。

「ふぁ……っ、あ、あん……っ、ん、りょ……ま、さん……っ」

　脳髄がとろけ、もはや美桜は涼真の事しか考えられなくなっていた。

　両手で涼真の髪を掻き回し、ときおりお腹をビクビクッと跳ねさせ、口端から涎を垂らして天井を見上げる。

　同時にずっと側にいてほしいと思っていた涼真を、本当の意味で自分だけの男性にできて、深い歓喜を覚えていた。

　快楽の涙が溢れ、想いも零れる。

「りょうま……っ、さん、これから……っ、ぁ、先っ、私にしか、こういう、こと、……っし、ないで、……くださっ、……ね？」

　涙ながらにお願いをする美桜の言葉に、一度顔を上げた涼真は優しく微笑んだ。

「勿論だ。俺は一生、美桜しか愛さない」

「ん……っ、うれし……っ」

　つぅっと涙が頬を伝い、美桜の蜜壷もグチュリと啼く。

　それから先も、涼真は美桜を丁寧にじっくりと愛し、初めての蜜洞を優しく解していった。

　チュクッチュクッと涼真が指を動かすたびにいやらしい水音がし、そこが異様なまでに潤って蜜を垂らしているのが分かる。何度目になるか分からない陰核の吸い上げに、美桜の体の中でまた何かがぐぅっとせり上がり、臨界点を超えて爆ぜた。

「っああぁあ……っ」

　涼真の指を奥へ呑み込むような動きをして膣壁がわなないたかと思うと、ギュウッと彼の指をきつく喰い締めた。

「あっ、――っあぁあああぁ……っ」

　激しい絶頂に、美桜は頭の中を真っ白にして悶え抜く。ドッと汗を掻いて心臓が異様に早鐘を打ち、極上の快楽にしばし放心した。

「……ぁ……」

　とろけた目で天井を見上げるしかできない美桜は、また眦からつぅっと涙を一筋流す。

　くぷ……としとどに濡れた蜜壷から指を引き抜いた涼真は、大事そうに指についた愛蜜を丁寧に舐めた。

（私の……、舐めてる……。恥ずかしい……）

　本来なら口にするべきではない場所のものを、涼真は躊躇いなく、しかも愛しそうに舐めている。

（私のだから……、舐めてくれてるのかな。……なら、嬉しい……）

　最初は怖いと思ったセックスという行為も、涼真の深い愛情を知れば知るほど、ただただ嬉しく気持ちいいものだと思えるようになってきた。

　シーツに手をついて美桜の顔を見下ろした彼は、ガチガチに強張った肉棒に手を這わせて告げる。

「美桜、避妊はしない。いいな？」

「……は、ぃ」

（私、涼真さんのお嫁さんなんだから……）

　ぼんやりと美桜の頭の中で、新婚旅行で子を授かれたら……という願望が芽生える。

　涼真と肌を重ねる行為がこんなにも多幸感に満ち、愛されていると実感できる素晴らしいものなら、その果てで子を授かれたらどんなに幸せだろうと思ったのだ。

　陶酔した美桜の目とは真逆に、こちらを見下ろす涼真の目は、愛する女をようやく征服できる現実に、本能からの悦びを見せていた。

　獣欲すら窺わせる目で涼真は美桜を凝視し、亀頭を彼女の蜜口に押し当ててきた。

「ん……」

　熱くて硬いモノを秘部に感じ、美桜はあえかに首を左右に振る。

　もう少し待ってと言いたかったが、ぬぶぅ、と大きな亀頭が蜜口に入り込み、口を喘がせたまま固まった。

「あっ、――ん、ぁ、……ぃ、た……っ」

　メリメリと処女肉を引き裂いて、灼熱が押し入ってくる。

　想像以上の痛みに、美桜は眉間に皺を刻み唇を引き結ぶ。

「美桜、痛いな。すまない。少しだけ我慢してくれ」

　涼真も苦しそうな顔をし、美桜の呼吸に合わせてゆっくりと屹立を埋めてゆく。

「ん……、ん、は、……っぁ、あ……っ」

　熱い。痛い。涼真のそれがあまりに大きくて、体の内側から作り替えられそうで、苦しいし怖い。

　だが同時に、「これで私は涼真さんのお嫁さんになれた」という歓喜が沸き起こる。

「美桜、……っもう少しで、ちゃんと中に入るから……。っ我慢、できるか？」

　労りの声を掛けてくれる涼真は、こんなときになっても優しい。彼の方こそ苦しそうな顔をしているので、美桜はつい心配になってしまう。

「っ……りょ、涼真、さんも……っ、ぃ、痛いん、です……か？」

　涙目になった美桜の問いに、涼真は一瞬きょとんとした後、破顔した。

「いや、俺は気持ち良くて堪らない。美桜の中は……っ、とてもきつくて温かくて、ヌルヌルで俺を締め付けてくる。……本当に気持ちいいよ。……でも、だからこそ欲に負ける事はできない。美桜の痛みを無視して、自分だけ気持ち良くなってはいけない。……そういう風に、いま理性と本能が戦っている」

　苦笑いに似た表情を浮かべ、涼真は一つ息をつき、唇を舐める。

（気持ちいいって……思ってくれているんだ）

　美桜は自分に涼真を気持ち良くさせられる技術がないと分かっている。反応をするのも初めてで、変な声を上げて涼真に呆れられていないか、笑われていないか怯える。

　妻として涼真に尽くしたいが、どうすればいいか分からない。

　それでもこうして繋がるだけで、涼真が「気持ち良くて堪らない」のだと知ると、嬉しくて泣いてしまいそうだった。

「私……、頑張りますから、気持ち良くなってください」

　痛いと言えば痛い。けれど涼真が気持ち良くなってくれるなら、少しぐらいの痛みは我慢できる。

　そう思って言ったのだが、涼真に窘めるようにチュッとキスをされ、頭を優しく撫でられた。

「我慢しなくていい。痛いだろう。俺は本当に、美桜の中に入っているだけで気持ちいい。あと少しで全部埋まるから、息を吸って、吐いて、リラックスしてくれ」

「はい……」

　言われた通り細く息を吸い、震わせながら吐いていく。

　同時に涼真が美桜の細腰を掴み、最後にズンッと突き上げてきた。

「ぅん……っ」

　最奥を押し上げられて、ジィンと痺れるような疼痛を味わう。けれどその中に微かに気持ちよさもあるような気がして、美桜は目を閉じて懸命にその感覚を拾おうとした。

「少し……、馴染むまで待とう」

　大きなモノがねじ込まれた美桜の膣内は、異物を頬張って硬く強張っていた。それを馴染ませるかのように、涼真は美桜に優しくキスを繰り返し、両手で乳房や肩、腕、脇……と優しく愛撫してゆく。

　ちゅ……とキスをしてくる唇は柔らかく温かく、美桜の唇を食はむ動きにも涼真の愛情が溢れている。

　そのようにふんわりとした愛撫を受けているうちに、美桜の蜜壷はさらに潤み、涼真を受け入れた部分も彼の形に馴染んだ気がした。

（お腹の中……、ちょっと楽になったかも）

　そう思った時、涼真が美桜の下腹を撫で、肉芽をコリュ……と指先で転がしてきた。

「んっ、……ぁ、そこは……っ」

　分かりやすい快楽がまた体を襲い、美桜はモゾモゾと腰を動かして逃げようとする。

「ここ、気持ちいいだろう？　動く前にもう一度ここで達っておこう」

「あぁ……っ、ァ、……んーっ、あ、……んン」

　さやから顔を出したままの突起は、涼真の指で優しく撫でられて更に膨らんでゆく。ピンと勃起した大きな陰核を、涼真は指で挟んでヌルヌルと扱く。

「ふ……っ、ン、あぁっ、ぃ、あぁあ……っ、あぁーっ、ン、やぁ」

　やはりそこは感じやすくていけない。美桜は腰を突き出すようにしてビクビクと体を跳ねさせ、後頭部をシーツに押しつけて悩ましく頭を振る。

「美桜、可愛いよ。一度達ってごらん」

　涼真は美桜が淫悦を貪るのを肯定し、繋がったまま細やかに手を動かした。ちゅこちゅこと聞くに堪えないいやらしい水音が耳を打ち、聴覚から美桜を犯してくる。

「ぅうんンんん……っ、あァああぁ……、やぁっ、また、達く、達く、達く――のっ」

　お腹の奥にある熱がパチパチと線香花火のように爆ぜたかと思うと、ぐわっと大きな波が押し寄せて美桜をさらっていった。

「っっ、――――ん、ぁ、…………っあぁああぁ……っ」

　本能の声を上げ、美桜は悶え抜く。

　全身から白い炎が吹き上げ、美桜を包んでいるかのようだ。

　思考も何もかも真っ白に焼き切れ、現実が分からなくなる。自分がどのような嬌態を晒しているのかすら忘れ、美桜は涼真の前でそれは淫らに絶頂してみせた。

「……動くぞ」

　激しい波濤に襲われたあと、愉悦が沈静していくと思った。けれど涼真が低く告げたかと思うと、ゆっくりと体内に入っていた屹立が前後しだして、再び体が燃え上がってゆく。

「ぅ……、ん、あ……っ、あ……」

　美桜の膣内を満たしていた大きな肉棒が、ぬぷぅ……と出て行ったかと思うと、温かな蜜を纏ってまた押し込まれる。決して激情のまま腰を振らず、涼真はひたすら慎重に、同じ動きを繰り返した。

「あぁ……、あ……ん、ぅ……んぅ、ん……っ」

　狭隘な蜜孔を涼真の淫刀が前後するたび、傘の張った彼の雁首や野太い肉竿の全貌を、下腹部で鮮明に感じ取れた。目を閉じてその感覚に集中すると、眼まな裏うらに彼の性器の形が浮かび上がる気がする。

　ぬぷ、ぬぷと涼真の肉棒が前後するたび、美桜はぬるついた蜜壷をわななかせ彼を喰い締めて腰を揺らした。

　知らないうちに美桜は貪欲に快楽を貪り、涼真の腰の動きに合わせ自分でも体をくねらせる。

　その間、涼真は両手で美桜の乳房を揉み、円を描くようにして揉みしだく。時に指先だけでツゥッとまろやかな肌を撫でて美桜を震わせ、しこり立った乳首の先端をカリカリと引っ掻く。

「ぅん……っ、ん、あぁ……っ、あ……」

　下腹部は強い感覚に支配されているのに、上半身は繊細で優しい愛撫をされている。その落差に美桜はゾクゾクと腰を震わせ、とろけた目で涼真を見つめていた。

　やがて何度も涼真の肉棒で蜜壷を擦られ、次第にその大きさにも慣れてきた。苦しくない訳ではないのだが、彼が欲のままに激しく腰を使わないからこそ、痛みなどをそれほど感じていないのだと思う。その前に涼真は丹念に前戯をしてくれたし、美桜の蜜壷もしとどに潤っていた。

「あぁ、……ン、あぁ、……あ……っ。りょうま、……さん」

　美桜の甘くとろけた声に応えるように、涼真は美桜の乳房を揉んでいた手を滑り下ろし、結合部から蜜をすくい取って指に乗せた。

「え……？　ぁ、――――っあああぁあ……っ」

　充血して大きく育った美桜の陰核を、また涼真が指でヌルヌルと扱いてきたのだ。

「いやぁっ、それやなのっ、そこぉ……っ、や、ぁ、達くからやぁああ……っ」

　ヅンッと脳天に強すぎる刺激が加わり、美桜は足に力を入れて腰を浮かせた。ガクガクと腰が震え、また大きな絶頂に攫われそうになり、恐怖のあまり「逃げなければ」と本能が告げた。

　両手足を使って必死に後ろに逃げると、一度ぬぷんっと涼真の肉棒が跳ねながら抜ける。

「美桜、逃げるな」

　だが涼真の手によって腰を掴まれると、シーツの上を滑って美桜の体が元の位置に戻される。

　そして今度は遠慮なく、ぐぷっと一気に最奥まで肉棒を押し込まれ、お仕置きと言わんばかりに陰核を摘ままれた。

「っんああぁ……っ」

　仕留められた獣のような鋭い声を上げ、美桜はそれだけで子宮を震わせ達してしまった。

「――っ、締まる……っ」

　涼真が獰猛な声を漏らし、ふーっと息を吐いて自身を落ち着かせる。

　こみ上げた射精感が何とか引いたのか、涼真は唇を舐めてから美桜の陰核を扱きだす。

「いや……っ、駄目、ダメ……っ。ソレ、されるとおかしくなるから嫌なの……っ。ソコ、指で弄らないで……っ」

　涼真はズグズグと細かく腰を揺らし、美桜の最奥近くを何度も突き上げる。

「おかしくなっていい。俺の前ですべてを見せてくれ」

「ひぁ……っ、あ、――んーっ、ぁ、ン、あぁあ、あぁ……っ」

　脚を大きく広げた格好で、美桜は涼真に陰核をちゅくちゅく扱かれて悶え抜く。涼真は空いた片手で美桜の乳房を揉み、指先で先端を引っ掻いた。乳首からの掻痒感にも似た繊細な快楽と、陰核からの強烈な快感、そして太い肉棒に穿たれた重たい悦楽にまみれ、もう美桜は自分が何を口走っているのかすら分からなくなっていた。

「……っ、また、達くっ、達くぅ……っ、から……、ぁ、あっ……！　そこ、嫌ぁ……っ！」

　口端から涎を零し、せっかく整えた髪を乱しながら美桜は淫奔に腰を振り立てた。

　可憐な花びらを目一杯広げて涼真の剛直を咥え込んだ美桜が、本能のままに腰を振る姿はとても淫猥だ。

　涼真はその姿を目に焼き付けながら、ひたすらに亀頭で彼女の子宮を突き上げ、時に腰を回してはグリグリと虐める。

「っあぅううううぅぅううぅ……っ」

　何度も小さく達した美桜は可愛らしさや羞恥をかなぐり捨て、本能の声を上げて絶頂した。白い喉を晒して顔を仰のけ、つま先をギュッと閉じて腰を浮かせる。この恐ろしいまでの淫悦から逃れたいはずなのに、最後の最後は自らとどめを刺して欲しいと言わんばかりに、涼真の腰に自身のそれを押しつけた。

「っぁあ……っ、締まる……っ」

　涙で滲んだ視界で、涼真が歯を食いしばり眉間に皺を寄せたのが見えた。いっそ睨むような目で美桜を見下ろしたあと、彼は「少し我慢してくれ」と言って、今までよりも大胆に腰を打ち付け始めた。

　ぐちゅっぐちゅっと蜜壷が攪拌される音が繰り返し聞こえ、時々グポッと蜜が泡立つ音すら聞こえる。

「あぁ……っ、やだ、私……っ、こんないやらしい音……っ、あぁ、あアあぁあ……っ」

　美桜が絶頂した事で蜜の量がドッと増え、涼真はそれまでよりずっと滑らかな抽送をしていた。

　腰が打ち付けられるたびに、子宮口まで届いた亀頭の硬さが、脳髄までジィンと快楽を伴って届く。蜜壷を縦横無尽に突き上げられているはずなのに、快楽を得るのは下腹部だけではない。体全体や脳でも大きすぎる刺激を拾い、美桜はもう正気でいられない気がした。

「あぁああぁ……っ！　お願い……っ、おね、――がぃっ」

　自分は達したからいいのだと必死に告げるが、涼真は美桜の陰核をちゅこちゅこと扱き続ける。その裏側を亀頭で何度も突き上げられ、尿意に似た何かがこみ上げてくる。

「駄目、ダメ、――――っだめぇえええぇ……っ!!」

　とうとう小さな孔からビュッと蜜潮を飛ばし、それが涼真の腹部にかかる。

「いやぁああぁ……っ!!」

　好きな人に向けて汚い物をかけてしまったかもしれず、美桜は羞恥のあまり頭の中を真っ白にさせた。

　だというのに涼真は腰を止めず、陰核を扱く指も止めない。グチョグチョに濡れそぼった陰部から聞くに堪えない音がし、美桜は生理的に体を震わせる。

「ダメ……っ、駄目！　っだからぁ……っ」

　制御したいのに、涼真に陰核を扱かれ膣壁を突き上げられるたび、何度も蜜潮が噴き上げる。涼真の腹部に向けられた潮は彼の体で跳ね返り、美桜の下腹部にもかかった。

「ホラ、もう一回派手に達ってみせてくれ。俺だけのいやらしい美桜」

　嗜虐的な笑みを浮かべた涼真は、そろそろ限界のように見えた。バチュバチュと凄まじい音を立てて腰を打ち付け、二人の結合部から蜜とも潮ともつかない体液が飛び散っている。

「美桜はこうしたら達ってくれるんだろう？」

　涼真がさらにヌチュヌチュと美桜の陰核を扱き立て、そこから先はもう意識が飛んでしまった。

「あううぅうう……っ、ううううぅうっ、うーっ!!」

　本能の声を上げ、美桜は渾身の力で体をくねらせのたうち回った。

「……ぁ、あぁ……。美桜、――達く、――――出る……っ」

　頭の中が真っ白になった美桜の蜜壷を、涼真がずんずんと容赦なく突き上げる。きつく締め付ける蜜洞を犯し、その中で熱く膨れ上がった涼真の分身がビクビクッと跳ねた。

「っあぁあああ、また、達く――――っ、ぅ…………ううぅ……っ」

　無意識に声を上げる美桜を、涼真は最後の仕上げに激しく突き上げた。美桜の膣内で荒々しく怒張した肉棒が脈打ち、鈴口から勢いよく精液がまき散らされる。

　獣のような唸り声を漏らし、涼真は美桜の子宮を真っ白に染める勢いで射精する。美桜はただただ、自分のお腹が熱く満たされるのを感じるしかできなかった。

　

　ふ……と目が覚めると、 室内はまだ暗く真夜中のようだった。

　喉の渇きを覚えた美桜は、緩慢な動作で起き上がる。キングサイズのベッドからはすぐには下りられないので、ずり、ずりとお尻を移動させてベッドの端まで向かった。

　立ち上がってキッチンに向かおうとしたところで、膝から崩れ落ちてぺたんとお尻をついてしまう。

「あれ……？」

「どうした？」

　涼真の声がし、どうやら起こしてしまったようだ。体に彼の腕がまわったかと思うと、美桜はグイッと抱き起こされてベッドに座らされる。

「お、お水……飲みたかったんだけど、立てない……みたいです」

　激しい交わりを思い出し、美桜はカァッと赤面して小声で訴える。

「分かった。持ってくる」

　涼真は小さく笑ったあとに立ち上がり、続き部屋の奥にあるキッチンに向かい、すぐ手に水のペットボトルを持って戻って来た。

「どうぞ」

　キャップを開けてくれるところに、やはりさり気ない優しさを感じる。

「ありがとう」

　美桜はコクコクと喉を鳴らして水を飲み、はぁ……と息をつく。

「目が覚めたか？　まだ夜の二時ぐらいだけど……」

「うん、もう一回寝ます。……涼真さんの体温、気持ちいいから」

　水のペットボトルをベッドサイドに置くと、美桜はモソリと横になり、涼真に体をくっつける。

「ゆっくり寝よう」

　涼真が額にキスをしてくれ、美桜は安心して目を閉じた。

　顔を涼真の胸板に押しつけると、トクン、トクンと規則正しい音が聞こえてくる。

　感じる体温も、彼の鼓動も、もう何もかも自分のものなのだと思うと、この上なく幸せで堪らなかった。

　さり気なく背中に回された涼真の手も、夫として妻を愛する自然な動作で、愛されていると痛感できる。

　温もりの中で初夜の激しい快楽を思い出し、美桜は目を閉じたままじんわりと頬を染めた。

（涼真さんの奥さんになれたんだ。これから、ずっと涼真さんと一緒にいられる……）

　幼い頃から漠然と抱いていた、「大好きなお兄ちゃんたちとずっと一緒にいたい。誰にも渡したくない」という思いが実現してしまった。

　いつからか進よりも涼真の事が気になるようになり、彼ばかりを目で追っていた。

　自分でも気づかないようにしていた恋心が、今はきちんと叶っている。

（なんて幸せなんだろう……）

　胸に満ちる温かな想いにうっとりと微笑み――、その陰にいる進の存在を思って、――気持ちに蓋をした。

　いろいろ涼真に確かめたい気持ちはある。

　けれどそれが『今』であってはいけないと思った。

　あまりにもデリケートな問題だからこそ、話し合うタイミングを見誤ってはいけない。少なくとも、幸せの絶頂であるべき新婚旅行に、進の話題を出してはいけない事ぐらい、美桜にも分かっていた。

　静かに息を吸って吐き、美桜は涼真が好きだという気持ちだけに集中し、眠れるよう体から力を抜いた。

　

　翌日から、美桜は南の島を堪能した。

　涼真と一緒に選んだ水着で、人目を憚らず彼といちゃついて海で遊ぶ。絶景を目にしつつヴィラに完備されたプールにも入り、あとはのんびりと涼真とくっついて昼寝をした。

　昼間はビーチサイドやプールサイドで、美しい景色を見ながら涼真に体を触られる。

　遊び疲れた体に彼の優しい手が心地よく、そのまま昼寝をしたり、水着のままセックスをして過ごした。そして、後になってから二人で風呂に入りぐっすりと夕食まで寝た。

　夜は勿論同じベッドで寝て、自然とどちらからともなく手を繋ぎ、抱き合ってキスをするところから始まる。

　二人とも今まで我慢してきた想いが堰を切ったかのように、日本ではない場所で奔放に愛し合い、互いの愛情と体に溺れていった。

　翌朝体がだるくても、何もする事はないので寝坊しても構わない。

　自堕落とも思える生活の中、美桜は涼真への愛を日に日に深めていった。

　一週間の新婚旅行が終わる頃には、美桜は涼真にだけ反応する淫奔な体になっていた。

　同時に、少し前まで涼真と微妙な関係だったのが解消され、心底ホッとしていた。

　もともと美桜は進と婚約をするようにと両家の親から言われていた。

　涼真からすれば現在の状況は、進が亡くなったから自分に美桜を娶る順番がまわってきたと思われてもおかしくない。

　美桜としても先に涼真から告白されておきながら、その直後に進と婚約をし、彼を喪ったからと言ってまた涼真に……と、我ながら流されるままに生きてきた気がする。

　それが実小路家の娘の生き方だと分かっていても、気持ちがどこか追いついていなかったのは確かなのだ。

（でも……。これできっと、皆幸せになれる）

　打ち寄せる波の音を聞き、美桜は隣に座っている涼真の横顔をチラリと見て、一人微笑んだ。






第三章　夫の嫉妬——目覚めた本能








　帰国したあと、五十島家・実小路家が主催のパーティーが開かれた。

　パーティーは言ってしまえば美桜という新妻のお披露目会でもあり、日本の経済界に向けて「五十島重工は名実ともに実小路家と繋がった」と知らしめるものだ。

　美桜は紋紗の訪問着に袋帯を締め、フォーマルな装いでパーティーに臨んだ。

　涼真はいつも通りオーダーメイドのスーツに身を包み、美桜をエスコートしてくれている。

　都内のホテルにあるホールを借り切って行われている盛大なパーティーは、参加者も堂々たる顔ぶれなので、美桜も挨拶をしたり顔を覚えたりするのに必死だ。

「いやぁ、お美しい奥さんですな。結婚したてなんでしょう？　羨ましい」

　そう言って美桜を舐めるように見ているのは、たしか政治家として活動していた人だ。

　太い指が美桜の華奢な手を取り、握手をした後も名残惜しいというように撫で回す。視線もジロジロと舐めるようで不躾で、隣で涼真が顔を強張らせる。

　美桜は驚いて固まりかけたが、社長夫人としてきちんと応対しなければと自分を叱咤する。涼真が何か言いかける前に、ニコッとよそ行きの笑みを浮かべてさり気なく手を外した。

「ありがとうございます」

　下手に謙遜する事もせず、言葉を足して相手にさらなる会話のきっかけを与える事もしない。

　実小路家の娘として、美桜はこのようなパーティーに慣れていた。

　自身の容姿が飛び抜けて美しいとは思っていないが、着物を着た時は褒められる事が多い。

　大体ニコニコして頷いていれば、お偉い方の男性は適当に自慢話や仕事の話をして、満足して引き下がってくれる。

　彼らとしても、パーティーの主役が忙しいのは分かっているので、限られた挨拶の時間で自分を売り込むのに必死なのだ。

　涼真も静かな微笑を浮かべ、次々に相手を変えて挨拶してゆく。

　参加者は多忙な人たちなので、出入りが激しく美桜たちも忙しい。

（あとで個人的な連絡があっても応対できるように、涼真さんの秘書さんの力も借りて、今日の招待客をしっかり覚えないと）

　今まで美桜は実小路家の会社の総務で地味に働いていたが、これからは社長夫人として涼真と五十島重工を支えていかなければならない。

　その自覚も込めて、今日は張り切ってパーティーに臨んだ。

　けれど、途中からどことなく涼真の態度に引っかかりを覚えた。

　それを顕著に感じたのは、挨拶をする人が一段落ついて、秘書が冷たいお茶を持って二人に手渡した時だ。

「ありがとうございます。吉よし田ださん」

　涼真の秘書は吉田という名前の三十代既婚者の男性だ。朝は涼真を迎えにマンションまで来ているので、美桜も親しく話すようになった。

「どういたしまして。あちらの椅子でお休みください」

　吉田に案内されて涼真と共に壁際にある椅子に座ったが、少しして涼真がボソッと呟いた。

「秘書にまで色気を振りまかなくていい」

「え……」

（涼真さん、何を言っているの？）

　吉田に向かって色気を振りまいたつもりなどなく、美桜は驚いて固まる。涼真以外の誰に対しても、自分の女性性を意識して出した事はない。

　そもそも、色気を振りまくとはどういう事なのかすらよく分かっていない。

「どういう……事ですか？　私、普通にお茶を受け取ってお礼を言っただけで……」

　涼真に尋ねても、彼は黙ってお茶を飲んでいるだけだ。

　パリッとしたスーツを着て髪をセットし、朝はそんな夫に惚れ惚れとしていた。今日も自分が一生懸命涼真をサポートして、このパーティーを成功させるのだと思っていた。

　だからこそなぜ涼真が不機嫌になったのか分からず、美桜は動揺している。

「今日の美桜は格段に美しい。今まで何組も客の相手をして、全員美桜に見とれていたのが分からなかったか？」

「そ、そんな。着物姿は二割増し良く見られるだけです。主役ですし、いつもより意識してお褒め頂いたにすぎません」

　説明しても涼真は疲れたように溜め息をつき、前髪を撫でつけるだけだ。

「俺は男だから招待客の目つきも、吉田が美桜を見て『美しい』と思っているのも分かる。社長夫人として愛想良く挨拶してくれるのは嬉しい。だがあまりニコニコしすぎるのも、相手に誤解を与えかねないと分かってくれ」

（嫉妬……してくれているのは嬉しい。……でも、涼真さんの勘違いなんじゃ……）

　コクンとお茶を飲み、美桜は悲しくなって目を伏せる。

（もしかして、涼真さん疲れているのかな）

　社長に就任したてで涼真が疲れているのは分かる。

　このパーティーで財界や業界の横の繋がりを確固たるものにし、これからの基盤を作らなければいけないのを美桜は理解していた。

　だからこそ、美桜は「舐められないよう、もっと自分がしっかりとすればいいんだ」と思い、それから後の対応もなるべく気を付けた。

　結果、その日のパーティーは無事に終わり、五十島家、実小路家の両親や親戚たちも「立派に振る舞ったな」と褒めてくれた。

　涼真にはその後、加えて何かを言われる事はなかった。

　けれど彼がそんな風に嫉妬する事もあるのだと、心に留め置こうと思うきっかけにはなった。

　

　事件があったのは別のパーティーに参加したときだった。

　九月も終わろうとしていた頃に二人が招かれたのは、涼真が懇意にしているピアニストのパーティーだ。世界中を回るコンサートツアーが終わり、無事帰国して『お疲れ様会』の意味合いを込めたパーティーだった。

　彼は涼真の学生時代の後輩で、結婚式にも来てくれた人だ。

　結婚式の時はじっくり話す機会がなく、「いずれ」と言っていたので、その機会ができて美桜は嬉しく思っていた。

　主役のピアニスト・秋あき園ぞの蓮れんはあちこちで挨拶をし、快活に笑っている。

　ホテルのホールにはグランドピアノがあり、秋園が友人たちのために演奏をしたあと、テーブルについて美味しい和食を頂くという流れになっていた。

　二十代後半の秋園は、一時間弱も素晴らしいテクニックでジャズピアノを演奏してくれた。彼の友人だという音楽家もいて、コントラバスやサックス、トランペットなどを一緒に演奏する。

　三十名にも満たない招待客はピアノの周りに立ち、思い思いに体を動かして手拍子をしていた。

　美桜は着物を着てパーティーに臨み、秋園が奏でる軽快なメロディーに体を揺らし、笑顔で手拍子をする。涼真も楽しそうな顔をしていたので、本当に来て良かったと思っていた。

　最後の曲が終わって全員で惜しみない拍手をした後、食事の準備ができるまで全員で立ち話をすることになった。

「涼真先輩、来てくれたんですね。ありがとうございます」

　秋園が涼真と美桜のところへ挨拶に来て、涼真と握手をする。それを見て、美桜は慌ててペコリと頭を下げた。

「その節は、結婚式に来てくださり、ありがとうございます。五十島美桜と申します。今回は夫だけでなく、私もお招きくださって感謝致します」

　葡萄柄の袷を着た美桜は、黒字に南天柄の帯を締めている。加えて相手が音楽家という事で、ト音記号の帯留めをつけて来た。

「いえいえ、どういたしまして。お、嬉しいな。合わせてくれたんですね」

　秋園は目ざとく美桜の帯留めに気付き、自分の鳩尾辺りをトントンと指で叩く。

「蓮、いい演奏だった」

「ありがとうございます。美桜さんはいかがでした？」

「私も聴いていて惚れ惚れとしてしまいました。普段クラシックをメインに聴いているので、ピアノにこんなにもまだ知らない魅力があるのだと思い知った気持ちです。いつも聴いているクラシックピアノが貴公子なら、秋園さんが演奏するジャズピアノは危険な雰囲気を醸し出すセクシーな男性に思えます。……あ、すみません。あまりに素晴らしい演奏だったので、興奮してしまってつい……」

　涼真を差し置いて出しゃばった事を言ってしまい、美桜は反省すると小さく頭を下げた。

「どうぞお気になさらず。それにしても、嬉しい表現ですね」

　聞けば、この秋園と涼真は、エスカレーター式の学校の先輩後輩だったらしい。秋園は良家の坊ちゃんだが、気楽な三男でもあったので、途中で音楽の道を目指したようだ。

「進先輩が亡くなって、さぞ気落ちされてるだろうな……と思っていたら、こんな美人と結婚するんですから驚きました。俺が習い事に過ぎなかったピアノを本職にしてしまうように、人生ってどこに幸運の種が落ちているか分からないものです」

「その通りだな。蓮は身を固めないのか？」

「いやぁ……。一応付き合っている相手はいるんですが、まだ結婚は先かなと思っています。あそこにいる彼女が恋人ですが、感情的な面もあるので慎重に考えたいと思っていまして」

　苦笑いをした蓮が、チラッと後ろを振り向いて一人の女性を示す。

　失礼のないように見た先には、ブラウンのワンショルダートップスに個性的な柄のタイトスカートを穿いた女性がいる。彼女はシャンパングラスを片手に、コントラバス奏者と笑い合っていた。

　あちらからもチラッと視線をもらい、思わず美桜は会釈をする。

　だが気の強そうな美女は、美桜を凝視したあとフイッと視線を逸らし、またコントラバス奏者と話し始めた。

（あれ……。気づいてなかったかな）

　そのときは特に何も思わず、美桜は蓮との会話に戻った。

「今度、芸術の秋という事で、東京で開かれる秋のジャズフェスに呼ばれてるんです。先輩と奥さんもぜひ来てください」

「分かった。日程を教えてくれたら、スケジュールを空けておこう」

　涼真はスマホを取りだしてスケジュールアプリを立ち上げ、秋園から日程を聞いてメモをする。

（また秋園さんの演奏を聴けるんだ。楽しみだな）

　美桜はきたるフェスの日を楽しみにしつつ、秋園を呼ぶ別の客の声に「あ」と自分たちが話しすぎていたのに気づく。

「呼ばれているので、また後で来ますね。これから美味い和食を食えますから、どうぞごゆっくり。俺も久しぶりに和食が食えるので楽しみです」

　最後に秋園はニコッと笑い、涼真と美桜の手を取って軽く握手をした。

「エネルギッシュな人ですね」

　また涼真に嫉妬されないか少し心配していたが、今のところ彼の変化は感じない。

「そうだな。学生時代の途中まで、良家の三男坊という雰囲気だったが、ジャズピアノをやると言い出した頃から、自由な男に変わったんだ」

　涼真が昔を懐かしんで笑った時――、先ほどの女性がツカツカとこちらにやって来た。

　彼女の目は明らかに美桜を見つめていて、何か用事があるに違いないと思った美桜は「なんでしょう？」と向き直りかける。

　だが――。

「!!」

　バシャッとシャンパンを浴びせられ、美桜はとっさに目を閉じた。

「乃の々の佳か!?」

　秋園が慌ててこちらに来て、乃々佳と呼ばれた女性の腕を引く。

「あーあ、蓮さんわっかりやすい。久しぶりに帰国したからって、着物着た女にデレデレして。あなたも既婚者なら、人の男に色目使わないでくださいね？」

　せっかくの着物は台無しで、髪からも雫が滴っている。

　大勢の前で「色目を使っている」と言われ、美桜はカァッと赤面した。

　濡れて情けない顔をした美桜を見て、乃々佳が意地悪そうに笑う。

　――が次の瞬間、涼真が水の入ったデキャンタを掴み、乃々佳の頭の上で逆さまにした。

「っきゃああああ!!　何するの!?　信じられない!!　この服高かったのよ！　弁償してよ！」

「掛けられたのが水なだけ感謝しろ。お前が台無しにした着物も、弁償してくれるのか？　加えて美桜と蓮、場をぶち壊しにした他の客にまず詫びてもらおうか」

　怒気を隠さない涼真の声に、乃々佳は一瞬息を呑んで萎縮したように見えた。

「先輩、すみません！　乃々佳には俺からきつく言っておきます」

　すぐに秋園が二人の間に割って入り、涼真と美桜に向かって深く頭を下げた。

「何よ！　なんで蓮が謝るの？　私、あの女が蓮に色目を使ったから……！」

「乃々佳は黙ってろ！」

　尚も自分は悪くないと言う乃々佳を、秋園が怒鳴りつけた。

「皆さん、すみません。せっかく来てくださったのに……」

　周囲にも謝る秋園の背中を見て、美桜はぼんやりと以前のパーティーで涼真に言われた言葉を思い出していた。

　美桜にその気がなくても、周りは美桜にとてつもない色気があるような言い方をする。

　情けなくて恥ずかしくて、消え入りそうな声で何か言いかけた時、涼真がグイッと手を引いた。

「今日はもう失礼する」

「涼真先輩！　すみません！　後で必ず詫びを……！」

「蓮には怒っていない。こちらこそパーティーを台無しにしてすまなかった。後日改めて話をしよう」

　乃々佳に見せた激情は引っ込め、涼真は冷静に告げたあと美桜の手を引っ張る。

　招待客は固まったままザワザワとしており、美桜は無意識に何度もペコペコ頭を下げながら、涼真に手を引かれてホールを出た。

　

　涼真は近くにいたホテルスタッフに「部屋を借りたい」と申し出る。

　ただ事ではない様子に、ホテルスタッフはすぐにインカムを使ってフロントに連絡し、「ただいまルームキーを持って参ります」と言ってくれた。そして間もなくルームキーを持ったコンシェルジュがやってきて、二人は上階にあるスイートルームまで案内された。

「シャワーを浴びておいで。着物の染みはどうにかならないか、俺が手配してみるから」

「分かりました」

　美桜はベッドルームで着物を脱ぐ。涼真の後輩に少し気を遣ってト音記号の帯留めを使い、自分でも気の利いた着物コーデができたと内心浮かれていた。

　それが秋園の恋人の逆鱗に触れるなど、思ってもみなかった。

（私、いつも誰かを苛立たせてばかりだな）

　帯を解いて着物を脱ぎ、たとう紙がないのでベッドの上に畳んで置いた。

　着物用のレースの下着姿になると、涼真がいるリビングを通らず、まっすぐバスルームに向かう。

　簪なども取って髪を下ろすと、できるだけ何も考えないようにしてシャワーを浴びた。

「……ぅ……っ」

　それでも大勢の前で辱められた悲しさが蘇り、美桜はシャワーの音に紛れて涙を流す。

　もう少し美桜の気が強ければ、言い返せたかもしれない。だが生まれた時から家族や周囲に大切に育てられた美桜は、誰かと争う事や喧嘩をする事が大の苦手であった。

　数分、美桜はシャワーに紛れてしくしくと泣いた。

（もしかしたら以前のパーティーのように、私に落ち度があったかもしれない。それでも涼真さんはすぐに私を庇ってくれたから、それでよしとしよう）

　夫が味方であるという事は、美桜に大きな勇気を与える。

　その上で自分に至らない所があったのなら、きちんと謝れる気がした。

　アメニティで肌を整えたが、着物用のバッグには口紅ぐらいしか入っていないので、すっぴんだ。

（きっとこのまま帰る事になるだろうから、メイクの心配はしなくていいのかな）

　バスローブがあったのでそれを羽織り、ドライヤーで髪を乾かす。

　その音を聞いたからか、バスルームに涼真が現れた。

「大丈夫か？」

「はい。お見苦しい所を見せてしまいました」

「着物はいつもお世話になっている所に、染み抜きを頼んだ。家の者にこの部屋まで替えの洋服を届けるように言ったから、しばらくこの部屋で休んでいよう」

「何から何まで、ありがとうございます」

「いや、構わない。それより、せっかく和食を楽しみにしていたのに、俺こそすまない」

「いえ、涼真さんは何も悪くありません」

　洋服が届くまでバスローブ一枚というのも心許ないが、前をきちんと帯で締めれば肌は隠れる。

　涼真に誘いざなわれてベッドルームまで向かうと、ベッドサイドにミネラルウォーターのペットボトルが置かれてあった。

「ありがとうございます」

「どういたしまして」

　ベッドに座りコクコクと冷たい水を飲むと、シャワー上がりの火照った体が鎮まっていく。

「……私、彼女に何かしてしまったでしょうか」

　ぽつんと呟いた美桜の手を、隣に座った涼真が握ってくる。

「つまらない嫉妬だ。美桜は美しいと俺は何回も言っただろう？　男が君を見て欲情するのと同様に、女も君を見て自分の魅力と比較し嫉妬したんだろう」

「そんな……。涼真さんはそう言ってくれるけど、私そんなに綺麗な女性じゃありません。自分で分かっています。皆、ただ着物が珍しいだけだって」

　そう言った美桜の手を握ったまま、涼真はベッドから下りた。

「えっ？　……りょ、涼真さん？」

　つられてベッドから下りた美桜は、そのままウォークインクローゼットの前にある、壁が鏡になっている場所まで連れて行かれる。

「よく見てみろ」

「え……」

　言われて姿見を見ると、バスローブを着て髪を下ろしたままの自分が映っている。

（よく見ろって言われても……）

　そこにはあまり自己を主張しなさそうな、いわゆるたぬき顔っぽい女性じぶんがいる。

　二重の幅が広く、目はコロンとしていて本当にたぬきみたいだ。

　鼻はスッと通って高いと言うより、やや低めで鼻先が丸い。唇も肉感的でぽってりとしている。

　パーティーなどで会った男性から「美人だね」と言われても、美桜が想像している『美人』は、キリリとした顔立ちだ。

　自分のようなぼんやりとした顔立ちの凡人に『美人』と言われても、言葉の無駄遣いの気がしてしまう。

　何とも言えずにいると、涼真が美桜の顎に手を当て、まっすぐ前を向かせた。

「色気がある」

「え……？」

　涼真の言いたい事が分からず、美桜は目を瞬かせる。

「目がころんと大きくて、黒目がち。いつも少し潤んでいて、それを見ると男は堪らなくなる。『泣かせてみたい』『いじめてやりたい』という気持ちを掻き立てるんだ。俺の場合ずっと『守りたい』と思っていたけど、美桜があまり男から見られていると、泣かせたくなる気持ちに駆られる」

　美桜が見た自分の顔と、涼真から見た自分の顔の印象の差に、思わずポカンとした。

「このぽってりとした唇も、一言で言えばエロい。キスして、色んなモノをしゃぶらせたくなる」

「…………？」

　涼真が言っている事の意味が分からない。だが自分の唇が卑猥なのだと言われたのは、理解した。

　恥ずかしくなって唇を隠そうとすると、バスローブの帯を解かれ肌を露わにされる。

「胸も大きい。何カップある？　Ｅとかじゃ済まないだろう」

　乳房を下からすくい上げられるように揉まれ、その重みを測るかのように上下にユサユサと揺さぶられる。

「や……っ」

「大体の男はまず顔を見て胸を見る。その二点で、美桜は男に『色っぽい女』として認識されるんだ。従順そうで、ベッドではいやらしい。男の勝手な願望を叶えた存在になる」

「……っ、嫌です。そんなの……っ、勝手に決められたくないです。私は、涼真さんにしかそういう風に見られたくないです」

「俺だってそうだ。本当なら美桜を閉じ込めて、誰にも見せたくない」

　感情を押し殺した声を耳元で聞き、美桜はハッと鏡越しの涼真を見る。

「美桜は自分の魅力に無頓着すぎる。蓮に妬きたくなかったが、連の演奏をセクシーだと褒めるのも、少し嫉妬した。あいつも綺麗な女性相手だと心を開くし、乃々佳さんという女性も楽しそうな蓮の姿を見て嫉妬したんだろう。乃々佳さんがあんな暴挙に出たのも、彼女から見て美桜は大人しそうで、自分より弱いと位置づけたからかもしれない」

「……私は、涼真さんの妻です」

　小さくかぶりを振る美桜の頤おとがいを仰向け、涼真は鏡越しに自分を見させた。

「美桜の社長夫人としての努力は認める。だが社交の場での挨拶は俺がするから、君はあまり目立たないように隣で笑ってくれ。……いいな？」

　熱っぽい目で見つめられ、美桜は頷くしかできない。

「こんな、美桜を押しつけるようなやり方をしてすまない。俺は美桜をちゃんと尊重したい。でも美桜がこれからも傷ついたり、誰かの悪意やいやらしい目に晒されるかもしれない事を思うと、すべて未然に防ぎたいと思ってしまうんだ」

　半ば苦しげな涼真の言葉を聞き、美桜は彼の真意を知って微笑む。

「いいえ。謝らないでください。涼真さんはずっと昔から、私を気遣ってくれていました。その優しさと気配りに感謝する事はあっても、押さえつけられているなんて思いません。……ん」

　そこまで言った時、涼真に鏡に背中を押しつけられ、唇を奪われた。

　涼真は鏡に両手をつき、身長差を利用して覆い被さるようにして何度も唇を重ねてくる。

　ちゅ……、ちゅと静かな室内にリップ音が響き、嫌でも気持ちが高まってくる。

　涼真はキスをしながらネクタイの結び目に手を掛け、美桜の唇を啄みながらネクタイを解いてゆく。

　手を伸ばしてハンガーを取り、涼真はジャケットとベストを脱ぐとそれに掛けた。

　シャツのボタンを外す手が艶めかしく、美桜はキスに呑まれたとろんとした目で、夫の節くれ立った大きな手を見つめる。

「美桜、俺だけを見るんだ。俺が夫だ」

「はい……」

　涼真の熱い唇が首筋や肩に押しつけられ、その温度に少し驚く。舌が美桜の滑らかな肌を舐め、ちゅうっと吸って所有の証しを刻みつけた。

　長身を屈めて涼真は美桜の乳房に吸い付き、先端を何度も舐める。温かな舌でヌルヌルと舐められていると、次第に美桜の乳首がぷつんと勃ち上がった。

「ぁ……っ、はぁ……っ、あ、ン、ん……」

　シュルリと涼真の両手が美桜の胴を包み、細腰や張り出た臀部を撫で回す。ゾクリとして腰を震わせた時、彼の指先が鼠径部に到達した。

「あっ……。ん、むぅ」

　下着を穿いていない秘部に触れられて声が出たが、それも涼真の唇によって塞がれてしまう。

「ん……っ、ン、ぅ……」

　シャワーから上がってまだ温もっている部分に指が当たり、潤んだ場所を往復する。次第にクチュクチュと水音が立ち、美桜は耳まで真っ赤になってゆく。

　やがて、つぷ……と涼真の指が蜜口に入り込み、美桜は腰を反らして体を緊張させた。

「んっ、――ふ、ん、ぅ……う」

　ベッドではない場所で、しかも立ったままというのは恥ずかしい。

　どこかに逃げようと思っても、背中は鏡に押しつけられ、涼真の手が尻たぶをムギュッと掴んでいる。その上で指が膣内で蠢き、くちゅくちゅと淫らな音をさせている。

　興奮した美桜は、膣肉で涼真の指をいやらしく締め付け、キスの合間で必死に呼吸を繰り返していた。

「あぁ、……あ、――ん、あぁ」

　涼真の指は美桜が感じる場所――陰核の裏側辺りを執拗に擦り、時にトントンと指の腹で打ってくる。

「美桜、美しい……。白い肌に乳首の色が綺麗に咲いて、春先の紅梅のようだ」

「んっ、……あ、ぁ……っ」

　ネロリと涼真の舌に乳首を舐められ、勃起した場所をヌルヌルといじめられる。かと思えば反対側も口に含まれ、たっぷりと唾液をまぶした舌でやはり嬲られる。

　乳房にしゃぶりつく涼真の髪を撫でまわしながら、美桜の意識は『紅梅』という単語に持っていかれた。

（梅……。あのときは……）

　不意に三人で訪おとなった梅林を思い出し、美桜は切なく目を細めた。大きな瞳が潤んだかと思うと、ポツッと涙が零れ落ちた。

　その雫はふくよかな乳房に落ち、涼真の口に入る。

「……美桜？」

　顔を上げた涼真は美桜が泣いているのを見て瞠目し、彼女が何を思い出したかを察したようだ。

　くっ、と一瞬何かを堪えるような表情になったあと、涼真は床に膝をついて美桜の下腹部にキスをした。

「涼真……さん……」

「俺の事だけを考えろと言ったはずだ」

　感情を押し殺した声で告げ、涼真は美桜の脚を大きく広げさせると、少し膨らみかけていた肉芽に舌を這わせた。

「あっ！　……ん、あ、やぁ、そこ……っ、ぁ、あ……」

　敏感な場所に涼真の舌が絡みつき、包皮を剥いて中の大ぶりな真珠を出そうとする。

　美桜が痛がらないようにたっぷりと唾液をまぶし、まず舌先で顔を出した部分をレロレロと舐め回すところから口淫が始まった。

　同時に涼真の指がつぷりと蜜口に入り込み、すでに濡れそぼった美桜の蜜壷をジュクジュクと前後する。

　空いた片手は美桜の乳房を揉み続け、ときおり指先で先端をかすめた。

「ぃあ……っ、あ、ン、んーっ、ん、ぅ、うーっ」

　夫の髪をクシャクシャにし、美桜は舌を見せて喘ぐ。

　――が、ウォークインクローゼットの手前にある廊下は、両面が鏡張りだ。目の前には顔を真っ赤にして脚を開き、涼真に秘部を舐められている自分の姿が映り、そのいやらしさに正常な判断ができなくなってくる。

「やぁ……っ、いや、やなの……っ」

　自分の嬌態を見たくないという意味で、美桜は「嫌だ」と口走った。

　だが涼真は美桜が進の事を思い出し、自分を拒絶したのだと思い込み、ギュッと眉根を寄せる。

「ひぃ――っ、ぁ、あ……っ、んーっ、吸っちゃ……、やぁ……っ」

　さやから大きくはみ出た陰核をちゅうっと吸われ、美桜はガクガクと膝を笑わせた。だというのに腰は更なる快楽を求めて、前に出てしまう。結果的に美桜は涼真の頭を押さえ、自身の腰を押しつけるような体勢を取っていた。

「んぁっ、ん、うーっ、あっ、あっ、……ん、ぁっ」

　ピチャピチャと音を立てて涼真が美桜の陰核を舐め、舌でやや乱暴なぐらいに弄んでから、ちゅうっと吸引する。顔を前後させて口に含んだ陰核をしゃぶりつつ、蜜壷に挿し入れた指でその裏側をトントンと叩いてきた。

　乳房も涼真の手の中で形を変え、先端をカリカリと爪で引っかかれる。

「あぁっ、あっ、あく……っ、ン、ぁ、――んーっ、ん、達く……っ、達く、からぁっ」

　美桜は泣きながら訴え、ビクビクと白いお腹を震わせた。

「何度でも達っていい」

　敏感な場所で涼真が低く告げ、熱心に美桜の陰核を舐め、指を二本に増やして蜜口を拡げる。たっぷり潤んだ媚肉は、涼真の指をしゃぶってチュプチュプと啼き、吸い付いて離さない。何度も扱かれ、指で転がされた乳首は、これ以上なく敏感に勃起していた。

　やがてこみ上げた愉悦に美桜は喉を晒し、天井を向いてギュッと目を閉じる。

「あっ！　……んぁっ、あ……っ、――――く、ぁ……っ」

　下腹部からぶわぁっと凄まじい喜悦が全身に駆け抜け、美桜は腰から体が蕩けてしまったかと思った。

　背後の鏡にもたれ掛かり、美桜はズルズルとしゃがみ込む。

　だがその体を後ろに返され、鏡に向かって手をつく姿になった。後ろで涼真がベルトを外し、自身の強張りを数度扱いているのが分かる。

「りょ……ま、さん……」

「いいから」

　まだ悦楽の最中にいると訴えているのに、涼真はどこか余裕のなさそうな口調で美桜の言葉を無視する。

「あ……あ……」

　か細い声を上げる美桜の蜜口に、涼真の亀頭が押し当てられた。

（熱い……）

　その硬さと大きさにゴクッと唾を嚥下した後、涼真がぐっと身長差を利用して美桜を突き上げてくる。

「あ……っ、ぅ、あ、あぁ……っ」

　先端の一番太い部分を何とか咥え込むと、残る野太い竿がズルル……と押し込まれてきた。

（おっきい……）

　自分の欠けていた部分に涼真の一部が入り込み、それで美桜という大人の女性が完成されたかのように思える。

　この上ない充足感を覚え、美桜は艶冶な溜め息をつく。

「しっかり手をつくんだ」

「は……ぃ」

　言われて鏡に両手をつき、指を立てる。

　すると涼真が美桜の片脚を抱え、さらに強くずんっと突き上げてきた。

「あぐ……っ、ん、ぅ、う……」

　一瞬目の前がチカッとした気がし、奥まで入れられただけで美桜は絶頂しそうになっていた。

「美桜、自分の顔をよく見るんだ。君は俺に抱かれた時だけ、女として妖艶な顔を見せる。他の人の前では絶対に駄目だ。だから今だけ、俺と二人きりの時だけ存分に女として開花しろ」

　耳元で低く囁く涼真の声が、脳髄に染み入る。

　洗脳とも思える心地いい声に、美桜は鏡越しに夫を見つめたままコクンと頷いた。

「いい子だ、美桜。俺だけの美しい妻」

　耳元で独占欲を露わに囁かれ、美桜は陶酔する。

　鏡に片手をついた涼真が、熱い吐息を吐いて腰を動かし始めた。

「ん……っ、んあぁ……っ」

　彼の動きに合わせて、美桜の蜜壷がぐちゅりと淫靡な音を立てる。じゅく、じゅぷっとたっぷり潤った蜜壷を掻き混ぜられ、美桜は鏡を呼気で曇らせ懊悩した。

「あーっ、……あ、ン、あぁ……っ」

　ごつ、と鏡に額を押しつけ、美桜は荒くなる呼吸を繰り返す。

　律動に合わせて剥き出しの乳房がピタッピタッと鏡に打ち付けられると、その冷たさに蜜壷がキュッと締まる。

　涼真は荒い息を繰り返し、最奥までズチュズチュと美桜を亀頭で押し上げては、腰を回して深部をいじめる。

「っあううぅっ、う、……っあ、あーっ、ン、んぅっ、ん、あぁっ」

　ジィンと子宮が痺れ、甘い疼きが全身に広がってゆく。

　時々涼真の手が美桜の乳房を揉んだり、腹部を撫でたりするたびに、彼に触れられた場所から新たな悦楽が生まれる。

「美桜、気持ちいいか？」

　持ち上げていた美桜の脚を下ろし、彼女の腰を突き出させると、涼真がズボズボと激しい抽送を繰り返した。

「あうっ、う、うぅーっ、き、――ぃ、き、もち、ぃ……っ」

　両手を前に突きだし鏡に縋る美桜は、揺れる自分の黒髪を見下ろし、涙を零す。

「美桜、ちゃんと自分の顔を見るんだ」

「あぅっ」

　両腋に手を掛けられグイッと上体を起こされると、真っ赤になり涎を垂らした自分の顔が見えた。

「美桜は全部見ないと、自分が誰のものか分からないんじゃないか？」

「え……っ？　あ、……ぁっ」

　涼真は後ろの鏡に背をつけると、右足の裏を前面の鏡につけた。美桜の右脚を自分の脚に掛けさせ、上体を自分にもたれ掛けさせる。

「やぁっ！　ぁ、あ……っ」

　今まで美桜は鏡で自分の体をまともに見ずに済んでいた。それなのに今度は鏡から引き剥がされ、嫌でも自分の痴態を目にする。

　大きく脚を広げられ、恥部に夫の赤黒い肉棒がずっぷり入っているのが丸見えだ。

「いやぁああ……っ！」

　恥辱の声を上げ、美桜はパッと目を逸らした。けれどそれを無視した涼真が腰を動かし、ぬちぬちと言う音と共に体の深部に堪えきれない淫悦が与えられる。

「っく、――う、ぅう……っ、あ、あ……っ」

　口元に手を当てて声も堪えようとするが、横を向いた美桜の首筋に涼真が舌を這わせてきた。

「美桜、俺は嫌がらせでこんな事をしているんじゃない」

　涼真の手によって顎を支えられ、前を向かされる。

　そこには顔を真っ赤にし、目を潤ませた美桜が物欲しげな顔をしている。

　大きな乳房も涼真の男らしい節くれ立った手に揉まれ、淫猥に形を変えていた。

　男女が絡み合う様を見せつけられて恥ずかしいというより、美しく完璧な涼真の隣にいる自分が、こんなにもはしたない女だと自覚するのが恥ずかしかった。

「美桜には〝俺に愛されている〟と理解してほしい。美桜という魅力的な女性が、誰の妻で、誰の前でだけいやらしい姿を見せるのか分かってほしい。先ほど俺は、君があまりに魅力的だから嫉妬すると言った。その気持ちを慰撫するためにも、〝俺だけが知っている姿〟を見せてほしいんだ」

　官能でとろりと蕩けた脳に、涼真の言葉が染み入ってくる。

（あぁ、涼真さんは本当に私を愛してくれているんだ。完璧で一分の隙もないと思えるのに、この人は私が関わるだけで余裕がなくなる）

　そう思うと、涼真への愛しさが溢れて止まらなくなった。

「涼真さん……、好き……です」

「俺もだ。美桜が思っているよりずっと前から、君を見つめ続けてきた」

　彼を振り仰いだ美桜の唇を、涼真が優しく吸う。

　淫猥な体位で貫かれているというのに、涼真のキスはいつも優しい。

「美桜。俺を信頼してほしい。セックスは愛し合う二人の行為で、信頼してこそ大胆になれる。だからもっと、俺を信頼していやらしい姿を見せてほしい。俺は美桜のどんな姿を見ても、幻滅したり笑ったりしない」

「…………っ」

　――あぁ。

　心の奥底に、涼真の言葉がずぅん……と響く。

「私……っ、怖かったんです。……涼真さんに嫌われるかもしれないって思うと、想像だけでも怖くて震えが止まらなかった……っ」

「ああ」

　クシャッと顔を歪めて涙を零す美桜に、涼真は静かに頷く。

「もう、失いたくないんです……っ。私の手の中から、大事な人がいなくなってしまうのが耐えられない。だから、一生懸命いい妻であろうとして、頑張って……っ」

　心の奥底から顔を覗かせた願望は、普段の美桜よりもずっと幼い感情だ。

「本当は、大好きな涼真さんを独り占めしたい。……誰にも邪魔されず、二人きりで過ごしていたい……っ。私、子供みたいな我が儘をずっと抱いていて……っ」

　吐露した本音に恥ずかしがる美桜を、涼真は抱き締めてきた。

「……ずっと美桜の気持ちが聞きたかった。だから嬉しい」

　首筋や肩に何回もキスをされ、その後に鏡越しに涼真と目が合う。

「美桜、何度でも愛し合おう。不安になるたびに、抱き合って本音を言って、魂まで素っ裸になって何度だってぶつかり合うんだ」

「……っ、は、ぃ」

　ずっと抱えていた『不安』という名の荷物が、涼真の手によって半分だけ重さを失った気がする。

　同時にこれが、〝夫婦になる事〟なのだと理解した。

「愛してる。美桜」

　止めていた腰の動きを再開し、涼真が背後から耳元で囁く。

「私……っ、も、涼真さんが大好きです……っ。愛して、……ます」

　ぐちゅ……と濡れそぼった蜜壷が啼く。

　涼真が腰を突き入れるたび、美桜の脳髄に官能の波が押し寄せる。彼の片手は美桜の乳房を揉み、鏡越しにそのいやらしい手つきを見せつけた。

「あぁ……っ」

　同時にもう片方の手が美桜の勃起した陰核に触れ、コロコロと転がしては親指と人差し指で軽く扱き立てる。

「んんっ、ン！　あぁ……っ、ア！　あーっ、ぁ……っ」

　腰を反らした美桜は両手で後ろにいる涼真の頭を撫で、トロンとした目で鏡の中の自分を見やった。

　――愛されている自分がいる。

　――いやらしいだけではない、涼真の愛情に包まれて彼に独占されている彼の愛妻がいる。

　考え方を変えただけで、鏡に映しての行為も苦ではなくなった。

　何より嬉しいのは、鏡越しに見える涼真の顔がこの上なく気持ちよさそうな表情をしている事だ。それだけで美桜は言い知れぬ歓喜に包まれる。

「あ……っ、あ、あ、ン、んーっ、ん、んぁ、あ、りょうま……っ、さ……っ」

　彼の指によって乳首と陰核をクリクリといじめられ、美桜はせり上がってきた愉悦にギュウッと膣を引き絞る。

「っ、締まる……っ」

　ずんずんと絶え間なく美桜を突き上げている涼真が苦しげな吐息をつく。そしてゴクッと唾を嚥下する音が聞こえ、彼も高まっているのを知る。

「あ、あぁ、あ、ん、んぁ、――あぁっ、りょ……っま、さ……っ」

　足がガクガクと震え、美桜は鏡越しに夫の目を見つめながら自身の限界を訴える。

　シャワーを浴びたばかりだというのに全身に汗を掻き、涼真を咥え込んだ所からは白濁した濃い蜜が溢れて腿を伝っていた。

　美桜は、はぁ、はぁと息を荒げて鏡の中の自分を見つめる。

　やけに涼真に気に入られている自分の陰核を初めて見たが、普通あんなに大きくなる物なのだろうか。さやから大きくはみ出たそれは、小さな男性器のように見える。

　――恥ずかしい。

（……っでも、涼真さんは私を笑わないもの……っ。全部、好きでいてくれる……っ）

　頭の中で「恥ずかしい」と「涼真を信じる」がせめぎ合い、体にもたらされる悦楽がいよいよ限界を超えようとしている。

「っあぁあう、う、うぁああぁ……っ、あぁああっ！」

　最奥までズンズンと硬い亀頭で突き上げられ、腰が引けた所でねりねりと何度も掻き回される。そのたびに涼真の腿を跨いだつま先が、ビクンッと跳ね上がった。

「っ達く……っ、達くぅっ、の、――あ、達き、……ま、す……っ」

「達け」

　耳元で許しを与える声がし、蜜を纏わせた涼真の指がより激しく美桜の陰核をチュクチュクと扱いた。

「っきゃああぁあ……っ!!」

　ガクガクと大げさなまでに体が震え、美桜は膝を曲げたはしたないポーズで、鏡に向かって愛潮をまき散らした。

　ビュッと飛沫が飛び、磨き抜かれた鏡に水滴が弾け飛ぶ。

「ぅ、――くっ」

　涼真が低く呻いたのを耳にし、美桜は「もう終わる」と安堵を得てズルズルと座り込んだ。

「もう少し、我慢してくれ」

　一度涼真の屹立が抜けたが、床の上に四つ這いになった美桜を彼がまたずちゅんっと貫いてきた。

「っあぁあうっ！」

　それだけで体が敏感になりすぎている美桜は悲鳴を上げ、蜜壷をわななかせた。

「美桜……っ」

　涼真は美桜の細腰を掴み、ズボズボと乱暴に妻を犯す。美桜は何度も最奥を押し上げられ、そのたびに目の前を白く明滅させた。

「ぁくっ、――ぅ、あ、あぁああ……っ、あーっ！　りょ、ま、……さっ」

　止まらない愛潮が、床に向かってまたビシャッと叩きつけられた。自身の太腿や腹部にも水滴が跳ね返り、肌にかかったその感触だけで達ってしまいそうだ。

「美桜、っみお……っ」

　涼真が獰猛に唸り、遠慮なく腰を叩きつけてくる。

　ばちゅばちゅと凄まじい音がし、美桜はあまりの随喜に泣き叫びながら達し続けた。子宮が震え続け、絶頂したまま戻ってこられない。

　律動に合わせて激しく揺れる乳房を涼真が揉み、乳首をキュウッと引っ張った。

「あぁああ……っ！」

　それだけで美桜は情けない悲鳴を漏らし、ビクビクと子宮を痙攣させて涼真を締め付ける。

　頭が真っ白になり何も考えられないなか、肉体に与えられる凄まじい悦楽をクリアに感じる。

「美桜……っ！」

　獣のように吠えた涼真の肉棒が、膣内で大きく膨らんだように思えた。中で爆ぜてしまうのでは、というほどの圧迫感を得たあと、それがビクンビクンと震える。

「あぁあ……っ、あ、あーっ、ん、んぁああ……っ」

　その感覚が、涼真と共に絶頂を味わう事だと理解した時、世界が変わったと思えるほどの深い法悦を覚えた。

　愛しい人が、心も体もすべて見せた信頼する人が、自分の体の中で果ててくれたのだ。

　涼真は大事な場所をビクビクと跳ねさせ、美桜の体内に惜しげもなく欲望の白濁をまき散らす。

「ぁ……」

　心地よい疲労を感じながら、頭の中で〝雄は射精した瞬間が無防備〟だと、どこかで読んだ一文を思い出す。

（涼真さんも、私にすべてを見せてくれている……。大事な部分も、嫉妬する心も、私への惜しみない愛情も、何もかも……）

　いまだ痙攣している美桜の膣内で肉棒を扱くように、涼真は何回か腰を緩慢に叩きつけ、荒っぽい呼吸を繰り返す。

　温もった美桜の体内に残滓を吐き出しきったあと、涼真は彼女を抱き締めてきた。

「ん……っ、ぅ……」

　挿入されたままゴロンと床の上に横になり、美桜はハァハァと呼吸を繰り返し熱くなった体で床の冷たさを貪る。

　自分の膣内にはまだ昂ぶったままの涼真の熱があり、キュッと膣を締めるとその形が分かった。

（愛しい……）

　疲れ切ってもう何も言えないが、それだけは分かる。

　涼真が好きで堪らない。

　愛しくて、――自分の夫となる人は彼以外にありえないと心から思っていた。









第四章　花の愛交








　結局、秋園たちがいるパーティー会場には戻らず、美桜は届けられた服を着て自宅に戻った。

　改めて秋園からは詫びの電話が入ったが、涼真は「気にするな」と彼に応えた。加えて自分も妻を侮辱されて怒ってしまった事を詫びる。

　美桜も電話を替わって少し話をしたが、やはり「気になさらないでください」と告げ、秋のジャズフェスティバルを楽しみにしている旨を伝えた。

　また穏やかな日々が戻ったが、美桜はあのホテルでの日以降、やけに涼真を気にしてしまって仕方ない。

　今までも涼真の事を〝ずっと側にいてくれた幼馴染み〟であり、〝進との縁談が出る前に告白とキスをしてくれた〟という存在だったので、フワフワとした甘酸っぱい気持ちで見ていた。

　けれど先日の深い快楽を得たセックスで、自分と涼真が身も心も曝け出し合う『夫婦』であると遅まきながら気づいてしまったのだ。

（もしかしたら私、今まで涼真さんを恋人とか彼氏と同じぐらいに考えていたのかもしれない。……でも今は違う。涼真さんはこれから先、一生私の側にいて、何があっても味方でいてくれる旦那様なんだ。私がどんな姿を見せても受け入れて、愛してくれる……）

　美桜は当たり前に彼氏などいなかったため、男性に対して自覚するほど明確な恋愛感情を抱いたことがなかった。

（私、もしかしてとっても幸せなんじゃない？　涼真さんの事、小さい頃からずっと大好きだった。『大好きなお兄ちゃんと、ずっと一緒にいられたらいいな』って思っていたのが、叶ってしまうなんて……）

　リビングのソファにぼんやりと座っている美桜は、せっかく淹れたフルーツティーが冷めてしまうのにも気づかず、涼真の事ばかり考えている。

（進さんと涼真さんを、『比べてはいけない』と心がけてきた。でも社交的で皆に人気があって、分け隔てなく全員に優しい進さんは、何となく〝私じゃない誰かがお嫁さんになっても幸せになれる人〟だって思っていた）

　太陽のような進の側で、涼真はいつも月のようにひっそりと輝き、神秘的な魅力を発していた。

（涼真さんは進さんと一緒にいるとあまり目立たないけれど、進さんの目の届かない場所で私が少しでも困ると、必ず涼真さんが来てくれた。今思えば、目を離さず見守ってくれていて、すぐ駆けつけられるようにしてくれていたのかもしれない）

　そう思うと、涼真にずっと想われていたというのが実感できる気がして、ぶわわっと顔が赤くなる。

（愛されてるって……、嬉しい。けど、恥ずかしい……）

　こんなに幸せでいいんだろうか、と一人頬を押さえてもだもだしていると、玄関から物音がした。涼真が帰って来たのだ。

「お帰りなさい」

　主人を迎える忠犬のように玄関まで小走りに向かうと、涼真が小さく笑った。

「ただいま。いい子で留守番できたか？」

「もう……っ。子供じゃありません」

　そんな新婚夫婦のやり取りを、出迎えた家政婦がにこやかに見守っていた。

　

　平和な日々に戻ったはず――なのだが、美桜は涼真を異様に意識してしまっていた。

　夜は当たり前に子作りを目的にセックスをし、何度も何度も、気持ち良くて達きっぱなしになってしまう。

　涼真は美桜の大きな陰核が気に入りのようで、そこを大きくさせてはフェラチオのように口で愛したり、男の自慰のように指で扱いたりと、必要以上の執着を見せてくる。

　彼が自分の体を好きでいてくれるのはありがたいのだが、美桜は恥ずかしくて堪らなかった。

　涼真に毎晩愛されるたびに、美桜の体はどんどんいやらしく作り替えられていく。

　それが嬉しくもあり、どこか恐ろしい気持ちもあった。

　

　涼真に愛されてグズグズになる自分は嫌いではないけれど、社長夫人として、実小路家の娘としてきちんとしなければという思いもある。

　なので予定がない時は変わらずお茶やお花の稽古に向かい、着物を着てお茶会や花の品評会にも向かった。

　涼真も美桜が昔から稽古事に熱を入れているのは知っていたので、その辺りは自由にさせてくれていた。

　その日も、美桜は都内で行われる菊花展に行った。

　菊花展は個人または団体が育てた菊を出展するもので、美桜は知り合いから招待状を受け取っていた。

　国の花である菊花を扱う会なので、後援には厚生労働省など政府関係もある。

　実家の関係で美桜は今までも菊花展を見に行っており、その延長で結婚したあとも招待状が送られているのだった。

　本当なら涼真と一緒に来たかったのだが、涼真は多忙で美桜が彼の分も鑑賞する事になっている。

　着物は菊柄を避け、まだ暑さも残っているので秋単衣の江戸小紋にした。帯は紅葉柄の袷帯にし、長い髪もきっちりと結い、お抱え運転手の車で会場に向かった。

　午前中は用事があったので午後からの外出となり、入り口近くにいた招待者と挨拶を交わしてから、菊の観賞を始めた。

　菊の観賞と言っても、合計九部門あるので様々な楽しみ方がある。

　会場には甘くふんわりとした芳香がし、美桜は自然と微笑しつつ気持ちを菊に捧げていた。

「実小路さん？　――あ、五十島さんか」

　そのとき美桜を呼ぶ声があり、「え？」と驚いて顔を上げる。

「池いけの端はた先生」

　こちらに向けて甘い微笑みを浮かべ近付いてくるのは、池端流の若き華道家・池端秋しゅう水すいだ。

　三十六歳の彼は甘い顔つきで、独身なので女性から人気が高い。

　また彼が手がける作品も大胆かつ独創的で華やぎがあり、メディアからもよく依頼を受けているらしい。

「偶然ですね。さね……五十島さんも見に来られたんですね」

　池端はスラリとした長身に着物を纏っていて、周囲の女性から熱い視線を浴びている。

「ええ。お花に関わる事には触れたいと思っていまして。池端先生もいらっしゃったのですね。次のお稽古まで、何かとご予定があると仰っていたのでお会いできて嬉しいです」

　美桜は池端に向け、丁寧な言葉と師に対する尊敬の眼差しを向ける。

「僕も五十島さんと会えて嬉しいです」

　池端の目が甘やかに輝いた気がしたが、美桜は気のせいだと自分を誤魔化した。

　思わずいつものように微笑んでしまったが、一瞬涼真に言われた事を思い出し、あまり親しくしすぎないようにしようと自分に言い聞かせる。

　だが他にも大勢人が来ている場だし、有名人である池端がスキャンダルになるような事などしないだろうと、内心は池端に対しそれほど警戒心を抱いていない。

　美桜は菊をじっくりと観賞しつつ、ときおり池端と会話をする。

「五十島さん、これから後の用事はあるんですか？」

「用事？　いえ、今日はここに来るだけでしたが……何か？」

「いえ、ご結婚されてから忙しかったようですし、時間があるのでしたら立ち話も何なのでどこかでお話できたら……と」

「そう……ですね……」

（どうしよう……）

　提案そのものは嬉しいが、池端は教室の女性たちの憧れの的だし、一対一でお茶をするのはどこか気が引ける。

　それにここで池端と二人でお茶をすれば、いつ噂が涼真の耳に入るか分からない。

「あの……。また今度、皆さんがいらっしゃる時に……ではいけませんか？」

　事を荒立てないようにやんわりと断りかけたが、池端は笑みを深めただけだ。

「おや、僕が五十島さんに何かするとでもお思いですか？」

　だが逆にそう言われ、自意識過剰だと分かって真っ赤になってしまった。

「す、すみません！　そういう意味では……」

「僕もそういう意味でお誘いした訳ではありませんよ。僕にもスケジュールがありますし、そう長くお引き留めはしません」

「そ、そうですね……。では少しだけなら……」

（恥ずかしい。池端先生のような方に、異性として意識していると思われた……）

　まだ頬が熱を持っているが、その後美桜は池端と一緒に最後の切花・ダルマの部の会場を回って、庭園を出た。

　運転手に「用事ができたので、もう少ししてから連絡します」と伝え時間を確認すると、十六時前ほどだ。

（あまり遅くなっては涼真さんが帰ってきてしまうかもしれないから、早めに切り上げなきゃ）

　そう思いながら、美桜は池端と一緒に近くにある和風喫茶に向かった。

　

　喫茶店の中で、見目麗しい和服姿の男女は客の目を引いた。

　あちこちから「素敵ねぇ」という女性の声が聞こえ、美桜は涼真以外の男性と一緒にいるというのに、そのような視線を浴びるのが居心地悪い。

　二人して抹茶と焼きたてのみたらし団子を頼み、主に池端が会話の主導権を握って、今日の菊花展やいつもの華道教室の事を話す。

　最初こそ表情を強張らせていた美桜だったが、会話が変な方向に転ぶ事なく、純粋に花の事ばかりと分かると、楽しく会話できるようになっていった。

　時間が過ぎるのも忘れて会話に没頭し、これからの季節は紅葉が美しいとか、それに合わせた花を生けるのが楽しみだ……という話に盛り上がっていた時――。

「いらっしゃいませ」

　店員が新たな客に挨拶をし、「お客様？」と怪訝な声を出す。

　こちらにツカツカと寄ってくる人影に気づいた時、美桜は「あっ」と声を上げかけた。

　そこには仕事帰りとおぼしき、スーツ姿の涼真が立っていた。

　いつも通り表情の窺えない顔――、いや、無表情なのだが、美桜には彼が怒り狂っているのが分かる。

「あの……」

　何か言いかけた美桜を一瞥し、涼真は口元だけ微笑した。目は笑っていないので、非常に怖い。

「妻がお世話になっております。夫の五十島涼真です」

　先制攻撃と言わんばかりに涼真が挨拶をし、名刺入れから名刺を出して池端に向ける。

「ああ！　その節は盛大な結婚式に呼んで頂きありがとうございます。池端秋水です」

　池端は何ら焦る事もなく、立ち上がると自分も名刺を差し出した。

「もうこんな時間だったのですね。夕食時になるのに奥さんをお借りしてすみません。丁度菊花展でお見かけしたので、僕の次の用事がくるまでお話させて頂こうと思いまして」

「そうですか」

　涼真は池端の表情をジッと見て、その瞳の奥に妻に対する色欲がないか見定める。

　やがて何も下心はなさそうだと理解したあと、美桜に向かって手を差し伸べた。

「美桜、そろそろ帰ろう。運転手も心配していた」

「はい。申し訳ございません。先生、それではこの辺りで失礼致します」

「ええ、また教室で」

「妻がお世話になりましたので、ここの会計は持たせて頂きます」

　涼真はスッとテーブルの上にあった伝票を手にし、よそ行きの笑みを浮かべて一礼をした。

　美桜は涼真に手を握られ、会計を払った彼に連れられて外に出る。

　暗くなりかけている街中を進み、涼真はそのまま近くの駐車場に向かった。

「あの……涼真さん」

「話は車に乗ってからだ」

　すげなく言われ、美桜は目を伏せて「はい」と返事をした。

　やがて待機していた車に乗り込むと、涼真が溜め息をつく。

「……ご、ごめんなさい……。あの、先生とは変な事はなくて……。ただ今日の菊花展や教室について会話に花が咲いてしまって……」

「分かってる」

　前を向いたまま涼真が応え、また溜め息をついた。

　運転手が車を走らせ、窓に映る都内の景色が流れてゆく。

（どうしてこう……、上手くいかないんだろう）

　悲しくなった美桜はきゅっと唇を噛むが、涼真の手は美桜の手を握ったまま離れない。

　彼の手の温かさを感じられているから、まだ自分は見捨てられていないのだと分かり、安心する事ができた。

　自宅のマンションまで戻ると、涼真はそのまま美桜を和室に連れて行った。

「え？　……えっ？　涼真さん？」

　和室の床の間には、美桜が生けた花がある。

「座って待っていろ」

　静かに、けれど威圧感のある声で言われ、美桜は畳の上に正座をした。

　涼真は一度和室から出て行って、すぐに手に様々な種類の花を抱えて戻って来た。

　近いうちに華道教室でも展示会があるので、美桜は練習をしようと花を買ってきては生ける練習をしていた。

　家政婦に頼んで花屋から花を取り寄せ、テーマに沿ってどんな花でも生けられるように……という練習だ。

　だから家には常に様々な花があった。

　涼真はその花を持ってきて、美桜に向き直る。

　手を伸ばして和室の隅にあった座布団を二枚取り、縦に並べた。

「この上に横になりなさい」

「あ……」

　横になれと言われただけで、美桜は何となくこの先の展開を察してしまった。

　じんわりと白い頬を染め、けれど夫の言う事には従わなければいけないと思い、座布団の上に尻を乗せる。

「仰向けに」

「……帯が、潰れてしまいます」

　お太鼓結びなので、成人式で着る着物の帯ほど、立体的な結び方ではない。だが仰向けになって美桜の体重が掛かれば、帯にも変な跡がついてしまうだろう。

「駄目になってしまったなら、新しいのを買ってあげるから。早く」

　四の五の言わせない圧があり、美桜は抗うのを諦めて座布団の上に仰向けになった。

　涼真は無言で美桜の上に四つ這いになり、手で顎をクイ、と持ち上げる。

「…………」

　涼真の静かな表情の奥に、燃えたぎるような怒りと嫉妬を感じた。

　黙って彼の瞳を見つめ返した美桜の喉が、コクンと鳴る。

「君は、俺のものだ」

　何度も繰り返された、呪文にも似た独占欲の言葉が脳髄を冒す。

「……はい」

　とろりと目を細めた美桜は、微かに頷いた。

　その返事を聞いてから涼真が顔を傾け、美桜にキスをする。

　唇の柔らかさを確認するかのように優しく押しつけたあと、何度も啄んでは舐め、また啄む。

　怒っていても、涼真のキスは愛情に溢れている。

　彼がいつもつけている香水の香りを深く吸い込み、美桜の頭がジン……と甘く蕩けた。

　つくづく、嗅覚というものは性欲に直結していると思う。

　涼真の姿を見ただけでも愛しい気持ちになり、彼に抱かれたいと思う。加えてこの蠱惑的な雄の香りを嗅ぐと、まるで行為の最中のように本能が涼真を欲してならない。

「ぁ……、はぁ……」

　自然に美桜は涼真の舌を求めて小さく口を開いた。すると涼真はそれに応えるかのように、美桜の口腔に舌を差し入れ、唇の内側をくまなく舐めてくる。

「ん……、ン、ふ」

　くちゅ、ぷちゅと小さな水音がし、頭の奥がジィンと気持ちよさに痺れる気がした。

　れる、と涼真の舌が美桜の小さな舌に絡みつき、ツルリとした側面で擦っては、ベルベットのような真ん中の部分であます事なく舐めた。

「ぁふ、あ……、ぁ」

　涼真と舌を絡めて舐め合っているだけで、どんどんいやらしい気持ちになってくる。

　美桜は着物の中で膝を擦り合わせ、もじもじと腰を揺らす。

　すると涼真の手が着物の襟元に掛かり、合わせを掴んだかと思うとグッと左右に押し広げた。

「！」

　普段着物を着ていてこんな乱暴な扱いを受けた事がないので、美桜は一瞬ギクリと身を強張らせる。

　涼真は鋭敏に彼女の反応を察し、唇を離すと美桜の頭を撫でてきた。

「怖がる事はない。お仕置きだが、美桜が痛がる事や怖がる事はしない。いいな？」

「はい……」

　信頼する夫が言うならそうなのだろう。

　美桜は体の力を抜き、目だけで涼真に「信じています」と訴える。

　涼真は彼女の視線に頷き、さらに手を動かす。美桜の着物は左右に大きく広げられ、とうとう胸元から着物用の白いブラジャーが出てしまった。

「あっ……」

　美桜にとって馴染みのある着物で、こんな恥ずかしい格好になるとは思ってもいない。

　ドキドキと胸を高鳴らせていると、涼真は美桜の脚も抱え込み、きちんと着付けられている裾を大きく広げ、彼女の下半身を曝け出してしまった。

「やぁ……っ」

　すんなりとした脚の間から白いレースの下着が抜き取られ、下半身は足袋だけという姿になる。

　真っ白な腹部に滑らかな太腿。そして晒された秘部はふわりとした黒い和毛に隠され、その下にキスだけで潤った花びらがある。

「美桜……」

　陶然とした声で妻の名を口にした涼真は、身を屈めて美桜の乳房に吸い付いた。

「ん……っ、う、ん……」

　れろ、れろと繰り返し乳首を舌で転がされ、下腹部が甘く疼く。自然と溜まった唾液を嚥下し、美桜はおずおずと夫の髪を掻き回した。

　涼真は何度も美桜の乳首を舐め、たっぷりと唾液で濡れたところで、ちゅうっと口に含んでしゃぶってくる。

　反対側の乳首も指で紙こ縒よられ、美桜は「あぁ……、あ……」と甘い吐息をついて涼真の髪を何度も撫でた。

　いつも頼りになって格好いい涼真だが、自分の体――特に胸に夢中になっている時は、何となく「可愛い」と思ってしまう。

　胸を集中的に愛撫されていると、下腹部が疼いて蜜を滴らせてしまっているのが分かる。

　涼真の手が美桜の下腹部に向かい、ぷくんとした恥丘を何度も撫でた。陰毛を指の腹でサリサリと撫で、かと思えば指を揃えて梳る。

「やぁ……っ、あ……」

（アンダーヘア……、恥ずかしい……っ）

「美桜はここの毛も艶々と黒いな」

「やぁ……っ、や、……ですっ」

　恥ずかしくて両手で顔を覆うが、涼真は指先で何度もそこを撫でつけ、または毛を立たせて弄んだ。

「白い肌との対比が美しい。蜜でこんなに濡れて……いやらしくて美しいよ」

「…………っ」

　秘唇そのものを「美しい」と褒められて恥ずかしく思った事もあったが、恥毛となるとまた別の羞恥が美桜を襲う。

　本来隠すべきもの、人によってはケアとして処理した方がスマートとされる体毛を褒められても、美桜は素直に嬉しいと思えなかった。

　美桜の心情など知らず、涼真は愛蜜で濡れた恥毛を指で一通り楽しんだあと、濡れた花弁に指の腹を押しつけた。

「ひぅ……っ」

　潤った肉のスリットを上下に撫で、ヌチュヌチュと音を立てて指にすくった蜜を秘部のあちこちに塗り込めていく。

　秘唇がたっぷりと濡れたところで、涼真の中指がつぬぅっと蜜口に侵入してきた。

「んーっ、……ン」

「思う存分声を上げてみろ」

　美桜の胸元にキスマークをつけた涼真が、上目遣いに彼女を見てほの暗く笑う。

　その視線、声にすら美桜は感じた。

　これからどうされてしまうのだろう？　と半ば期待の籠もった興奮が愛蜜に変わり、夫の指を汚す。

　涼真は美桜の紅梅色の乳首を何度も舐め、ちゅっちゅっと吸い立てながら、指をヌプヌプと前後させて柔らかな媚肉を擦る。

　高級な座布団が美桜の蜜で濡れてしまった頃に、涼真はやにわに親指でピンッと美桜の肉芽を弾いた。

「あんンっ！」

　ビクッと体を震わせ、美桜が甘ったるい声を上げる。

「いやらしい声。……可愛いな」

　胸元で涼真の声が聞こえたかと思うと、彼は唇の位置を次第に下方にずらし、胸の谷間、腹部、下腹部……と顔の場所を変えてキスをする。

　そして美桜の太腿を大きく開かせると、膨らんだ肉芽にねっとりと舌を絡ませた。

「ぁふ……っ、ン、んぅ……っ」

　敏感な場所を夫に舐められ、美桜は早くも体をビクビクと痙攣させて涼真の頭を押さえる。

「ココも卑猥に膨らんで、可愛いよ、美桜」

「やぁ……っ」

　以前ホテルの鏡で自身のそこを見せつけられてから、多分普通の女性よりも陰核が大きいのだと気づいてしまった。

　恥部を美しい夫にしゃぶられ、美桜はハァハァと呼吸を荒げて快楽に耽溺する。

「んく……っ、ン、ん……っぁ」

　美桜の蜜洞を暴く指が二本に増えた。くち……と入り口を拡げて涼真の太く長い指が潜り込み、ぐちゅっぐちゅっと蜜を攪拌させながら前後する。

　同時に彼は美桜の勃起した陰核を口に含み、たっぷりと唾液をまぶした舌で執拗に舐め回してきた。

「あぁああぁ……っ、あんん……っ、ン、んーっ、ぁ、そこ……っ、ぁ、あ……っ」

　雌のペニスとも言うべく場所に涼真が口淫をし、美桜はこの上なく昂ぶっていた。内側からは指で刺激され、耳にヌチュヌチュという音が届いて酷く淫猥な気持ちになる。

　涼真の口の中で美桜の陰核は精一杯勃起し、先端の亀頭に似た小さな尖りを舌で舐められてビクビクと震えた。

「はぁああ……っ、あぁああっ、も、ダメ……っ、ぁ、あぁああっ!!」

　美桜が限界の声を上げると、涼真は顔を前後に振り立てて美桜の陰核を強く吸い上げた。指を蜜洞の最奥に押しつけ、下りてきた子宮口近くをぐぅっと圧迫して妻を追い立てる。

「んぉ……っ、ン！　んぅーっ、ぁ、――――あ、…………あぁ……っ」

　こみ上げた悦楽が限界を超え、美桜はビクンビクンッと激しく体を痙攣させて達き狂う。深窓の令嬢が獣のような声を上げ、本能のままに善がった。

　美桜がピクピクと震えたまま動けなくなってから、涼真は愛蜜にまみれた口を離し、舌でべろりと口の周りを舐め回し妖艶に笑う。

　その目には愛する妻を達かせたという達成感があり、彼の下腹部はスラックスの下でこの上なく張り詰めている。

　今すぐにも犯してやりたい――。

　そんな顔をしていた涼真だが、不意に手を伸ばして花を一輪手に取った。

　そして花鋏を右手に、無造作にパツンと茎だけを切り落とす。

「あ……っ」

　火照って敏感になった美桜の肌の上に、白いマムが置かれた。

　涼真は同じ行動を何回も繰り返し、美桜を花で飾り立てる。真っ白な肌を花で彩るだけでなく、彼女の黒髪にも花を挿した。

「美しい……。俺だけの花だ」

　できあがった『作品』を見て涼真は陶酔して呟き、ポケットから取りだしたスマホで妻を撮影した。

　頬を上気させ、トロンとした目で涼真を見る美桜は、濡れた唇で微かに微笑んだ。

（涼真さんが喜んでくれている……。私は彼の『作品』になれた……）

　やがて涼真は自分のネクタイを外し、それで美桜の両手首を縛めた。

　けれど痛くない程度の縛り方だったので、美桜も恐怖を覚える事はない。あくまでこれは夫婦の営みの一環だと分かっているので、さして混乱する事もなかった。

　強いて言えば着物を着崩される事も、花を使われる事も、普通のセックスとしてはあり得ない。

　だが美桜は自分と涼真という夫婦の間でなら、何があってもそれが『普通』だと思うようにしていた。

　他人のセックスなど知らない。涼真がどんな性癖を持っていて、それが世間的にどうなのかも知らない。おまけに美桜の陰核の大きさだって、多分普通とは違うのだろう。

　ならば〝普通のセックスはどうであるか〟など気にせず、ありのままの涼真を受け入れたいと思った。

「涼真……さん」

　シャツのボタンを数個外し、ベルトを外した涼真はスラックスの前を寛げ、大きく勃起した肉棒を美桜に見せつけた。

「美桜、これを舐められるか？」

　彼は美桜の顔を跨ぎ、頬に屹立を押しつけてくる。

「ぁ……」

　直接触れた事はないが、こんなに熱い物だと思わなかった。

　顔を傾けると、涼真のそれに唇が触れる。彼の最たる部分が愛おしくて、美桜は唇を尖らせて小さくキスをした。

　それが涼真の心に火をつけたのか、彼は美桜の唇に亀頭を押しつけてくる。

「舐められるか？」と問われたが、涼真だっていつも美桜の恥部を舐めている。できない訳はないと思った。言葉で返事をする代わりに、美桜は唇をすぼめてチュッと先端にキスをする。

　それからおずおずと、舌で滑らかな亀頭を舐め回した。舌の平らな部分で撫でるように、夫の弱点を丁寧に愛する。

　どうすれば涼真が喜んでくれるかは分からないが、気持ちを込めてペロペロと何度も舐めた。

　先端にある小さな孔から何かしょっぱい物が漏れ出ていて、美桜はそれを舐めては自身の唾液と絡め、ゴクンと嚥下する。

（涼真さんの味……）

　いつも涼真に舐められて奉仕されているからか、自分から同じ事ができるのが堪らなく嬉しかった。

　技術も何もないが、美桜はただ愛情を込めて涼真の先端を舐めた。口に含むという概念すらなく、ただ子猫がミルクを舐めるようにペロペロと舌を動かす。

「……いい子だな。ありがとう」

　涼真は美桜の頭を撫で、かすれた声で礼を言って腰を引く。

　そして避妊具をつける事なく、美桜の泥濘んだ秘部に彼女の唾液で濡れた先端を押しつけた。

「んぅ……っ」

　ぬるんっと蜜で亀頭が滑り、陰核を強く擦られ美桜が呻く。

「感じるか？」

　それに気づいた涼真は、ヌチヌチと腰を細かく揺らして亀頭で彼女の陰核をいじめた。小ぶりなペニスにも見える美桜の陰核は、巨大な肉棒に蹂躙され捏ねられている。

「っあぁあん……っ、ン、ぁ、やぁ……っ！　ぃ、挿い入れて、くだ、さ……っ」

　腰を振り立てて美桜がねだると、涼真は彼女にキスをし微笑んだ。

「分かったよ。いやらしい俺の奥さん」

　低く艶やかな声に、美桜の顔がボッと燃えるかのように熱くなった。

　そして肉竿を手で支えた涼真は、ぐぷ……と先端を小さな蜜孔に押し込んだ。

「っあん……っ、ぁ、……ああ……」

　涼真の大きな肉竿がズブズブと美桜の中に埋まり、はち切れんばかりに膨張したそれが美桜の小さな肉孔を圧迫する。

　入り口の小さな粘膜を引き延ばされる感覚すら、今は気持ちいい。

「あぅ……あ、硬……い……」

　下腹部に熱棒を押し込められたようだ。それは熱く、硬く漲って美桜を苛む。

「ここ、だろう？」

「っひぁうっ!!」

　突如、涼真が美桜の陰核を指で摘まみ、その裏側を亀頭でぐりっと突き上げた。

　全身を雷のような強い淫激が突き抜けたかと思ったほどなのに、涼真は蜜をまぶした指でちゅこちゅこと美桜の陰核を扱き、腰を細やかに揺さぶる。

「っひぁ、あ、あーっ！　あぁあっ、やぁあっ、それだめっ、あぁ、あっ」

　体を暴れさせ快楽を表現したいのに、両手を縛められていて上手くできない。結果、体の奥に熱が燻り、美桜は与えられる刺激に過剰に反応した。

「美桜……っ」

　妻の陰核を指で扱いたまま、涼真はずんずんと奥を突き上げて彼女を征服する。

「っあく……っ、ん、あ、あぁああっ、あーっ、ぉ……っ、かしく、な……っ」

　着物を中途半端に脱がされて花を載せられた美桜は、体を激しく前後に揺さぶられ凄まじい快楽に呑まれる。

　硬い亀頭にぐりぐりと最奥をいじめられるだけで、目の前が明滅して体が勝手に痙攣する。

　喘いでいるのだか泣いているのだか分からない声を上げ、美桜はのたうち回って何度も絶頂した。

「美桜、夫以外の男と外で二人きりで会ってはいけない。いいな？」

　押し殺した涼真の声がする。

　圧倒的な淫悦を体に刻み込まれたそれは、確かに〝お仕置き〟だった。

「悪い子には体に教える」という涼真の仕置きは、被虐的な美桜には実に効く。

「は……っ、ぃ、も、……しませ……っ」

「美桜は可愛くて美しい。男なら誰もが目を奪われる妖艶な美女だ。君はそんなつもりはなくても、君が微笑むだけで男は『自分に気がある』と思ってしまうかもしれない。それに夫を心配させるのは、妻としていけないだろう？」

「んーっ、は、はぃ……っ」

　脳の一部がジンと痺れ、涼真の肉棒と指、耳に入る言葉しか認識できない。

　膣奥からドロッと温かい蜜が溢れ、涼真の屹立と指を濡らしても、美桜は自覚できなかった。

　けれど涼真は違う。玉子の白身にも似たそれを指ですくい、美桜の目の前でネト……と伸ばしてみせる。

「美桜、こんなにトロついた蜜を垂らして、いやらしいな？」

「あ……っ、あーっ、ぁ……」

　顔を真っ赤にした美桜は、目を細め羞恥に悶える。

　しかし美桜はどれだけ涼真に攻められても、相手が愛する夫だからこそ「嫌だ」という感情を持たなかった。

　むしろ彼の手によって淫猥な自分をどんどん開発され、未知の自分に酔いしれている。

「気持ちよさそうな顔をしているな。あの華道家の先生に、君のいやらしい突起を舐めてもらうというのはどうだ？」

　ぷるん、と美桜の陰核を指で弾き、指で扱き上げて涼真が口先の嘘を言う。

「……っ、いやっ！　嫌です！」

　だが美桜はそれを想像しただけで、ゾッと全身を粟立てて拒絶を示した。

「あんなに仲よさそうにしていたのに、美桜の大好きな事をされるのは嫌なのか？」

　夫の意地悪な問いかけに、美桜は涙を零して首を振る。

「涼真さんじゃないと、嫌なんです……っ。お願い……っ、もうよその男性と二人きりになりませんから、そんな意地悪、二度と言わないで……っ」

　小動物のように黒目がちの目が、うるうると涙を纏って夫を見上げる。

　美桜の縋る視線を受け、涼真の肉棒は妻の膣内でさらに硬く大きくなった。

「約束だ」

　涼真は片手でサラリと美桜の頭を撫で、愛しげに頬から顎へと指を這わせた。

　その優しい手つきに美桜は感じ入り、また新たな涙を零す。

「理解できたいい子には、ちゃんとご褒美をあげよう」

　涼真が慈悲深い笑みを浮かべたかと思うと、美桜の帯の辺りを掴み、ずんっと一番深い所まで亀頭を叩き込んだ。

「あぅ……っ!!」

　あまりに深い部分まで熱杭が刺さり、美桜は口をパクパクと喘がせて涎を垂らす。

　そこから先は、夫が妻を独占するためのマーキングとなった。

　ぐちゅぐちゅにちゃにちゃと凄まじい音を立てて野太い肉棒が美桜の蜜洞を前後し、どろりと白い蜜が座布団に滴る。

「美桜……っ、……俺以外の男を見るなっ」

　前後に揺さぶられる美桜の白い乳房の振動に負け、谷間に載っていたダリアがポトッと畳の上に落ちた。

　辺りは花の香りで充満し、それに美桜の甘酸っぱい蜜の匂いが加わってさらに涼真を燃え立たせる。

　この上なく興奮して怒張した肉棒に媚壁を擦られ、硬い亀頭に柔らかな子宮口を何度も押し上げられた。

「あぅっ、あ、あーっ、う、うぅううっ、んぅーっ、ん、んぁ、あ、あ」

　立て続けに甲高い嬌声を上げる美桜は、わななく唇を閉じられず涎を垂らしたままだった。力の入った指先で畳をガリガリと引っ掻き、足袋を履いた足に力が入り腰が浮く。

　どちゅっと最奥まで突き上げられた瞬間、意識が真っ白な世界に飛んでしまった。

　自分が何を言って喘いでいるのか分からず、熱く蕩けた秘部で何度飛沫を上げたかすらも自覚していない。

　最奥まで屹立を押し込んだ涼真が腰で円を描き、硬い切っ先で美桜の本能をこじ開けようとする。

「ああぁああぁ……っ、あーっ!!　ダメぇ、ダメ……っ！　死ぬ……っ、死んじゃうっ」

　過ぎた快楽は死の恐怖にも似ている。

　ビクビクと痙攣して戻れなくなった美桜は、ひいひいと喘いでこの行為の終わりを望む。だが旺盛な食欲を見せる女陰は、勝手に蠢いて涼真の精を欲しがっていた。

「っ、締ま、――る」

　涼真が低く唸り、美桜の腰を秘部が天井を向くまで持ち上げて、真上から貫いてきた。

「あぐっ、ぁ、あう、ああ、あぁあ、はぁあ、ぅううっ」

　遠慮会釈もなく肉棒で蜜洞を掘削され、美桜は涙を流して悶え抜く。

　美桜の白い下腹部にどろりとした蜜が流れ、主の体を逆流してくる。涼真が烈しく腰を叩きつけるたび、結合部から蜜が飛び散って着物やはだけた美桜の胸元、顔まで飛んだ。

「美桜……っ、美桜っ」

　ふっくらと爛らん熟じゅくした彼女の膣内で、夫の怒張が大きく膨らんだかと思うと、ビクビクッと跳ねて最後の時を迎えた。

「ぁ……っ、美桜……っ」

　肺から絞り出すような声を出し、涼真が陶酔した表情になる。

　煮えたぎったドロドロの熱が、彼の眼差しに変わって妻を射貫く。潔癖そうな唇を赤い舌が舐め、それが得も言われぬほど妖艶だった。

（ああ……。涼真さん、私の体で絶頂してくれている……）

　うっとりと目を細めた美桜は、自分の体内で彼の分身が暴れ回っているのをとろりとした心地で感じる。

　美桜の膣内で涼真の肉棒が脈打ち、生温かい精液をびゅるびゅるとまき散らす。最奥の子部屋の壁を真っ白に塗り潰し、早く孕めと訴えていた。

「んーっ、……ん、……ぅ、んーっ」

　びくびくびくびく、と蜜洞が痙攣して止まらない。

　涼真が子種を最後まで吐き切った頃、美桜は完全に意識を失っていた。






第五章　二人で食い散らかすは、甘美な罪の果実








　涼真の態度が、少しぎこちない気がする。

　和室で体を重ねて以来、特に涼真に怒られるような事はしていない。だが美桜は何となく違和感を覚えていた。

　話し掛ければ普通に返事をしてくれるし、一緒に出掛けて食事をして笑い合える。夜だって今まで通り濃厚に愛してくれるし、夫婦生活は何も変わっていない。

　けれどどことなく、涼真と自分の間に見えない壁があるように感じられるのだ。

（涼真さんとは何もかも分かり合えて、きちんと夫婦になれているはずなのに、どうして……）

　色々考えても、原因となるものはハッキリしない。

　加えて一度は解決したはずの要因――進の死が理由なのでは？　と思い始め、モヤモヤとした感情が止まらない。

（やっぱり涼真さんは、進さんを奪った私を恨んでいる？　私さえあの日ドライブに行く事に頷かなければ……）

　思い出せる事は少ない。

　美桜自身、あの事故の時に何が起こったのか正確に理解していなかった。

　気が付けば病院にいたし、進がどれだけ苦しんで、涼真たち家族がどれほど嘆いたか、きちんと把握しきれていない。

　あの頃の自分は軽い心神喪失状態にあったと言っていいし、責任能力もなかったかもしれない。

　優しい涼真も、五十島の家族たちも、本当は美桜を責めたくても「事故に遭った被害者だから」と言って、責めきれないでいるのではないだろうか。

　それを思うと、心苦しくて堪らない。

　悩めば悩むほど、美桜もまた涼真と目を合わせにくくなり、夫婦の会話もぎこちないものになってしまった。

　

　もやもやを抱えたまま十二月になり、涼真はあちこちから声を掛けられ、友人間での忘年会にたびたび出掛けるようになった。

　美桜も学生時代の友人や、実小路家の会社の同僚に誘われ出掛ける事が多くなる。

　意図的にすれ違った訳ではないが、涼真も美桜も「忙しい」という理由から、自宅で一緒に食事をする回数も減ってしまった。

（クリスマスは一緒に出掛ける予定だけれど……）

　その日、一人で留守番をしていた美桜は、家政婦が作ってくれた料理を食べ終えてから、テレビもつけずぼんやりとしていた。

　ゆったりとしたニットワンピースを着て、足元が少し冷えるのでレッグウォーマーもつけ、大きなソファの上に横になり天井を見上げている。

「涼真さん……。あなたに励まされてどん底から這い上がれました。あなたが側にいてくれるから、私は前を向いて歩けるようになったのに……。いまはあなたを遠く感じます」

　すらりとした手を照明にかざす。まるで涼真の手に握られるのを望むように、上へ上へと手を伸ばした。

　けれどこれ以上手を伸ばせなくなったところで、美桜はパタンと手をソファの上に下ろし、溜め息をついた。

「今日も忘年会か……。お友達が多いものね。五十島重工の社長さんだし……。会社関係なら私も同席できるけど、仲のいいお友達同士の席には混ざれないし」

　涼真がいま一緒に酒を飲んでいる顔も知らない相手を思い浮かべ、美桜はジワッと嫉妬した。

「いいな。私も涼真さんの友人になりたい。あの人の考えている事を何でも話してもらえる人になりたい。……涼真さんをもっと知りたい……」

　結婚してもなお、美桜は涼真を好きで堪らなかった。

　美桜の女友達が「二人して『好き』っていう目をしていて、恋夫婦だね」とからかわれたが、恋をするという事は辛い事だと今の美桜は身を持って知った。

「……早く、涼真さんの事で悩まない、どっしりと構えられる妻になりたい」

　か細く呟かれた声は、誰にも届かない。

　

　美桜が家で悩んでいる頃、涼真は学友との飲み会で、珍しく悪酔いしていた。

　酒そのものには強い方なのだが、最近ストレスを抱えていた事もあり、酔いが変な方に回ってしまったらしい。

　吐くまでいかないし眠りもしない。

　ただ気分が悪く、苛々として愚痴を吐いてしまっていた。

　普段の涼真ならあり得ない姿に、友人も「よほどなんだな」と同情の目を向けている。

「新婚なのにそんなに奥さんと折り合いが悪いのか？」

　中学生時代からの親友の明あけ野のに背中をさすられ、涼真は緩く首を左右に振る。

「喧嘩している訳じゃない。美桜は……本当によくやってくれていると思う」

「じゃあ、何なんだよ」

　学友との忘年会と言っても、涼真は学生時代は狭く深く付き合うタイプだったので、今日の飲み会は明野とサシ飲みだ。

　明野は大企業の重役に就き、社会的地位・責任もあり、人間性も信頼している。

　品のあるバーで飲み、そこで二人は日々溜め込んでいたものを吐き出していた。

　よく喋る明野が会話の主導権を握っていたが、その間に涼真の酒が進んでしまった。「そういえば涼真はどうなんだよ」と話題を振られ、現在に至る。

「……この間、嫉妬して怒りに任せて酷い抱き方をしてしまった」

　涼真の呟きに、明野は「あー……」という顔をする。

「奥さん、嫉妬させるような事を何かしたのか？　浮気とか」

　明野の言葉に、涼真はムッとして顔を上げた。

「美桜はそんな女じゃない。菊花展を見に行って、華道の先生と偶然会ったからお茶をした程度だ」

「華道の先生って男か？　その男が奥さんに色目使ってたとか？」

　あくまで涼真の味方でいようとしてくれる友人の言葉に、彼は目を眇すがめてあのときの事を思い出す。

「……美桜にいやらしい目を向けていたようには見えない……が。……俺の心が狭いんだ。美桜の事が好き過ぎて、周りの男全員が敵に思えてしまう」

　涼真の言葉に明野は先ほどとはまた違った「あー……」という顔になる。

「お前、奥さんの事ずっと想ってたもんなぁ」

「……そうだ。ずっとずっと……もしかしたら、初めて紹介された小学生の頃から、美桜の事しか考えていなかったかもしれない」

「モテる癖して学校の女にはまったく靡なびきもしないで、ずっと兄貴と二人して奥さんを見守ってたんだっけ」

「美桜以外の女にモテても嬉しいと思えない。……俺がほしいのは、美桜ただ一人だけだった。それなのに美桜は優しいから、兄貴にも俺にも同じように接してくれる。兄弟に差を作ってはいけないと思っての事だろうが、俺は……。もっと俺だけを見てほしかった」

　明野に言われるまま、涼真は酔った勢いで美桜への気持ちを解き放っていく。

　そんな涼真を見守る明野は、普段口下手な涼真をこのようにしてガス抜きさせるのが自分の役目だと思っている節がある。 

「お前の兄貴もできる人だったからなぁ。オールマイティに何でもこなせて、人脈も広くて明るいカリスマ。お前だって個人の能力で見ればどえらいハイスペックなのに、お前はいっつもどこか兄貴に遠慮してたよな」

　進の話をされ、涼真はウイスキーの水割りをグイッと呷る。

「……兄貴は本当に完璧な人だった。俺も美桜の事だけを考えて生きてきたが、成長するにつれて兄貴がいずれ美桜と結婚するんだろうと察した。……それでも『譲りたくない』という思いがどうしてもあって……。きっと聡い兄貴の事だから、俺の気持ちも分かっていたんだろうな……」

　涼真の言葉に、明野は窓の外の夜景を見ながら、ポンポンと涼真の背中を叩く。

「話を聞いたけど、今の奥さん、もともとは兄貴の婚約者だったんだって？　奥さんの気持ちはちゃんと掴んでるのか？」

　心配するような声に、涼真は苦く笑う。

「それは俺が自分自身に聞きたい。兄貴を喪ってどん底に落ちた美桜を救ったのは、俺だと自負している。でもどう足掻いても、死人には勝てない。もし美桜の心にまだ兄貴がいるのなら、俺は一生〝二番手の弟〟のままだ」

　涼真の言葉に、明野は溜め息をつく。

「気持ちも分かるけどさ、奥さんの事も信じてやれよ。上手くやれてるっていう事は、奥さんに愛してもらってるんだろ？　ちょくちょくあちこちで見かけるけど、仲よさそうだし」

「……そう……だな。周りからはよく『理想の夫婦』と言われる」

　ウィスキーのグラスを片手に、涼真はぼんやりと夜景を見る。

　黒々とした夜闇に、都会のネオンがくっきりと浮かび上がっていた。その中に美桜の姿を探そうとし、――無意識に溜め息をついた。

「美桜さんだっけ？　楚々とした花のようで可憐で羨ましいな。お前とお似合いだ」

　羨むような明野の言葉に、涼真は苦笑する。

「涼真は良くも悪くも思慮深い奴だと思ってる。考えすぎて本来なら一言で済むものも、あまり言葉にできてないんじゃないか？　家庭円満の秘訣は、何かあったらすぐ『ごめん』と『ありがとう』『愛してる』を言う事だって、俺は親父から教わったね」

　明野の言葉に、涼真は酔い冷ましのチェイサーを飲みつつぼんやりと考えた。

（俺、美桜に『愛してる』って言ってたか……？）

　考えようとしたが、酔いで頭が回らない。

「……美桜に会いたい。帰る」

　フラリと立ち上がった涼真を、明野が「おっと危ない」と支えた。

「涼真、いつになく酔ってるな。大丈夫か？　俺ももう帰るから、タクシーで送るな」

「すまん」

　明野が肩を貸してくれようとしたが、涼真はよろりと歩き出し会計に向かう。

「俺の愚痴に付き合ってくれたから、今日は俺が持つ」

「いいって、涼真」

　明野はそう言うが、涼真は「一回で」と言ってカードで精算してしまった。

「じゃあ、タクシー代は俺が持つよ」

「いや……いい……」

　そんな事を話しながらも、二人はエレベーターで一階まで下り、流しのタクシーを拾って乗り込んだ。

　

　寝ようと思った時間になり、美桜のスマホに電話がかかってきた。

　液晶画面には『涼真さん』の文字があり、美桜はパッと気持ちを明るくして電話に出た。

「もしもし、涼真さん？」

『あー、美桜さんですか？　涼真の学友の明野と申します。今日一緒に飲んでいたんですが、涼真のやつ珍しく潰れかけてて……。悪いんですが、眠たいと思いますがタクシーで送っていくので、受け取ってもらえますか？　今、タクシーの中で、涼真は眠ってます』

「は、はい！　夫がお世話になっております」

『あと十分もしないで着きますから。では』

「はい」

　電話を切ってから、美桜は慌ててマンションの外まで迎えに行けるよう、部屋着の上にコートを羽織った。

　玄関でムートンブーツを履いて部屋の鍵を閉め、エレベーターホールまで歩く。

「……ふふ。『夫がお世話になっております』って言っちゃった。ちょっと憧れていたんだよね」

　深夜近くになり、エレベーターはどこの階にも引っかからずすんなりと最上階に着いた。

　ゴンドラに乗り込むと、美桜は一階のボタンを押して涼真に会える期待に胸を高鳴らせる。

「明日の朝、お粥とかの方がいいかな。どれだけ飲んだんだろう？」

　そんな事を一人呟いてから、二十四時間在駐のコンシェルジュに挨拶をし、表に出た。

　冬の外気にキュッと唇を引き結んだあと、はぁっと息を吐いてみる。

　白い呼気が風に流れていくのを見てから、美桜はエントランス前を何とはなしに歩き、涼真が着くのを待った。

　五分ほどマンションの前でブラブラしていると、門の向こうにタクシーが停まったのが見えた。

「涼真さん」

　小走りに駆け寄って通用門をくぐると、涼真が友人とおぼしき人物に肩を貸されてタクシーを降りた。

「ああ、奥さん夜分すみません。部屋まで大丈夫ですか？　こいつ結構見かけによらず筋肉質で体重があって……」

「はい、大丈夫です」

「涼真さん」

　夫に声を掛けて彼の体を請け負おうとすると、涼真が抱きついてきた。

「……美桜」

　体にズシッと涼真の重みが加わり、美桜は片足を一歩後ろに下げる。

「あーあ、駄目だな。ちょっと待ってください」

　明野は一度タクシーの運転手に何か言うと、美桜の代わりに涼真を支えてマンションに向かう。

「あ、あの。車は……」

「待っててもらうように頼みました。奥さんみたいに細い人だと、涼真を支えられないでしょう」

「すみません……」

　涼真は酔っ払って千鳥足になっている訳ではないが、具合が悪そうだ。

　三人で玄関までのアプローチを歩き、美桜がオートロックのドアを開けた。

　マンションの一階はホテルのラウンジのように広々としていて、高い天井にはシャンデリアが下がっている。ソファもまたホテルのように高級な物がズラリと並び、接客できるように喫茶店も併設されていた。

　しかし深夜の現在、当たり前に喫茶店は閉まっている。

　美桜はコンシェルジュに事情を話し、水をもらって涼真の元に戻った。

「涼真さん、お水飲んでください」

「……ありがとう」

　青ざめた顔をしている涼真は美桜から水を受け取り、ペットボトルを傾けて喉を鳴らした。

「涼真さん、本当に大丈夫ですか？　具合が悪いならお医者様を……」

　涼真の隣に座って顔を覗き込んだ美桜に、明野が笑う。

「大丈夫ですよ、奥さん。こいつ、何だかんだでちょっと精神的に参ってるだけですから」

「……明野」

　口を挟む明野に、涼真は咎めるような視線を送る。

「涼真さん、何か悩みでもあるんですか？」

　心配になって彼の手を両手で包むと、軽く手を握り返された。

「…………」

　何も言わない涼真に、明野が「ああ、もう」とうなる。

「奥さん。こいつあなたの事で悩んでいるようですから、じっくり話し合ってみてください。お互い、心の底にある気持ちはぶちまけてしまった方が、今後も上手くいくと思いますよ」

「……は、はい……」

　まさか涼真が酒でこんな風になるまで、自分の事で悩んでいるとは思わなかった。

　ショックを覚えた美桜は、平静を保ちつつ嫌な音を立てる胸元に手を当てる。

「じゃあ、俺はそろそろ車に戻ります。涼真、またな。奥さんもまた今度、うちに遊びに来てください」

「あ、はい。お気をつけて」

　美桜の言葉に明野は軽く手を挙げ、エントランスを出て行った。

「涼真さん、とりあえずお家に帰りましょう。立てますか？」

「……ああ、大丈夫だ」

　美桜の顔を見て幾分気持ちがしっかりしたのか、涼真は一人で立ち上がり美桜の肩を抱いてエレベーターホールに向かう。

　ゴンドラが下りるのを待ってから再び乗り込み、美桜は最上階のボタンを押した。

「明日の朝、何かお腹に優しい物を作りますね」

　涼真の体を気遣って朝食の献立を考えていると、グイッと抱き寄せられる。整った涼真の顔が迫った――と思った時には、美桜は唇を奪われていた。

「ん……っ」

　水を飲んだからか、酒気はあまり感じられない。

　少し冷たい唇を押しつけられ、唇のあわいをねっとりと舐められた。

「ん……ふ」

　涼真に求められるのが嬉しくて一瞬現実を忘れたが、ここはエレベーターの中だ。いつ途中の階でゴンドラが停まり、人に見られるか分からない。

　トンットンッと涼真の背中を叩くと、彼が顔を離した。

「嫌なのか？」

「そ……じゃないです。人に見られるのは嫌です。……家でなら……」

　か細い声で言った美桜をもう一度抱き寄せ、涼真が少し大きめの息をついた。

（私の事で悩んでいるって、何が原因？　至らない所があるなら、教えてもらえたら直すのに……）

　涼真に肩を抱かれたまま、美桜はこの上なく落ち込んでいた。

　

　マンションの部屋に帰り、美桜は涼真がコート類を脱ぐのを手伝った。

「体、冷えていませんか？　お風呂……、あ、でもお酒を飲んだのにお風呂は駄目ですね」

　どうすればいいのか分からず、美桜はソファに座った涼真の手を両手で握り締める。

「あ……っ」

　だがまた涼真に抱き締められ、涼真の男性らしい香水の香りを鼻腔いっぱいに吸い込んでしまった。

「……美桜。明野の言った事は気にするな」

　くぐもった声が聞こえ、忘れたいと思っていた、けれど忘れられない明野の言葉が脳裏に蘇る。

「……私、何か至らない所がありますか？　言ってくだされば何でも直します」

　絶対に涼真を手放したくない。

　彼を失いたくない。

　その一心で美桜は食い下がる。

　みっともないと思われたとしても、涼真を不快にさせている原因があるなら知りたかった。知った上で、改善する猶予をもらいたかった。

「美桜は何も悪くない。俺の問題だ」

　下ろされた美桜の黒髪を梳り、涼真は否定する。

　むぅ……と美桜は唇を尖らせた。

　両手を突っ張らせ、涼真の胸板を押し返す。

　自分の意見や言葉を通すのは苦手だが、これは夫婦の問題なので自分が頑張らなくてはいけない。ここでいつも通り引き下がって〝大人しい、いい子の美桜〟になっても、誰も何もしてくれない。

　そう自分に言い聞かせ、勇気を出して口を開いた。

「だって、お酒の席で私の事で悩んでいると言ったんでしょう？　私に悪い所があるなら、直したいんです。……そう言っているんです」

　最後は少し意地を張った言い方になってしまったが、ぐっと涼真を見つめる。

　意地を張る自分は嫌だし、我が儘と思われるのも嫌だ。

　けれど涼真との間に誤解が生まれ、ギクシャクしたままなのはもっと嫌だ。

「涼真さん、私を見てください！　……私は、あなたの妻です。あなたが優しい人だという事は分かっています。口数の少ないあなたの事だから、私が気を遣わないようにいつも言いたい事を我慢しているのだと思います」

　声を小さく震わせた美桜の言葉に、涼真が瞠目する。

「ですが、私はあなたの良い妻になりたいんです。褒められてチヤホヤされるだけでは、人は成長しません。涼真さんが私を大切に思っているのなら、どうか欠点も指摘してください。……お願いしますっ」

　最後は涙混じりの声になり、言いたい事すら涙を交えず言えない自分が嫌になる。

　涙を浮かべた美桜を見て、涼真は動揺した顔になった。

「……泣かなくてもいいだろう」

「な、泣いてる訳ではありません。自分の言葉を強く伝えるのが苦手なだけで……」

　ゴシゴシと乱暴に目元を手で拭うと、その手を涼真にやんわりと掴まれる。

「目に傷がつく。乱暴にするのはやめるんだ」

　心配した言い方は、美桜がずっと前から知っている〝幼馴染みの涼真さん〟のものだった。

「……うぅ……っ」

　やっぱり好きだ、と思った美桜はぶつかるようにして涼真に抱きつく。

　その背中を涼真はポンポンと撫で、息をついた。

　今度は困ったような溜め息ではなく、「仕方ないな」と苦笑するような吐息だ。

　涼真と付き合いが長いからこそ、美桜は彼の一挙手一投足で細やかな感情が分かる。

「美桜に欠点があって悩んでいるんじゃない。君は結婚してから色々よくやってくれているし、五十島家の嫁として満点だ」

「じゃあ……？」

　目を潤ませた美桜が涼真を見上げると、彼が苦く笑う。

「俺の気持ちの問題だ。……情けない話だが、美桜に心から愛されていると自信を持てないでいる。美桜の心にはまだ兄貴がいて、本当なら兄貴と結婚したかったんじゃ……と思うと、毎日幸せなのに、ふと冷静になってしまうんだ」

「え……？」

　思いもしない事を言われ、美桜は目を瞬かせる。

　確かに進の死で深く傷ついたが、それを癒やしてくれたのは涼真だ。

「私……、失礼を承知で言えば、進さんをそんな風に思った事はありません」

　今度は涼真が軽く瞠目する。

　今まで気づかないところですれ違いがあったのだと理解した美桜は、懸命に自分の気持ちを伝えた。

「確かに幼馴染みである進さんを喪って、私は深く傷つきました。一緒に事故に遭ったというのに、私だけ生き延びて五十島家の方々に申し訳ないと思っていました。けど、私を救ってくれたのは涼真さんです」

　美桜はそっと彼の頬に触れ、男性にしては滑らかな肌を指先でさする。

「涼真さんがいてくれたから、私は立ち直れました。辛い時に側で支えてくれたあなただから、私は結婚しても一生一緒に生きていけると思いました。涼真さんはあのクリスマスの日に、私に星空と手作りの温かいご馳走をくれました。……私、あれ以上に素敵なプレゼントを知りません。涼真さんには、心が温かくなるものを沢山もらいました」

　涙が零れ、美桜は涼真の手を握ると自分の頬に押し当てる。

「……兄貴の事は愛してはいなかったのか？」

　控えめな問いかけに、美桜は小さく首を横に振る。

「……こう言ったら軽蔑されるかもしれないと思って、怖くて言えなかったのですが……」

「いい。何でも言ってくれ」

　涼真の声に励まされ、美桜は揺れる瞳で夫を見つめる。

「私、恋をしている自覚はなかったのですが、ずっと前から涼真さんを目で追っていました。けれど、実小路家と五十島家が家ぐるみで付き合っている環境の中、十代後半には『いつか長男である進さんと結婚の話があるかもしれない』と思うようになりました。進さんもきっとそのつもりだったと思います」

「……そう、だな」

　涼真は小さく息をつく。

　先に告白をしたから美桜は涼真の恋人になると言えるほど、歴史ある家、資産家の子供の恋愛は容易くない。

　それは美桜も涼真もよく分かっている。

　美桜は下手に一般人の男性が近付けない環境で育てられたし、涼真や進も男なので多少夜遊びは大目に見られても、決して子供は作るなと言い聞かされていた。

　実小路家、五十島家のレベルでは、「子供ができたから育てます」という訳にはいかない。

　相手の家柄や社会的立場、家系図を遡って犯罪者が出ていないかどうか、病気を持っていないかをＤＮＡ検査され、家に相応しくないと判断されたら相応の手切れ金を用意されるだろう。

　そして婚外子の存在は、五十島家から隠されたかもしれない。

　子供一人作るにしてもそこまで神経質になる家柄だからこそ、美桜が生まれた時から親しくしてきた五十島家の兄弟――どちらかと言えば長男といずれ結婚する……という流れはごく自然なものだった。

「進さんは相対する人全員に優しい人でした。とても良い方できっと世の中の女性の理想を体現した人だったかもしれません。……けれど私にとって進さんは光り輝く太陽すぎて、逆に何を考えているのか、私をどう思っているのか分からなかったんです」

　美桜の言葉を、涼真は黙って聞いている。

　話しながら、美桜はずっと進に抱いていた、ほんの僅かな違和感の正体に気づいた気がした。

「私はいつの間にか、進さんの太陽のような平等な優しさより、涼真さんの私だけを見てくれる気持ちを嬉しく思うようになっていました。三人でいても、気が付けば私は涼真さんを意識してしまっていたんです」

「……本当か？」

　涼真の声に僅かに喜色が籠もる。

　彼の視線に熱が宿り、美桜はそれを微笑んで受け止めた。

「本当です。今までは三人で過ごす事が多かったので、どちらが好きと明確に言う事は避けていました。けど……。何かあるごとに、私が『救われている』と感じたのは涼真さんでした。だからあの日、梅林で涼真さんから告白されてとても嬉しかったんです。ファーストキスも涼真さんが相手で、天にも昇る心地でした」

　泣き笑いの表情で伝えると、涼真も照れくさそうな、嬉しそうな顔をする。

「そうか……。なら、良かった。あのとき、美桜の気持ちも考えず強引にしてしまって、嫌われていなかったか心配していたんだ」

　いつも通り優しく思いやりのある涼真の言葉に、美桜は「いいえ」と首を横に振った。

「……嬉しかったんです。初恋が実ったんですから」

　ふ……と友人に以前『恋夫婦』と言われたのを思い出し、自分たちは初恋同士であるから、『初恋夫婦』でもあると思った。なんだか嬉しくて、美桜は微笑む。

「でも狡い私は、進さんとの婚約話が出てしまって、涼真さんの気持ちに応えていいものか分からず……。返事をするのを先延ばしにしていたら、あの事故が……」

　美桜の告白を聞いて、涼真は彼女の背中をポンポンと優しく撫でた。

「すまない。俺の方こそ狡かった。あのとき兄貴が美桜と婚約すると分かっていたから、せめて気持ちだけでも知ってほしいと思って告白してしまった。俺は美桜が困ると分かっていながら、自分の気持ちを押しつけたんだ」

　涼真が自分の狡さを告白するが、それすらも美桜は愛しくて堪らない。

「いいえ。私は嬉しかったです。あの時に涼真さんの気持ちを知れたから、きっと今こうしてあなたの妻になれているんです」

　ぎゅっ……と涼真を抱き締め、美桜は声を震わせる。

「私こそ、五十島家の長男であった進さんを奪ったのは、自分の責任だと思っていました。五十島家の皆さんは優しいから表立って責めないけれど、本当は憎まれているんじゃないかって……。考えると怖くて堪らなかったんです……っ。信じられなくてごめんなさいっ」

　自分こそ涼真を疑っていたという秘密を吐き出し、美桜は静かに涙を零す。

「……もういい。美桜が罪悪を感じるなら、俺だって罰せられるべきだ。俺は兄貴が死んだ事で自分に美桜との縁談が回ってきて、正直喜んでしまった。兄貴が死んだから俺が今、美桜の夫になれている。……呆れるだろう？　これが俺の本音だ」

「…………っ」

　恐らく涼真が本当に心の奥底に隠していただろう本音を聞き、美桜はブンブンと首を横に振る。

「私も同じです……っ。涼真さんと結婚できて、初恋のあなたの妻になれて喜んでいました……っ。だから、私……っ」

　頬を伝う涙を、涼真がペロリと舐めた。

　心に傷を負った者同士が見つめ合い、苦く笑う。

「美桜、俺たちは〝今〟を生きよう。過去に囚われず、これから先を見て一緒に歩いて行くんだ」

「……はいっ」

　新たな涙を零した美桜の唇を、涼真が塞いだ。

　とろけるように柔らかな唇を与えられ、美桜は歓喜に打ち震える。

　――好き。

　――涼真さんが好き。

　――たとえ地獄に堕ちて進さんに怒られても、生きている間はこの人だけを愛したい。

　溢れる想いを涙に変え、美桜は懸命に涼真の唇を吸った。

　ちゅ、ちゅ、と何度も唇を啄まれ、そのうち互いの舌が絡み合う。柔らかく温かな舌をすり合わせ、口腔にトロリと垂れた二人分の唾液を嚥下した。

「ん……っ、ン、……ぁ、はぁ……っ」

　深く口づけたあと、涼真は美桜をグイッと抱き上げ、そのままベッドルームまで運ぶ。

　上質なマットレスの上に下ろされた美桜は、目の前で涼真が性急な手つきで服を脱ぐ姿を欲の籠もった目で見る。

「美桜……。後ろを向いて」

「はい」

　上半身裸になり、ベルトを外している涼真に言われ、美桜はベッドの上でもそもそと反対を向いた。

　後ろから涼真のスラックスがストンと床に落ちる音がしたかと思うと、美桜の腰に彼の手が這わされる。

　四つ這いになるよう腰を上げられ、ニットワンピースの裾が捲り上げられた。

「手を挙げて」

　言う通りにすると、涼真の手にスルリとニットワンピースが脱がされた。

　キャミソールも脱がされ、ブラジャーのホックもプツンと外される。足元に溜まっていたレッグウォーマーも外され、最後にショーツをねじり下ろされた。

「あぁ……」

　全裸にされて心許なくなり、美桜は涼真にお尻を向けたままチラリと彼を振り向いた。

「大丈夫だ」

　温かな掌で背中からお尻を撫でられ、その温度にまた吐息が漏れる。

「美桜……。君は美しい。肌は白くて滑らかで、ウエストはキュッと括れている。それなのに尻は肉感的で張りがあって……。誰にも見せたくない、俺だけの宝物だ」

　うっとりとした涼真の声と共に、言葉にした部分を手で撫でられる。

「ん……。あ……、嬉しい……です」

　今までエステや脱毛などに行き体を手入れをしていたのも、密かに涼真のためだった。

　まだ彼の気持ちを知る前から、「いつか涼真さんと親密な関係になれたら……」と思い準備をしていたのだ。

　実小路家のお嬢様として最低限体を美しく保つという事情もあるが、美桜の気持ちは常に涼真にあった。

「涼真さんのために磨いた体です。……旦那様、たっぷり愛してください」

　か細い声で、けれどきちんと自分の望みを伝えると、涼真が美桜の肩にキスをしてきた。

「……俺の物だ」

　唇を押しつけられ、やがて涼真がじんわりと美桜の皮膚に歯を押し当ててくる。

「……あ……」

　ジワッ……とした痛みが肩から体の奥に届き、美桜の深部が被虐的な悦びを得た。

「気持ちいいのか？」

　両手で美桜の乳房を揉み、涼真が耳元で尋ねてくる。

「……きもち……です」

　美桜は自分の恥部を隠さず、曝け出せる気持ちになっていた。

　心の奥底にあった罪悪感や狡い感情もすべて涼真に見せ、彼は受け入れてくれた。これ以上涼真に隠すものは何もなく、生まれ変わったような心地だ。

「美桜が望むように虐めてやろう」

「……ぁあ」

「虐めてやろう」という言葉が、ズン……と下腹部に響いた。

　――そうか。私は涼真さんに酷い事をされるのを望んでいるんだ。

　――涼真さんになら、身も心も虐められても構わない。

　――ううん、むしろこんな私に甘い罰を与えてくれるなら、喜んで受けたい。

　トロトロと、心の奥底からはしたない願望が溢れ出てくる。

「わ……私に……。罰を与えてください」

　腰を揺らした美桜は、項垂れて涼真に従順さを示す。

　乳房を両手で捏ね回す涼真が、その言葉を聞いて何を思ったのかは分からない。けれど涼真の手が美桜の脇を伝って臀部に至り、彼が受け入れてくれた事を察した。

「……本当にいいのか？」

　シュルリ、と美桜のお尻をまるく撫で、涼真が尋ねてくる。

「……はい」

　こくんと頷いた美桜の返事を聞き、涼真は尻たぶに当てた手でピタピタと美桜の肌を打つ。

　そして手が離れたかと思うと、ピシャンッと音を立てて美桜のお尻が軽く叩かれた。

「あん……っ」

　表面的な軽い痛みに、美桜はぶるっと体を震わせる。

　同時に体の深部から、トロッと蜜が滴ったのが分かった。

　――進さん、ごめんなさい。

　心の奥底にあった悔恨がくっきりと浮かび上がり、美桜は唇から「ごめんなさい」と自然に懺悔の言葉を零していた。

「美桜」

　これでいいか、という意味を含んだ声に、美桜は陶酔しながら返事をした。

「もっと……ください」

　無言で涼真は美桜の尻を撫で、そこにもう一度、今度は強めに手を振り下ろした。

「あぅっ」

　パンッと乾いた音がし、美桜の恥骨から背骨、そして子宮にじぃん……と染みるような悦楽が走った。

「……あぁ……」

　涙の雫がポタリとベッドカバーの上に落ちた。

「美桜、叩かれて濡らしているのか？」

　四つ這いになっているので、美桜は秘部を涼真に晒したままだ。

　彼の目に蜜でぬめった秘唇が映っているのだと思うと、この上なく恥ずかしい。

「いやぁ……。そ、そんな……」

　腰をくねらせ否定するも、涼真の指先がクチュリと音を立てて秘唇に触れ、何も言えなくなった。

「ほら、こんなに濡れてるぞ」

　チュク、チュクと涼真の指が何度も往復し、美桜のスリットを撫で上げる。

　彼の片手は美桜の乳房を揉み、ときおり指先でコリコリと乳首を扱いた。

「ん……っ、ん、あぁ……っ。ご、ごめんなさ……っ」

　いやらしい自分を恥じ、美桜は謝罪の言葉を口にする。

「全部、出してしまえ。わだかまっていた気持ちも、俺にしてほしかった望み、本能もすべて」

　涼真の言葉と同時に彼の指がヌプッと蜜口に入り込み、美桜はくぐもった声を上げて背中を丸めた。

「んんぅ……っ、ん、あぁあ……っ」

　涼真の指が前後し、美桜の蜜洞を探ってくる。

　彼の指はたやすく美桜の弱点を探し当て、執拗にそこを擦ってきた。乳房を揉んでいたもう片方の手も秘部に移動し、感じやすい彼女の肉芽を優しく捏ねてくる。

「んぁっ、あ、あぁ……っ、あ……っ、ん、んあぁ……っ」

「美桜。感じやすいな。可愛い……。俺だけが知っている姿だ」

　涼真の言葉の裏に「兄貴は知らない」という意味を察し、美桜は背徳感に打ち震える。

　柔らかな粘膜を指の腹で押されているうちに、ジュワッと蜜が滴って蜜口から溢れてゆく。愛蜜は涼真の手を濡らし、彼の手首までにも伝う。

　涼真が手を動かすごとに、貪欲な美桜の蜜洞はジュプジュプと音を立てて彼の指を喰らっていた。

「あぁ、ああうっ、うーっ、ん、んぅっ、う、あぁああ……っ」

　いつの間にか涼真の指は二本に増え、加えて大きく勃起した陰核を指で扱かれ、美桜は首を振り立てて喘ぎ抜く。

　美桜が首を振るたびに豊かな黒髪が揺れ、シャンプーの香りが二人の鼻腔をかすった。

「美桜の中は温かいな」

　ちゅ……と美桜の背中や腰に唇を落とし、涼真が愛しげに呟く。

「りょ……っ、ま、さんの、ゆび……っ、き、……もちぃ……っです……っ」

　美桜も切れ切れの声で気持ちを伝え、少しでも伝わるようにとキュッと下腹に力を入れた。

「知ってるよ。美桜はココをとてもきつく締め付けてくるから」

　クチュクチュと蜜壷を掻き混ぜられ、美桜はまた背中を丸めて体を震わせる。涼真の指は「どうして？」と言いたくなるほど、美桜が感じる場所を知り尽くしていた。下手をすると美桜自身よりも、彼女の体を分かっているような手つきだ。

　おまけに陰核を弄る指も、美桜の拙い自慰ではした事のない、複雑で緩急のついた動きをするので、翻弄されっぱなしだ。

「ぁく……っ、ん、ぁあ……っ、きゃ、…………ぁ、あああぁっ」

　小さなペニスのような陰核をちゅこちゅこと扱かれ、美桜はまた頭を真っ白にして絶頂した。

　体の内側からも陰核の裏側を執拗に擦られ、激しすぎる淫悦に思わず尿意に似たあの感覚がこみ上げる。

（駄目っ、駄目っ、――――だめぇっ！）

　粗相ではないと知っても、好きな人の前でいやらしい蜜潮を漏らす姿を見せたくない。

　美桜のプライドが懸命に抗うが、涼真は彼女の快感を知ってか知らずか、絶頂してもなお手を止めない。

「やぁああぁ……っ、りょ、ま、――――さんっ、だ、だめぇっ」

　涙の混じった声で懸命に訴えるが、彼はその声でいっそう高まったようだ。

「美桜、すべてを出せと言っただろう」

　膨らんでパンパンになった陰核を、涼真がヌチュヌチュと蜜を纏わせた指で扱き立てた。

「あくっ、――んーっ、ん、あぁあああぁ……っ、あっ、だ、だめぇええぇっ!!」

　せっかく何とか我慢できていたのに、涼真のとどめによって美桜はこみ上げていたものを解放してしまった。

　ブシュッと涼真の手を濡らして蜜潮が噴射され、ベッドカバーに淫らな染みをつける。

「っあぁああぁ……っ！」

　美桜は恥辱にまみれた絶望の声を上げ、顔をベッドカバーに埋めて突っ伏してしまった。

　涼真はようやく指を引き抜き、美桜の興奮しきった突起も解放してくれる。

　だが次に熱い亀頭が泥濘んだ秘唇に押しつけられ、美桜はビクリと体を強張らせた。

「ま……、待って……少し……」

「もうずっと我慢してた」

　美桜は手を前に伸ばして逃げようとするが、涼真の熱の籠もった声を聞き観念する。

　ヌトッヌトッと亀頭を花弁に滑らせて、涼真は淫刀にたっぷりと愛蜜をまぶした。そのあと、「挿い入れるぞ」と声を掛け、ぐぷりと美桜の蜜口に亀頭を押し込んだ。

「ん……っ、うーっ、う……、あ、……あぁ……っ」

　たっぷり濡れて柔らかくなった場所に、ズブズブと涼真の一物が埋まってくる。美桜は懸命に呼吸を繰り返すが、やはり彼のそれは大きいので圧迫感を覚えた。

　途中まで刀身を収めたあと、涼真は美桜の腰を両手で掴んでズンッと最後に突き上げてきた。

「ぃあっ！　――――ぁ、…………く、……ぁ……」

　最奥に染みるような疼きを覚え、美桜は目を白黒させて呼吸を止める。

　ジワァッと全身に軽い絶頂が走り抜け、もうないはずの産毛がすべて逆立つような錯覚を覚えた。

　涼真は美桜の背中に自身の胸板を押しつけ、彼女の体温を貪る。

　両手で美桜の豊かな乳房を揉み、その柔らかさを堪能した。ときおり狼の交尾のように首の裏に噛み付き、所有印を刻みつける。

「ぁ……、はぁ……、あ……」

　いつまでそうやって体温を分け合っていたか、美桜の膣肉が涼真の形を覚えた頃、彼がゆっくりと腰を引いた。

「んぅぅぅう……っ、ふ……、ぅう……」

　ヌロロ……と太い肉茎が引き抜かれる感触に、美桜は顔を真っ赤にして打ち震える。

　涼真は自身の雁首が見えかけた頃になり、またズブズブと美桜の蜜壷に自身を押し込めていった。

　そのようにしてゆっくりとした抽送が何度行われたか分からない。気が付けば美桜の内股は溢れ出た愛蜜でびしょ濡れになっていた。

　抽送の音もヌチュッヌチュッと間隔が短くなり、涼真の腰使いが徐々に速くなる。

「あぁああ……っ、あぁああ……っ、ナカ……っ、擦れて……っ」

　いつもの正常位と違い、亀頭に擦られる場所が違う。

　気がおかしくなりそうな気持ちよさに、美桜は体をくねらせ自然と自らも腰を前後に動かしていた。涼真の動きに合わせて体を動かすと、より深い場所まで彼を受け入れられている気がする。

　手入れをされてすべすべの乳房が、こちらも前後に揺れて美桜の二の腕を摩擦する。自分の肌だというのに気持ちよさを覚えた美桜は、そこからも悦楽を拾い上げていた。

「美桜……っ、気持ちいいか？」

　そんな美桜の乳房をむにゅむにゅと上下左右に揉み、涼真が尋ねてくる。

「は……、ぃっ、きも、ち、ぃ……っ」

　あまりの気持ちよさに美桜は涙を浮かべ、ベッドカバーの上に雫を落としていた。

　涼真の腰と美桜の臀部が当たってパンパンという打擲音が立ち、聴覚からも刺激と興奮を与えてくる。

　最奥に叩き込まれる亀頭の硬さと強さがあまりに気持ち良く、美桜は獣のような声が出てしまうのを必至に堪えていた。

　涼真は片足をベッドの上に載せ、美桜の片脚を抱えてさらに深く突き上げてくる。

「んぅうっ！　あーっ！　あぁああっ、ふか……ぃっ」

　グチュグチュと濡れそぼった蜜洞から貪欲に涼真の肉棒を咀嚼する音がする。あまりの愉悦に、美桜はトロンとした目でただ目の前の空間を見るしかできない。

　何度も小さな波にさらわれて絶頂し、美桜はあとほんの僅かな刺激で大きな波を迎えようとしていた。

　トントンと最奥を幾度となく小突かれ、口端からだらしなく涎が垂れそうになった時、涼真の手がスッと美桜の腹部に潜り込んだ。

「っきゃぁああぁっ!!」

　ヌルンッと蜜まみれの指に勃起した陰核を扱かれ、美桜は悲鳴を上げた。

　ぎゅうっと蜜壷で涼真の雄を締め上げ、ガチガチと歯を鳴らして絶頂する。

「だめっ、だめっ、だめっ」

　首を左右に振り立てて拒絶するが、涼真が美桜の弱点を逃すはずがない。チュコチュコと扱かれる陰核は可哀想なほどに腫れ上がり、美桜に凄まじい絶頂の波を味わわせていた。

「っひぅうう……っ、うーっ、ぁあああぁあ……っ!!」

　手で体を支える事すらできなくなった美桜は、また顔をベッドカバーに押しつけ、土下座をするようなポーズになってしまった。

　もう限界だというのに涼真は絶頂してくれず、獣めいた荒い呼吸を繰り返し、どちゅどちゅと美桜を突き上げる。

　深すぎる悦楽に美桜はただ痙攣することしかできず、涙と涎を流し嵐のような愛交が終わるのをひたすらに待った。

「美桜……っ、好きだ。……ずっと、ずっと昔から愛していた……っ」

　熱い吐息とともに涼真が心の奥底にしまっていた言葉を解き放ち、それに美桜の涙腺が決壊した。

「わ……っ、私もっ、涼真さんが好きですっ！　ずっと、ずっと好きだったのっ！　進さんの存在を認めつつも、私は涼真さんしか見えていなかった。っ……あなたに、私のすべてをもらってほしいと密かに願っていました！　――あなたと結婚できて、誰よりも私が喜んだんです……っ」

　涼真を愛する言葉は、罪の味がする。

　とろりと甘い、背徳の果実の味。

　二人でその果実を味わい、貪りつくし、涙を流して求め合う。

「――美桜……っ」

　ジュボッと屹立を引き抜いた涼真は、ベッドの端に腰掛けて美桜に自分の腰を跨がせた。

　ドロドロに融けた場所にすぐ涼真の肉棒が潜り込み、妻の体に回帰した涼真は安心したような吐息をつく。

　向かい合った二人は恋をする者の目で相手の瞳を覗き込み、どちらからともなく唇を重ねた。

　美桜は涼真を抱き、こみ上げた想いを表すかのように積極的に舌を絡める。

　腰を揺り動かし、お腹の奥で涼真を吸い上げ、全身で彼を愛し求めていると訴えた。

「……すき……っ」

　キスを交わす唇の間から、美桜の本音が漏れる。

　いつしか美桜は深く口づけながら、頬を涙で光らせていた。

　歓喜の涙なのか、悔恨からなのか、自分でも分からない。

　ただ、好きな人と結ばれたという事が、さまざまな事柄の上になり立った奇跡であると、美桜は深く理解していた。

　同時に自分たちは進の骸の上に立っているのだと、決して忘れないと思った。

「ん……っ、ふ、――ぅ、うぅっ」

　涼真が下から美桜を突き上げ、彼女はポロポロと涙を零して感じ入る。

「涼真さん……っ、好き……っ、好きです……っ」

　足にぐっと力を入れて涼真を押し倒すと、美桜は騎乗位で拙く腰を使い始めた。

　クチュックチュッと控えめに動く美桜を、涼真は仰向けになったまま熱っぽい目で見守っている。

「美桜、自分の気持ちいい所を探してそこを擦ってみろ」

「ぁ……、は、――い」

　涼真の腹筋の上に両手を当て、美桜は目を閉じて快楽に没頭した。

　体内にある涼真の切っ先を脳内で想像し、自分が一番気持ち良く感じる場所を探り、何度も腰を動かす。

「あ……っ、あ、ぁあ……っ、ン、あぁ……っ」

　ヌチュ、ヌチュと水音が立つたびに、体中にジィン……と痺れるような悦楽が広がっていく。自身の快楽を追い求める美桜の乳房を、涼真は両手で包み揉み始めた。

「あぁ……っ、きもち……、ん、んぅ……っ」

　実小路家のお嬢様と思えない卑猥な腰つきで何度も夫を求め、美桜は達きそうになると背中を丸めて動きを止め、波が収まるとまた小さく腰を使いだす。

　だがそれに涼真が痺れを切らしたのか、仰向けになったあと美桜を抱き寄せ、体を密着させた。

「あっ……、ん！　あぁあああぁ……っ!!」

　涼真は両手で美桜の尻たぶを掴み、そこに屹立を突き入れてズボズボと抜き差しした。

　あっという間に美桜の目の前に光が明滅し、子宮が勝手に収斂する。二人の下腹の間で美桜の陰核は潰され、涼真の動きに合わせて摩擦された。

　息が止まるほどの法悦に美桜はむせび泣き、手脚を突っ張らせて何度も達する。

「あぁ……っ、美桜、みお……っ」

　やがて涼真も食い縛った歯の間からふーっふーっと荒々しい息を吐き、美桜の中で怒張を膨らませた。

　美桜の体内で肉棒が質量を増し、ビクビクと脈打って絶頂を表す。

「ぅんっ、ン！　うぅぅうっ、りょ、……っま、さ……っ」

　半分意識を失いかけている美桜の膣奥までさらに数度突き上げ、涼真は遠慮なく妻の最奥に吐精した。

　膨れ上がった肉棒が震えながら子種をまき散らし、愛しい妻の中身を白く塗り上げる。

「あ……っ、ぁ……、ん、ン……ぅ」

　陶酔しきった顔で歓喜に打ち震える美桜に、涼真がキスをしてきた。

　まだ美桜の体内で涼真が震えているなか、ねっとりと舌を絡ませたいやらしいキスを交わす。

　互いの舌を舐め合い、擦り、唾液を飲み込み味わい尽くす。

「は……っ」

　たっぷりと貪り合って唇を離したあと、二人は繋がったままいつまでも抱き合っていた。

　

　涼真と一緒に風呂に入り、イチャイチャしてまたベッドに戻ったのは、深夜二時近くだ。

　涼真はパジャマを着て、美桜はネグリジェ姿でシーツを替えたベッドに潜り込む。

　電気を消してあとはもう寝るだけという時に、涼真がポツンと呟いた。

「俺は……美桜にとって兄貴の代わりじゃない。そう思っていいな？」

「え？　は、はい」

　思ってもみない事を言われ、美桜は思わず涼真を見る。

「私、そんな風に一度も思った事なかったですよ？」

　キョトンとする美桜に、涼真は薄らと笑ってみせた。

「いや、俺の気持ちの問題だ。兄貴がいなくなったから俺が美桜の夫に……というのは事実だから、ずっと気にしていた」

「涼真さんは涼真さんです。私がずっと昔から好きだったのは、涼真さんです」

「……ありがとう」

　透明さすら感じさせる笑みを浮かべ、涼真は美桜にキスをした。

「寝よう。明日は遅く起きて、二人でカフェかどこかでブランチを食べよう」

「ふふ、いいですね。それ」

　体を寄せ合い、今度こそ思いを通じさせた夫婦は眠りに就く。

　

　涼真はずっと長い間心の中で燻っていたものが、やっと氷解していくのを感じた。

　兄の事は心から尊敬し、敬愛していた。

　何でもできて人望もあり、太陽のように大勢の人に平等に接する姿を見て、自分は決してそうなれないとコンプレックスを抱いた事もあった。

　だが同時に、兄の長所が欠点でもあると気づいた時、どこかホッとしてしまった。

　両親に呼ばれて進に美桜と結婚するようにと言われた時、涼真は胸がズタズタに引き裂かれるようなショックを受けた。

　いつかそうなると分かっていても、実際目の前で父に告げられた時は、死刑宣告を受けたも同じだ。

　だが完璧な兄なら美桜を幸せにしてくれるだろう。そう思って表向きは祝福したが、涼真の胸の中ではずっと消えない黒い炎が燻っていた。

　だからあの日、三人で庭園に行った時に涼真の心にふとした悪戯心が芽生えてしまった。

　美桜がまだ涼真との結婚を知る直前なら、告白をしても不可抗力になるのではないかと思ってしまった。

　美桜に告白をし、きっと彼女にとって初めてであろうキスも奪ってしまった。

　驚かせただろうし、兄に対する裏切り行為だ。

　けれど梅の香りと一緒に、一生その思い出を忘れないと固く誓った。

　――だというのに進は急逝し、涼真は半ば生きる意志を失った美桜を前にして自分の心と対峙していた。

　憔悴しきった美桜を慰め続け、側にいて励ますふりをし、涼真のほうが美桜に依存していた。

（俺はこれから先、この子と一緒に生きていくんだ）

　進が死んだとしても、五十島家と実小路家は婚姻を結ぶのを覆さないと分かっていた。

（兄貴の代わりになるのは、俺しかいないだろう）

　そのときに涼真は、自分自身に『自分は進の代わり』という呪いを刻みつけてしまった。

　その後回復した美桜と結婚でき、美桜が自分に好意を寄せてくれていても、彼女は自分を通して進を見ていると思っていた。

　美桜と幸せな結婚生活を送れば送るほど、涼真の闇は濃くなっていく。

　

　だがそれも、今夜二人で本音を吐き出した事で、すべて解消された気がした。

「ずっと好きだったよ。美桜。俺の初恋のひと……」

　小さな寝息を立てている美桜に囁き、涼真は愛しげに微笑むと彼女の額にキスをした。






終章　永遠の淑女は聖母となる








「いやぁ、本当にすみませんでした」

　涼真が秋園と一緒に忘年会をするというので、美桜もお呼ばれをして都内の料亭に向かった。

　秋園とはあの後、ジャズフェスティバルで少し顔を合わせたが、彼は多忙だったので挨拶だけに留めた。

　美しい和食のコースを堪能したあと、あのパーティーで乃々佳という女性が美桜にシャンパンを浴びせた詫びを改めてされた。

「いえ、お気になさらないでください。私もどこか至らないところがあったのでしょうし」

　美桜は首を左右に振るが、秋園は苦い顔のままだ。

「乃々佳とは別れました。いい加減彼女の束縛にもうんざりしていたので」

「え？」

　突然の報告に、美桜は驚いて目を丸くする。

「……だろうな。お前は奔放なところがあるし、あの乃々佳さんっていう女性もかなり我が強そうな性格に見えたから、合わなかったんだろう。彼女はお前の運命の人ではなかった。ただそれだけだ」

　涼真は静かに言って日本酒を飲み、「いつか素敵な女性に巡り会える」と秋園を励ました。

「ですよねぇ。俺が世界公演に行っても、ついて来てくれる行動的なところは好きだったんですけど」

　秋園は苦笑いをし、涼真と美桜を見比べる。

「それに比べて、先輩たちは似た雰囲気なのにお似合いですよね。本当に運命の相手という感じがします。あー、今度先輩たちをモデルに少しムーディーな曲でも弾いてみたいな」

　そう言って秋園は空中でピアノを弾く真似をし、いま即興で浮かび上がっただろうメロディーをハミングする。

「あら、素敵ですね。完成したらぜひ聴かせてください」

「もちろん」

　やがて帰りを意識して美桜が手洗いに立った時、秋園が口を開いた。

「先輩、まだ色々悩んでいますか？　進先輩の事や奥さんの事……」

「いや……。何とかなっている気がする」

　秋園が気遣ってくれていると知り、涼真は微笑む。

「ダンテの『神曲』あるでしょう。俺は涼真さんから話を聞いて、あれを思い出しました」

「地獄に落ちる話か」

　授業で習って学生時代に一通り読んだが、当時他の作品も雑多に読みあさっていたので、うっすらとした記憶しかない。

「確かにあれはウェルギリウスに導かれて地獄、煉獄、天国と彼岸の国を回る話です。けれど最後にダンテは、煉獄山を登る過程で罪を洗い流されていくんです。そしてその山頂には、『永遠の淑女』であるベアトリーチェが待っている。それから二人は天界に昇天し、至高天まで上り詰める話です」

「ああ……」

　そんな話だったか、と涼真は頷く。

「人間、どんなに罪にまみれたと思っても、至高の女性と共にいればそこは天国だ……、と俺は曲解していますけれどね」

　秋園の解釈に、涼真は笑って猪口に残っていた日本酒を呷った。

「違いない。俺のベアトリーチェは美桜だ」

「いいですね。以前の悶々と悩んでいる顔よりも、今の幸せそうな顔の方がずっと男前ですよ」

　二人で笑い合っていた時、美桜が手洗いから戻ってきた。

「楽しそうですね」

　微笑んだ美桜に、涼真は立ち上がり手を差し伸べた。

「帰ろう」

「はい」

　今週末にはクリスマスが迫り、それを過ぎれば忙しい年末年始となる。

　結婚一周年の六月まで、まだまだ時間はある。

　互いの両親からも子供についてそれとなく訊かれているが、二人とも「順調です」と答えていた。

　

　帰りの車の中、美桜はハンドバッグの上から自分の手帳を思い浮かべ、そっと手で押さえていた。

　手帳には、こっそり産婦人科に行った結果のエコー写真がある。

（クリスマスになったら、プレゼントと一緒に見せてあげよう。なんて反応するかな）

　美桜はチラッと隣に座っている涼真を盗み見して、一人幸せそうに笑う。

「どうした？」

　けれどそれを見逃さず、涼真が微笑んで抱き寄せてきた。

「いいえ、何でもないです。クリスマスプレゼントを用意してあるので、喜んでくれたらいいな……って思っていたんです」

「そうか。俺は美桜からもらえるものなら、何だって嬉しい」

「ふふ、ありがとうございます」

　見つめ合った二人は、自然と顔を寄せて優しいキスをした。

　


完








あとがき







　こんにちは。濃蜜ラブルージュさんでは二作目となります、臣おみ桜さくらです。

　今回のお話もエロス濃い目で書かせて頂いたのですが、如何でしたでしょうか？　個人的な好みがヒロイン・美桜の体の一部に出ておりまして……（笑）。それを生かしたプレイなど、今回もとても楽しく書かせて頂きました。

　また、自分的に大好きな着物ヒロインで、そちらの意味でも楽しかったです。

　そして私、着物ヒロインは大好きなのですが、自分で着物を着るという事はないので、すべて調べた知識になります。加えまして、今回TwitterのＪさんに着物の柄の事や、諸々知恵をお借りしましたので、ここに感謝申し上げます。

　今回は夫婦なのに両片想いな二人を書かせて頂きました。お嬢様ヒロインもずっと書きたかったキャラの一つで、楽しかったです。涼真も兄の進に比べると陰と陽の陰に当たるキャラです。寡黙なタイプで普段黙って兄を支えながらも、その影で誰にも言えない苦悩があったのだと思うと、同情すると同時に不幸体質キャラ萌えが発動します。

　涼真は美桜をずっと思っていて、けれど進がいる以上自分のものにはならないと思い込んでいました。それがポロッと手に入り、涼真が困惑しながらも「これでいいのか？」と自分に問いかけながら幸せを噛みしめる姿を想像すると、「良かったね……」と生暖かい気持ちになります。

　人が死ぬお話なので、どうしても暗くなってしまいがちです。涼真と美桜には、それを乗り越える過程や、罪悪感を覚えてもなお前に進む、〝生きている人間の葛藤〟を感じて頂けたら幸いです。

　今年（二〇二〇年）の十月でデビュー三周年なのですが、まだまだ経験値が足りず、特に現代ものは書き慣れていない事もあり、一生懸命書いているのですが、物足りなく感じるかもしれません。

　レーベルカラー的に濃厚エロスを前面に出したお話が第一としても、ストーリーも楽しめるお話を書けるように、これからも精進したいと思いますので、次作が出る事がありましたら、お付き合い頂けましたら幸いです。

「ライバルは前作を書いた自分」を心に、目の前にあるお仕事に一生懸命取り掛からせて頂きたいと思っております。

　それでは、また別のお話を見かけましたら、どうぞ宜しくお願い致します。

　





二〇二〇年七月　蝦夷梅雨が明けそうな札幌で　臣桜
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